
令和８年度 国語科評価規準（第１学年） 

単元名 単元の到達目標（小単元のねらい） 
単元のまとまりの評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

はるが きた ○互いの話に関心をもつことができる。（思・判・表

A(1)オ） 

○言葉には、事物の内容を表す働きがあることに

気づくことができる。（知・技(1)ア） 

言葉には、事物の内容を表す働きがある

ことに気づいている。 

「話すこと・聞くこと」において、互いの話

に関心をもっている。 

すすんで友達の話に関心をもち、これま

での経験を生かして話したり応答したりし

ようとしている。 

おはなし 

 きたいな 

○読書に親しみ、いろいろな本があることを知るこ

とができる。（知・技(3)エ） 

○文章の内容と自分の体験とを結び付けて、感想

をもつことができる。（思・判・表 C(1)オ） 

読書に親しみ、いろいろな本があることを

知っている。 

「読むこと」において、文章の内容と自分

の体験とを結び付けて、感想をもってい

る。 

積極的にいろいろな本を手に取り、これま

での経験を生かして読み聞かせを楽しもう

としている。 

なんて いおうかな ○身近なことや経験したことなどから話題を決め、

伝え合うために必要な事柄を選ぶことができる。

（思・判・表 A(1)ア） 

○丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気を付けて

使うことができる。（知・技(1)キ） 

○伝えたい事柄や相手に応じて、声の大きさや速

さなどを工夫することができる。（思・判・表 A(1)ウ） 

丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気を

付けて使っている。 

・「話すこと・聞くこと」において、身近なこ

とや経験したことなどから話題を決め、伝

え合うために必要な事柄を選んでいる。 

・「話すこと・聞くこと」において、伝えたい

事柄や相手に応じて、声の大きさや速さ

などを工夫している。 

経験を基に積極的に言うことを考え、学習

課題に沿って自分の考えを伝えようとして

いる。 

かくことたのしいな 

 

 

○平仮名を読み、書くことができる。（知・技(1)ウ）

○姿勢や筆記具の持ち方を正しくして書くことがで

きる。（知・技(3)ウ） 

・平仮名を読み、書いている。 

・姿勢や筆記具の持ち方を正しくして書い

ている。 

 正しい姿勢や鉛筆の持ち方で書くことに

粘り強く取り組み、自分なりに、字を書く際

に気を付けたいことを見つけようとしてい

る。 

どうぞ よろしく ○身近なことや経験したことなどから話題を決め、

伝え合うために必要な事柄を選ぶことができる。

（思・判・表 A(1)ア） 

○経験したことから書くことを見つけ、伝えたい事

柄を明確にすることができる。（思・判・表 B(1)ア） 

○丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気を付けて

使うことができる。（知・技(1)キ） 

丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気を

付けて使っている。 

・「話すこと・聞くこと」において、身近なこ

とや経験したことなどから話題を決め、伝

え合うために必要な事柄を選んでいる。 

・「書くこと」において、経験したことから書

くことを見つけ、伝えたい事柄を明確にし

ている。 

積極的に自分の名前を書いたり好きなも

のを考えたりし、これまでの経験を生かし

て友達と交流しようとしている。 

こんな もの  

みつけたよ 

○身近なことや経験したことなどから話題を決め、

伝え合うために必要な事柄を選ぶことができる。

（思・判・表 A(1)ア） 

○丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気を付けて

使うことができる。（知・技(1)キ） 

丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気を

付けて使っている。 

「話すこと・聞くこと」において、身近なこと

や経験したことなどから話題を決め、伝え

合うために必要な事柄を選んでいる。 

紹介したい事柄を積極的に選び、学習課

題に沿って見つけたものをより分かりやす

く紹介しようとしている。 

うたに あわせて 

あいうえお 

○姿勢や口形、発声や発音に注意して話すことが

できる。（知・技(1)イ） 

○長く親しまれている言葉遊びを通して、言葉の豊

かさに気付くことができる。（知・技(3)イ） 

・姿勢や口形、発声や発音に注意して話

している。 

・長く親しまれている言葉遊びを通して、

言葉の豊かさに気付いている。 

 すすんで姿勢や口形、発声や発音に注

意し、学習課題に沿って音読しようとして

いる。 



こえに だして  

よもう 

○場面の様子や登場人物の行動など、内容の大

体を捉えることができる。（思・判・表 C(1)イ） 

○語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読

することができる。（知・技(1)ク） 

・語のまとまりや言葉の響きなどに気をつ

けて音読している。） 

・「読むこと」において、場面の様子や登

場人物の行動など、内容の大体を捉えて

いる。 

 すすんで詩に描かれた様子を想像し、こ

れまでの学習を生かして音読しようとして

いる。 

よく きいて、 

はなそう 

○話し手が知らせたいことや自分が聞きたいことを

落とさないように集中して聞き、話の内容を捉えて

感想をもつことができる。（思・判・表 A(1)エ） 

○言葉には、事物の内容を表す働きや、経験した

ことを伝える働きがあることに気付くことができる。

（知・技(1)ア） 

○伝えたい事柄や相手に応じて、声の大きさや速

さなどを工夫することができる。（思・判・表 A(1)ウ） 

言葉には、事物の内容を表す働きや、経

験したことを伝える働きがあることに気付

いている。 

・「話すこと・聞くこと」において、伝えたい

事柄や相手に応じて、声の大きさや速さ

などを工夫している。 

・「話すこと・聞くこと」において、話し手が

知らせたいことや自分が聞きたいことを落

とさないように集中して聞き、話の内容を

捉えて感想をもっている。 

興味をもってすすんで友達の話を聞き、よ

り伝わる話し方を考えながら、みんなに知

らせようとしている。 

ことばをさがそう ○音節と文字との関係に気付くことができる。（知・

技(1)イ） 

○身近なことを表す語句の量を増し、語彙を豊か

にすることができる。（知・技(1)オ） 

・音節と文字との関係に気付いている。 

・身近なことを表す語句の量を増し、語彙

を豊かにしている。 

 語句の音節と文字との関係を積極的に理

解し、これまでの学習を生かして言葉を集

めようとしている。 

はなの みち ○語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて音読

することができる。（知・技(1)ク） 

○場面の様子や登場人物の行動など、内容の大

体を捉えることができる。（思・判・表 C(1)イ） 

○敬体で書かれた文章に慣れることができる。（知

技(1)キ） 

・敬体で書かれた文章に慣れている。 

・語のまとまりや言葉の響きなどに気をつ

けて音読している。 

「読むこと」において、場面の様子や登場

人物の行動など、内容の大体を捉えてい

る。 

興味をもってすすんでお話の内容を捉

え、学習課題に沿って友達と協力して音

読しようとしている。 

としょかんへいこう ○読書に親しみ、いろいろな本があることを知るこ

とができる。（知・技(3)エ） 

読書に親しみ、いろいろな本があることを

知っている。 

 積極的に図書館について知ろうとし、学

習課題に沿って読みたい本を見つけよう

としている。 

かきと かぎ ○平仮名を読み、書くことができる。（知・技(1)ウ） 

○語と語や文と文との続き方に注意しながら、内容

のまとまりが分かるように書き表し方を工夫すること

ができる。（思・判・表 B(1)ウ） 

平仮名を読み、書いている。 「書くこと」において、語と語や文と文との

続き方に注意しながら、内容のまとまりが

分かるように書き表し方を工夫している。 

すすんで濁音を含む言葉を見つけ、これ

までの学習を生かして文字で表そうとして

いる。 

ぶんを つくろう ○平仮名を読み、書くことができる。（知・技(1)ウ） 

○語と語や文と文との続き方に注意しながら、内容

のまとまりが分かるように書き表し方を工夫すること

ができる。（思・判・表 B(1)ウ） 

・句点の打ち方を理解して文の中で使っ

ている。 

・文の中における主語と述語との関係に

気付いている。 

「書くこと」において、語と語との続き方に

注意している。 

語と語との続き方を丁寧に確かめながら、

これまでの学習を生かして文を書こうとし

ている。 

ねこと ねっこ ○促音の表記、助詞の「を」の使い方、句点の打ち

方を理解し、文の中で使うことができる。（知・技(1)

ウ） 

○語と語との続き方に注意することができる。（思・

判・表 B(1)ウ） 

促音の表記、助詞の「を」の使い方、句点

の打ち方を理解し、文の中で使っている。 

「書くこと」において、語と語との続き方に

注意している。 

すすんで促音や濁音のある言葉を見つけ

ようとし、これまでの学習を生かして文を書

こうとしている。 

わけを はなそう ○相手に伝わるように、行動したことや経験したこと

に基づいて、話す事柄の順序を考えることができ

る。（思・判・表 A(1)イ） 

言葉には、事物の内容を表す働きや、経

験したことを伝える働きがあることに気付

いている。 

・「話すこと・聞くこと」において、身近なこ

とや経験したことなどから話題を決め、伝

え合うために必要な事柄を選んでいる。 

・「話すこと・聞くこと」において、相手に伝

わるように、行動したことや経験したことに

話す事柄の順序をすすんで考えながら、

これまでの学習や経験を生かして考えと

わけを話そうとしている。 



○言葉には、事物の内容を表す働きや、経験した

ことを伝える働きがあることに気付くことができる。

（知・技(1)ア） 

○身近なことや経験したことなどから話題を決め、

伝え合うために必要な事柄を選ぶことができる。

（思・判・表 A(1)ア） 

基づいて、話す事柄の順序を考えてい

る。 

おばさんと  

おばあさん 

○長音の表記、助詞の「へ」の使い方、句点の打ち

方を理解し、文の中で使うことができる。（知・技(1)

ウ） 

○語と語との続き方に注意することができる。（思・

判・表 B(1)ウ） 

長音の表記、助詞の「へ」の使い方、句点

の打ち方を理解し、文の中で使っている。 

「書くこと」において、語と語との続き方に

注意している。 

すすんで長音のある言葉を見つけようと

し、これまでの学習を生かして文を書こうと

している。 

あいうえおで  

あそぼう 

○平仮名を読み、書くことができる。（知・技(1)ウ） 

○長く親しまれている言葉遊びを通して、言葉の豊

かさに気づくことができる。（知・技(3)イ） 

○姿勢や口形、発声や発音に注意して話すことが

できる。（知・技(1)イ） 

・姿勢や口形、発声や発音に注意して話

している。 

・平仮名を読み、書いている。長く親しま

れている言葉遊びを通して、言葉の豊か

さに気付いている。 

 すすんで平仮名の五十音を確かめ、これ

までの学習を生かして言葉遊びを楽しもう

としている。 

つぼみ ○事柄の順序を考えながら、内容の大体を捉える

ことができる。（思・判・表 C(1)ア） 

○文の中における主語と述語との関係に気付くこと

ができる。（知・技(1)カ） 

○語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読

することができる。（知・技(1)ク） 

○文章の中の重要な語や文を考えて選び出すこと

ができる。（思・判・表 C(1)ウ） 

・文の中における主語と述語との関係に

気づいている。 

・語のまとまりや言葉の響きなどに気を付

けて音読している。 

・「読むこと」において、事柄の順序などを

考えながら、内容の大体を捉えている。 

・「読むこと」において、文章の中の重要な

語や文を考えて選び出している。 

積極的に説明の順序を捉えながら文章を

読み、学習課題に沿って分かったことや

考えたことを伝えようとしている。 

おもちやと  

おもちゃ 

○拗音の表記、句点の打ち方を理解し、文の中で

使うことができる。（知・技(1)ウ） 

○語と語との続き方に注意することができる。（思・

判・表 B(1)ウ） 

拗音の表記、句点の打ち方を理解して、

文の中で使っている。 

「書くこと」において、語と語との続き方に

注意している。 

すすんで拗音のある言葉を見つけようと

し、これまでの学習を生かして文を書こうと

している。 

おおきく なった ○観察したことなどから書くことを見つけ、必要な事

柄を集めたり確かめたりすることができる。（思・判

表 B(1)ア） 

○身近なことを表す語句の量を増し、文章の中で

使うことができる。（知・技(1)オ） 

身近なことを表す語句の量を増し、文章

の中で使っている。 

「書くこと」において、観察したことなどから

書くことを見つけ、必要な事柄を集めたり

確かめたりしている。 

植物をさまざまな観点から積極的に観察

し、これまでの学習を生かして観察したこ

とを記録しようとしている。 

おおきな かぶ ○語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて音読

することができる。（知・技(1)ク） 

○場面の様子や登場人物の行動など、内容の大

体を捉えることができる。（思・判・表 C(1)イ） 

○文の中における主語と述語との関係に気付くこと

ができる。（知・技(1)カ） 

○場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体

的に想像することができる。（思・判・表 C(1)エ） 

・文の中における主語と述語との関係に

気付いている。 

・語のまとまりや言葉の響きなどに気を付

けて音読している。 

・「読むこと」において、場面の様子や登

場人物の行動など、内容の大体を捉えて

いる。 

・「読むこと」において、場面の様子に着目

して、登場人物の行動を具体的に想像し

ている。 

積極的に登場人物の行動を捉え、これま

での学習を生かして音読や劇遊びをしよ

うとしている。 

はをへを  

つかおう 

○助詞の「は」、「へ」及び「を」の使い方を理解して

文や文章の中で使うことができる。（知・技(1)ウ） 

助詞の「は」、「へ」及び「を」の使い方を理

解して文や文章の中で使っている。 

「書くこと」において、語と語や文と文との

続き方に注意しながら、内容のまとまりが

分かるように書き表し方を工夫している。 

すすんで助詞の使い方を確かめながら、

学習課題に沿って文を作ろうとしている。 



○語と語や文と文との続き方に注意しながら、内容

のまとまりが分かるように書き表し方を工夫すること

ができる。（思・判・表 B(1)ウ） 

すきな こと、 

なあに 

○身近なことや経験したことなどから話題を決め、

伝え合うために必要な事柄を選ぶことができる。

（思・判・表 A(1)ア） 

○語と語や文と文との続き方に注意しながら、内容

のまとまりが分かるように書き表し方を工夫すること

ができる。（思・判・表 B(1)ウ） 

○言葉には、事物の内容を表す働きや、経験した

ことを伝える働きがあることに気付くことができる。

（知・技(1)ア） 

○丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気を付けて

使うとともに、敬体で書かれた文章に慣れることが

できる。（知・技(1)キ） 

○相手に伝わるように、行動したことや経験したこと

に基づいて、話す事柄の順序を考えることができ

る。（思・判・表 A(1)イ） 

・言葉には、事物の内容を表す働きや、経

験したことを伝える働きがあることに気づ

いている。 

・丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気

をつけて使うとともに、敬体で書かれた文

章に慣れている。 

・「話すこと・聞くこと」において、身近なこ

とや経験したことなどから話題を決め、伝

え合うために必要な事柄を選んでいる。 

・「話すこと・聞くこと」において、相手に伝

わるように、行動したことや経験したことに

基づいて、話す事柄の順序を考えてい

る。 

・「書くこと」において、語と語や文と文との

続き方に注意しながら、内容のまとまりが

分かるように書き表し方を工夫している。 

粘り強く伝えたいことや表し方を考え、こ

れまでの学習を生かして自分が好きなも

のとその理由を紹介しようとしている。 

おむすび  

ころりん 

○昔話の読み聞かせを聞くなどして、我が国の伝

統的な言語文化に親しむことができる。（知・技(3)

ア） 

○場面の様子や登場人物の行動など、内容の大

体を捉えることができる。（思・判・表 C(1)イ） 

○語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読

することができる。（知・技(1)ク） 

・語のまとまりや言葉の響きなどに気をつ

けて音読している。 

・昔話の読み聞かせを聞くなどして、我が

国の伝統的な言語文化に親しんでいる。 

「読むこと」において、場面の様子や登場

人物の行動など、内容の大体を捉えてい

る。 

すすんで昔話の内容を捉え、これまでの

学習を生かして音読しようとしている。 

こんな ことが  

あったよ 

○経験したことや想像したことなどから書くことを見

つけ、必要な事柄を集めたり確かめたりして、伝え

たいことを明確にすることができる。（思・判・表 B(1)

ア） 

○文章に対する感想を伝え合い、自分の文章のよ

いところを見つけることができる。（思・判・表 B(1)

オ） 

○言葉には、事物の内容を表す働きや、経験した

ことを伝える働きがあることに気付くことができる。

（知・技(1)ア） 

言葉には、事物の内容を表す働きや、経

験したことを伝える働きがあることに気づ

いている。 

・「書くこと」において、経験したことや想像

したことなどから書くことを見つけ、必要な

事柄を集めたり確かめたりして、伝えたい

ことを明確にしている。 

・「書くこと」において、文章に対する感想

を伝え合い、自分の文章のよいところを見

つけている。 

積極的に出来事や経験を思い出し、これ

までの学習を生かして日記に書こうとして

いる。 

としょかんと  

なかよし 

○読書に親しみ、いろいろな本があることを知るこ

とができる。（知・技(3)エ） 

読書に親しみ、いろいろな本があることを

知っている。 

 積極的にいろいろな本を手に取り、これま

での学習を生かして本を選ぼうとしてい

る。 

こえを あわせて 

よもう 

○場面の様子や登場人物の行動など、内容の大

体を捉えることができる。（思・判・表 C(1)イ） 

○語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて音読

することができる。（知・技(1)ク） 

語のまとまりや言葉の響きなどに気を付け

て音読している。 

「読むこと」において、場面の様子や登場

人物の行動など、内容の大体を捉えてい

る。 

 すすんで詩の内容を捉え、これまでの学

習をいかして音読を楽しもうとしている。 



みんなに 

しらせよう 

○伝えたい事柄や相手に応じて、声の大きさや速

さなどを工夫することができる。（思・判・表 A(1)ウ） 

○姿勢や口形、発声や発音に注意して話すことが

できる。（知・技(1)イ） 

○話し手が知らせたいことや自分が聞きたいことを

落とさないように集中して聞き、話の内容を捉えて

感想をもつことができる。（思・判・表 A(1)エ） 

姿勢や口形、発声や発音に注意して話し

ている。 

・「話すこと・聞くこと」において、伝えたい

事柄や相手に応じて、声の大きさや速さ

などを工夫している。 

・「話すこと・聞くこと」において、話し手が

知らせたいことや自分が聞きたいことを落

とさないように集中して聞き、話の内容を

捉えて感想をもっている。 

積極的に友達の話を聞き、これまでの学

習を生かして質問や感想を述べようとして

いる。 

ことばを 

みつけよう 

○身近なことを表す語句の量を増し、語彙を豊か

にすることができる。（知・技(1)オ） 

身近なことを表す語句の量を増し、語彙を

豊かにしている。 

 積極的に言葉遊びに取り組み、これまで

の学習をいかして自分でも言葉遊びを作

成しようとしている。 

やくそく ○場面の様子や登場人物の行動など、内容の大

体を捉えることができる。（思・判・表 C(1)イ） 

○文の中における主語と述語との関係に気付くこと

ができる。（知・技(1)カ） 

○語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて音読

することができる。（知・技(1)ク） 

○場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体

的に想像することができる。（思・判・表 C(1)エ） 

・文の中における主語と述語との関係に

気付いている。 

・語のまとまりや言葉の響きなどに気を付

けて音読している。 

・「読むこと」において、場面の様子や登

場人物の行動など、内容の大体を捉えて

いる。 

・「読むこと」において、場面の様子に着目

して、登場人物の行動を具体的に想像し

ている。 

すすんで登場人物の行動を確かめ、学習

の見通しをもって声に出してお話を楽しも

うとしている。 

かたかなを 

みつけよう 

○片仮名を読み、書くとともに、片仮名の長音、拗

音、促音、撥音などの表記を理解して文や文章の

中で使うことができる。（知・技(1)ウ） 

○語と語との続き方に注意しながら、文を書き表す

ことができる。（思・判・表 B(1)ウ） 

片仮名を読み、書くとともに、片仮名の長

音、拗音、促音、撥音などの表記を理解し

て文や文章の中で使っている。 

「書くこと」において、語と語との続き方に

注意しながら文を書き表している。 

身の回りから片仮名で書く言葉をすすん

で見つけ、これまでの学習を生かして簡

単な文を書こうとしている。 

うみのかくれんぼ ○文章の中の重要な語や文を考えて選び出すこと

ができる。（思・判・表 C(1)ウ） 

○文の中における主語と述語との関係に気づくこと

ができる。（知・技(1)カ） 

○事柄の順序など情報と情報との関係について理

解することができる。（知・技(2)ア） 

○事柄の順序などを考えながら、内容の大体を捉

えることができる。（思・判・表 C(1)ア） 

・文の中における主語と述語との関係に

気づいている。 

・事柄の順序など情報と情報との関係に

ついて理解している。 

・「読むこと」において、事柄の順序などを

考えながら、内容の大体を捉えている。 

・「読むこと」において、文章の中の重要な

語や文を考えて選び出している。 

粘り強く文章の中で大事な言葉を押さえ

ながら読み、学習課題に沿って分かった

ことを伝えようとしている。 

かずと かんじ ○第１学年に配当されている漢字を読み、漸次書

くことができる。（知・技(1)エ） 

○語と語との続き方に注意しながら文を書き表すこ

とができる。（思・判・表 B(1)ウ） 

第１学年に配当されている漢字を読み、

漸次書いている。 

「書くこと」において、語と語との続き方に

注意しながら文を書き表している。 

積極的に数え方に興味をもち、これまで

の学習や経験をいかして漢字を使って数

え歌を書こうとしている。 

くじらぐも ○かぎ（「 」）の使い方を理解して文や文章の中で

使うことができる。（知・技(1)ウ） 

○場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体

的に想像することができる。（思・判・表 C(1)エ） 

〇語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて音読

することができる。（知・技(1)ク） 

・かぎ（「 」）の使い方を理解して文や文

章の中で使っている。 

・語のまとまりや言葉の響きなどに気を付

けて音読している。 

「読むこと」において、場面の様子に着目

して、登場人物の行動を具体的に想像し

ている。 

積極的に想像力を広げて物語を読み、こ

れまでの学習を生かして想像したことを友

達に伝えようとしている。 

まちがいを  

なおそう 

○文章を読み返す習慣をつけるとともに、間違いを

正すことができる。（思・判・表 B(1)エ） 

助詞の「は」、「へ」及び「を」の使い方、句

読点の打ち方を理解して、文や文章の中

で使っている。 

「書くこと」において、文章を読み返す習

慣をつけるとともに、間違いを正している。 

すすんで文章を見直し、これまでの学習

をいかして適切な表記に正そうとしてい

る。 



○助詞の「は」、「へ」及び「を」の使い方、句読点の

打ち方を理解して、文や文章の中で使っている。

（知・技(1)ウ） 

しらせたいな、 

見せたいな 

○経験したことなどから書くことを見つけ、必要な事

柄を集めたり確かめたりすることができる。（思・判・

表 B(1)ア） 

〇言葉には、事物の内容を表す働きや、経験した

ことを伝える働きがあることに気付くことができる。

（知・技(1)ア） 

〇助詞の「は」、「へ」及び「を」の使い方、句読点の

打ち方、かぎ（「 」）の使い方を理解して、文や文

章の中で使うことができる。（知・技(1)ウ） 

○語と語や文と文との続き方に注意しながら書き表

すことができる。（思・判・表 B(1)ウ） 

・言葉には、事物の内容を表す働きや、経

験したことを伝える働きがあることに気づ

いている。 

・助詞の「は」、「へ」及び「を」の使い方、

句読点の打ち方、かぎ（「 」）の使い方を

理解して、文や文章の中で使っている。 

・「書くこと」において、経験したことなどか

ら書くことを見つけ、必要な事柄を集めた

り確かめたりしている。 

・「書くこと」において、語と語や文と文との

続き方に注意しながら書き表している。 

知らせたいものを丁寧に観察し、学習の

見通しをもって見つけたことを文章にして

伝えようとしている。 

かん字の はなし ○第１学年に配当されている漢字を読み、漸次書

き、文や文章の中で使うことができる。（知・技(1)

エ） 

○語と語との続き方に注意しながら、内容のまとま

りが分かるように書き表し方を工夫することができ

る。（思・判・表 B(1)ウ） 

第１学年に配当されている漢字を読み、

漸次書き、文や文章の中で使っている。 

「書くこと」において、語と語との続き方に

注意しながら、内容のまとまりが分かるよう

に書き表し方を工夫している。 

積極的に漢字の成り立ちに興味をもち、

学習課題に沿って漢字を使った短い文を

書こうとしている。 

ことばを  

たのしもう 

○長く親しまれている言葉遊びを通して、言葉の豊

かさに気づくことができる。（知・技(3)イ） 

○音節と文字との関係に気づくとともに、発声や発

音に注意して話すことができる。（知・技(1)イ） 

〇語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読

することができる。（知・技(1)ク） 

・音節と文字との関係に気づくとともに、発

声や発音に注意して話している。 

・語のまとまりや言葉の響きなどに気をつ

けて音読している。 

・長く親しまれている言葉遊びを通して、

言葉の豊かさに気付いている。 

 積極的に詩や早口言葉を楽しみ、これま

での学習や経験をいかして、発声や発音

に気を付けながら声に出して読もうとして

いる。 

じどう車くらべ ○事柄の順序などを考えながら、内容の大体を捉

えることができる。（思・判・表 C(1)ア） 

○事柄の順序など情報と情報との関係について理

解することができる。（知・技(2)ア） 

〇文章の中の重要な語や文を考えて選び出すこと

ができる。（思・判・表 C(1)ウ） 

事柄の順序など情報と情報との関係につ

いて理解している。 

・「読むこと」において、事柄の順序などを

考えながら、内容の大体を捉えている。 

・「読むこと」において、文章の中の重要な

語や文を考えて選び出している。 

すすんで説明における順序を考えながら

読み、自分が説明するときに生かしたいこ

とを見つけようとしている。 

じどう車ずかんを 

つくろう 

○事柄の順序に沿って簡単な構成を考えることが

できる。（思・判・表 B(1)イ） 

○事柄の順序など情報と情報との関係について理

解することができる。（知・技(2)ア） 

事柄の順序など情報と情報との関係につ

いて理解している。 

「書くこと」において、事柄の順序に沿って

簡単な構成を考えている。 

分かりやすい説明のしかたについて興味

をもち、説明の順序に気をつけながら、見

通しをもって自動車図鑑を作ろうとしてい

る。 

かたかなを かこう ○片仮名を読み、書くとともに、文や文章の中で使

うことができる。（知・技(1)ウ） 

○語と語との続き方に注意しながら、書き表し方を

工夫することができる。（思・判・表 B(1)ウ） 

片仮名を読み、書くとともに、文や文章の

中で使っている。 

「書くこと」において、語と語との続き方に

注意しながら、書き表し方を工夫している 

片仮名の表記のしかたに気を付けなが

ら、これまでの学習を生かして文の中で片

仮名を使おうとしている。 

どんな おはなしが 

できるかな 

○互いの話に関心をもち、相手の発言を受けて話

をつなぐことができる。（思・判・表 A(1)オ） 

・句読点の打ち方、かぎ（「 」）の使い方を

理解して文や文章の中で使っている。 

・文の中における主語と述語との関係に

気付いている。 

・「話すこと・聞くこと」において、話し手が

知らせたいことや自分が聞きたいことを落

とさないように集中して聞き、話の内容を

捉えて感想をもっている。 

物語を完成させるという見通しをもち、進

んで友達に質問し、お話を書こうとしてい

る。 



○文章に対する感想を伝え合い、自分の文章の内

容や表現のよいところを見つけることができる。

（思・判・表 B(1)オ） 

〇句読点の打ち方、かぎ（「 」）の使い方を理解し

て文や文章の中で使うことができる。（知・技(1)ウ） 

〇文の中における主語と述語との関係に気付くこと

ができる。（知・技(1)カ） 

○話し手が知らせたいことや自分が聞きたいことを

落とさないように集中して聞き、話の内容を捉えて

感想をもつことができる。（思・判・表 A(1)エ） 

・「話すこと・聞くこと」において、互いの話

に関心をもち、相手の発言を受けて話を

つないでいる。 

・「書くこと」において、文章に対する感想

を伝え合い、自分の文章の内容や表現の

よいところを見つけている。 

たぬきの 糸車 ○文章の内容と自分の体験とを結び付けて、感想

をもつことができる。（思・判・表 C(1)オ） 

○文の中における主語と述語との関係に気付くこと

ができる。（知・技(1)カ） 

〇語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読

することができる。（知・技(1)ク） 

〇場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体

的に想像することができる。（思・判・表 C(1)エ） 

・文の中における主語と述語との関係に

気づいている。 

・語のまとまりや言葉の響きなどに気をつ

けて音読している。 

・「読むこと」において、場面の様子に着目

して、登場人物の行動を具体的に想像し

ている。 

・「読むこと」において、文章の内容と自分

の体験とを結び付けて、感想をもってい

る。 

場面の様子に進んで着目し、これまでの

学習を生かして、好きなところとそのわけ

を考えようとしている。 

日づけと よう日 ○第１学年に配当されている漢字を読み、漸次書

き、文や文章の中で使うことができる。（知・技(1)

エ） 

○身近なことを表す語句の量を増し、語彙を豊か

にすることができる。（知・技(1)オ) 

〇語と語との続き方に注意しながら、内容のまとま

りが分かるように書き表し方を工夫することができ

る。（思・判・表 B(1)ウ） 

・第１学年に配当されている漢字を読み、

漸次書き、文や文章の中で使っている。 

・身近なことを表す語句の量を増し、語彙

を豊かにしている。 

「書くこと」において、語と語との続き方に

注意しながら、内容のまとまりが分かるよう

に書き表し方を工夫している。 

積極的に日付や曜日を表す漢字に関心

をもち、これまでの学習を生して自分でも

唱え歌を作ろうとしている。 

てがみで 

 しらせよう 

○丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気をつけて

使うとともに、敬体で書かれた文章に慣れることが

できる。（知・技(1)キ） 

○文章を読み返す習慣をつけるとともに、間違いを

正したり、語と語や文と文との続き方を確かめたり

することができる。（思・判・表 B(1)エ） 

○語と語や文と文との続き方に注意しながら、内容

のまとまりが分かるように書き表し方を工夫すること

ができる。（思・判・表 B(1)ウ） 

丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気を

つけて使うとともに、敬体で書かれた文章

に慣れている。 

・「書くこと」において、語と語や文と文との

続き方に注意しながら、内容のまとまりが

分かるように書き表し方を工夫することが

できる。 

・「書くこと」において、文章を読み返す習

慣をつけるとともに、間違いを正したり、語

と語や文と文との続き方を確かめたりして

いる。 

書いた文章を積極的に見直しながら、こ

れまでの学習を生かして、身近な人に手

紙を書こうとしている。 

本は ともだち ○読書に親しみ、いろいろな本があることを知るこ

とができる。（知・技(3)エ） 

○語と語や文と文との続き方に注意しながら、内容

のまとまりが分かるように書き表し方を工夫すること

ができる。（思・判・表 B(1)ウ） 

○文章を読んで感じたことや分かったことを共有す

ることができる。（思・判・表 C(1)カ） 

読書に親しみ、いろいろな本があることを

知っている。 

・「書くこと」において、語と語や文と文との

続き方に注意しながら、内容のまとまりが

分かるように書き表し方を工夫している。 

・「読むこと」において、文章を読んで感じ

たことや分かったことを共有している。 

積極的に世界の昔話を読み、これまでの

学習を生かして感想をカードに書いて伝

えようとしている。 

なりきって よもう ○場面の様子など、内容の大体を捉えることができ

る。（思・判・表 C(1)イ） 

語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけ

て音読している。 

「読むこと」において、場面の様子など、内

容の大体を捉えている。 

すすんで詩の内容を捉え、これまでの学

習を生かして音読を楽しもうとしている。 



○語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて音読

することができる。（知・技(1)ク） 

くわしく きこう ○身近なことを表す語句の量を増し、話の中で使

い、語彙を豊かにすることができる。（知・技(1)オ） 

○話し手が知らせたいことや自分が聞きたいことを

落とさないように集中して聞き、話の内容を捉えて

感想をもつことができる。（思・判・表 A(1) エ） 

〇身近なことや経験したことなどから話題を決め、

伝え合うために必要な事柄を選ぶことができる。

（思・判・表 A(1)ア） 

身近なことを表す語句の量を増し、話の

中で使い、語彙を豊かにしている。 

・「話すこと・聞くこと」において、身近なこ

とや経験したことなどから話題を決め、伝

え合うために必要な事柄を選んでいる。 

・「話すこと・聞くこと」において、話し手が

知らせたいことや自分が聞きたいことを落

とさないように集中して聞き、話の内容を

捉えて感想をもっている。 

積極的に友達の話を聞き、学習の見通し

をもって、質問や感想を述べようとしてい

る。 

ことばで あそぼう ○身近なことを表す語句の量を増し、語彙を豊か

にすることができる。（知・技(1)オ） 

○長く親しまれている言葉遊びを通して、言葉の豊

かさに気付くことができる。（知・技(3)イ） 

・身近なことを表す語句の量を増し、語彙

を豊かにすることができる。 

・長く親しまれている言葉遊びを通して、

言葉の豊かさに気付いている。 

 積極的に身近なことを表す語句を使った

言葉遊びを楽しみ、これまでの学習をい

かして語彙を豊かにしようとしている。 

どうぶつの  

赤ちゃん 

○共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関

係について理解することができる。（知・技(2)ア） 

○文章の内容と自分の体験とを結び付けて、感想

をもつことができる。（思・判・表 C(1)オ） 

○文章を読んで感じたことや分かったことを共有す

ることができる。（思・判・表 C(1)カ） 

○読書に親しみ、いろいろな本があることを知るこ

とができる。（知・技(3)エ） 

・共通、相違、事柄の順序など情報と情報

との関係について理解している。 

・読書に親しみ、いろいろな本があることを

知っている。 

・「読むこと」において、文章の内容と自分

の体験とを結び付けて、感想をもってい

る。 

・「読むこと」において、文章を読んで感じ

たことや分かったことを共有している。 

文章の内容を比べながら粘り強く読み、学

習の見通しをもって、本から得たことを友

達に知らせようとしている。 

ものの 名まえ ○言葉には、事物の内容を表す働きがあることに

気付くことができる。（知・技(1)ア） 

〇身近なことを表す語句の量を増し、言葉には意

味による語句のまとまりがあることに気づくことがで

きる。（知・技(1)オ） 

○互いの話に関心をもち、相手の発言を受けて話

をつなぐことができる。（思・判・表 A(1)オ） 

・言葉には、事物の内容を表す働きがある

ことに気づいている。 

・身近なことを表す語句の量を増し、言葉

には意味による語句のまとまりがあること

に気付いている。 

「話すこと・聞くこと」において、互いの話

に関心をもち、相手の発言を受けて話を

つないでいる。 

積極的に言葉の上位語と下位語に関心

をもち、学習の見通しをもって、言葉を集

めて「おみせやさんごっこ」をしようとして

いる。 

わらしべちょうじゃ ○片仮名を読み、書くとともに、文や文章の中で使

うことができる。（知・技(1)ウ） 

○語と語との続き方に注意しながら、内容のまとま

りが分かるように書き表し方を工夫することができ

る。（思・判・表 B(1)ウ） 

・片仮名を読み、書くとともに、文や文章

の中で使っている。 

「書くこと」において、語と語との続き方に

注意しながら、内容のまとまりが分かるよう

に書き表し方を工夫している。 

すすんで形の似ている字を探し、これまで

の学習を生かして片仮名の言葉を使った

文を書こうとしている。 

ことばあそびを 

つくろう 

○身近なことを表す語句の量を増し、文章の中で

使い、語彙を豊かにすることができる。      

（知・技(1)オ） 

〇長く親しまれている言葉遊びを通して、言葉の豊

かさに気付くことができる。（知・技(3)イ） 

〇語と語との続き方に注意しながら、内容のまとま

りが分かるように書き表し方を工夫することができ

る。（思・判・表 B(1)ウ） 

 

・身近なことを表す語句の量を増し、文章

の中で使い、語彙を豊かにしている。 

・長く親しまれている言葉遊びを通して、

言葉の豊かさに気付いている。 

「書くこと」において、語と語との続き方に

注意しながら、内容のまとまりが分かるよう

に書き表し方を工夫している。 

身近なことを表す語句に積極的に関心を

もち、これまでの学習を生かして言葉遊び

を楽しもうとしている。 



これは、 

なんでしょう 

○互いの話に関心をもち、相手の発言を受けて話

をつなぐことができる。（思・判・表 A(1)オ） 

〇事柄の順序など情報と情報との関係について理

解することができる。（知・技(2)ア） 

○身近なことや経験したことなどから話題を決め、

伝え合うために必要な事柄を選ぶことができる。

（思・判・表 A(1)ア） 

事柄の順序など情報と情報との関係につ

いて理解している。 

・「話すこと・聞くこと」において、身近なこ

とや経験したことなどから話題を決め、伝

え合うために必要な事柄を選ぶことができ

る。 

・「話すこと・聞くこと」において、互いの話

に関心をもち、相手の発言を受けて話を

つないでいる。 

粘り強く二人で話し合い、学習課題に沿

って協力してクイズを作ろうとしている。 

よんで  

かんじた ことを 

はなそう 

○文章を読んで感じたことや分かったことを共有す

ることができる。（思・判・表 C(1)カ） 

〇事柄の順序など情報と情報との関係について理

解することができる。（知・技(2)ア） 

○文章の内容と自分の体験とを結び付けて、感想

をもつことができる。（思・判・表 C(1)オ） 

事柄の順序など情報と情報との関係につ

いて理解している。 

・「読むこと」において、文章の内容と自分

の体験とを結び付けて、感想をもってい

る。 

・「読むこと」において、文章を読んで感じ

たことや分かったことを共有している。 

友達の考えや感想を積極的に知ろうとし、

学習の見通しをもって、読んで感じたこと

を伝え合おうとしている。 

にているかん字 ○第１学年に配当されている漢字を読み、漸次書

き、文や文章の中で使うことができる。（知・技(1)

エ） 

・語と語との続き方に注意しながら、文を書き表すこ

とができる。（思・判・表 B(1)ウ） 

第１学年に配当されている漢字を読み、

漸次書き、文や文章の中で使っている。 

「書くこと」において、語と語との続き方に

注意しながら、文を書き表している。 

すすんで漢字の形に注意し、これまでの

学習を生かして楽しみながら文を書こうと

している。 

いいこといっぱい

一年生 

○自分の思いや考えが明確になるように、事柄の

順序に沿って簡単な構成を考えることができる。

（思・判・表 B(1)イ） 

○敬体で書かれた文章に慣れることができる。

（知・技(1)キ） 

○経験したことから書くことを見つけ、必要な事柄

を集めたり確かめたりして、伝えたいことを明確に

することができる。（思・判・表 B(1)ア） 

敬体で書かれた文章に慣れている。 ・「書くこと」において、経験したことから書

くことを見つけ、必要な事柄を集めたり確

かめたりして、伝えたいことを明確にして

いる。 

・「書くこと」において、自分の思いや考え

が明確になるように、事柄の順序に沿って

簡単な構成を考えている。 

事柄の順序に沿って構成を粘り強く考え

ながら、これまでの学習や経験を生かして

１年生の思い出を伝える文章を書こうとし

ている。 

 

 

 

 

 

 



 

 

令和８年度 国語科評価規準（第２学年） 

単元名 単元の到達目標（小単元のねらい） 
単元のまとまりの評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

じゅんばんに  

ならぼう  

○言葉には、事物の内容を表す働きがあることに

気付くことができる。（知・技(1)ア） 

〇自分が聞きたいことを落とさないように集中して

聞くことができる。（思・判・表 A(1)エ） 

言葉には、事物の内容を表す働きがある

ことに気づいている。  

「話すこと・聞くこと」において、自分が聞き 

たいことを落とさないように集中して聞い 

ている。  

自分が聞きたいことを粘り強く集中して聞き

取り、学習課題に沿って声をかけ合い、正

しい順番で並ぼうとしている。 

絵を見て かこう 

つづけて みよう 

 

○第１学年に配当されている漢字を文章の中で使

うことができる。（知・技(1)エ） 

〇想像したことなどから書くことを見つけ、必要な

事柄を集めたり確かめたりして、伝えたいことを

明確にすることができる。（思・判・表 B(1)ア） 

〇文章に対する感想を伝え合い、自分の文章の

内容や表現のよいところを見つけることができ

る。（思・判・表 B(1)オ） 

第１学年に配当されている漢字を文章の 

中で使っている。 

・「書くこと」において、想像したことなどか

ら書くことを見つけ、必要な事柄を集めた

り確かめたりして、伝えたいことを明確にし

ている。 

・「書くこと」において、文章に対する感想

を伝え合い、自分の文章の内容や表現の

よいところを見つけている。 

 

絵の中から進んで書くことを見つけ、これま

での学習を生かして文章を書こうとしてい

る。 

ふきのとう 

 

○身近なことを表す語句の量を増し、話や文章の

中で使うとともに、言葉には意味による語句のま

とまりがあることに気づき、語彙を豊かにすること

ができる。（知・技(1)オ） 

○場面の様子や登場人物の行動など、内容の大

体を捉えることができる。（思・判・表 C(1)イ） 

〇語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音

読することができる。（知・技(1)ク） 

・身近なことを表す語句の量を増し、話や

文章の中で使うとともに、言葉には意味に

よる語句のまとまりがあることに気づき、語

彙を豊かにしている。 

・語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけ

て音読している。 

「読むこと」において、場面の様子や登場

人物の行動など、内容の大体を捉えてい

る。 

場面の様子を表す言葉を手がかりに粘り強

く物語の内容を確かめ、これまでの学習を

いかして音読を工夫し、感想を伝え合おう

としている。 

図書館たんけん 

 

○読書に親しみ、いろいろな本があることを知るこ

とができる。（知・技(3)エ） 

読書に親しみ、いろいろな本があることを

知っている。 

 積極的に図書館の配架や本の並べ方を学

び、学習課題に沿って自分の読みたい本

を探そうとしている。 



春が いっぱい 

 

○言葉には、事物の内容を表す働きがあることに

気づくことができる。（知・技(1)ア） 

○身近なことを表す語句の量を増し、話や文章の

中で使うことで、語彙を豊かにすることができる。

（知・技(1)オ） 

〇経験したことなどから書くことを見つけ、必要な

事柄を集めたり確かめたりして伝えたいことを明確

にすることができる。（思・判・表 B(1)ア） 

・言葉には、事物の内容を表す働きがある

ことに気づいている。 

・身近なことを表す語句の量を増し、話や

文章の中で使うことで、語彙を豊かにして

いる。 

 

「書くこと」において、経験したことなどから

書くことを見つけ、必要な事柄を集めたり確

かめたりして伝えたいことを明確にしてい

る。 

 

積極的に、言葉には事物の内容を表す働

きがあることに気づき、学習課題に沿って

見つけたものをカードに書こうとしている。 

日記を 書こう 

 

○経験したことなどから書くことを見つけ、必要な

事柄を集めたり確かめたりして伝えたいことを明確

にすることができる。（思・判・表 B(1)ア） 

〇言葉には、経験したことを伝える働きがあること

に気づくことができる。（知・技(1)ア） 

言葉には、経験したことを伝える働きがある

ことに気づいている。 

「書くこと」において、経験したことなどから

書くことを見つけ、必要な事柄を集めたり確

かめたりして伝えたいことを明確にしてい

る。 

進んで経験したことなどから伝えたいことを

明確にし、学習の見通しをもって日記を書

こうとしている。 

ともだちは 

 どこかな 

 

 

○共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関

係について理解することができる。（知・技(2)ア） 

○話し手が知らせたいことや自分が聞きたいことを

落とさないように集中して聞き、話の内容を捉える

ことができる。（思・判・表 A(1)エ） 

○音節と文字との関係、アクセントによる語の意味

の違いなどに気づくとともに、姿勢や口形、発声や

発音に注意して話すことができる。（知・技(1)イ） 

〇伝えたい事柄や相手に応じて、声の大きさや速

さなどを工夫することができる。（思・判・表 A(1)ウ） 

・音節と文字との関係、アクセントによる語

の意味の違いなどに気づくとともに、姿勢

や口形、発声や発音に注意して話してい

る。 

・共通、相違、事柄の順序など情報と情報

との関係について理解している。 

 

・「話すこと・聞くこと」において、伝えたい事

柄や相手に応じて、声の大きさや速さなど

を工夫している。 

・「話すこと・聞くこと」において、話し手が知

らせたいことや自分が聞きたいことを落とさ

ないように集中して聞き、話の内容を捉え

ている。 

自分にとって必要なことを集中して粘り強く

聞き取り、これまでの学習をいかして簡潔

にメモしようとしている。 

たんぽぽの ちえ 

 

○共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関

係について理解することができる。（知・技(2)ア） 

○時間的な順序を考えながら、内容の大体を捉え

ることができる。（思・判・表 C(1)ア） 

〇語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて音

読することができる。（知・技(1)ク） 

〇文章の中の重要な語や文を考えて選び出すこと

ができる。（思・判・表 C(1)ウ） 

・語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけ

て音読している。 

・共通、相違、事柄の順序など情報と情報

との関係について理解している。 

 

・「読むこと」において、時間的な順序を考

えながら、内容の大体を捉えている。 

・「読むこと」において、文章の中の重要な

語や文を考えて選び出している。 

 

粘り強く時間的な順序を考えて内容を捉

え、学習の見通しをもって読んだ文章の感

想を書こうとしている。 



かんさつ名人に 

なろう 

 

○経験したことなどから書くことを見つけ、必要な

事柄を集めたり確かめたりして伝えたいことを明確

にすることができる。（思・判・表 B(1)ア） 

○身近なことを表す語句の量を増し、話や文章の

中で使うことで、語彙を豊かにすることができる。

（知・技(1)オ） 

身近なことを表す語句の量を増し、話や文

章の中で使うことで、語彙を豊かにしてい

る。 

「書くこと」において、経験したことなどから

書くことを見つけ、必要な事柄を集めたり確

かめたりして伝えたいことを明確にしてい

る。 

書くために必要な事柄を進んで集めたり確

かめたりして伝えたいことを明確にし、これ

までの学習をいかして観察記録文を書こう

としている。 

いなばの  

白うさぎ 

○神話の読み聞かせを聞き、我が国の伝統的な

言語文化に親しむことができる。（知・技(3)ア） 

神話の読み聞かせを聞き、我が国の伝統

的な言語文化に親しんでいる。 

 進んで神話の読み聞かせを聞き、これまで

の学習をいかして感想を伝え合おうとして

いる。 

同じ ぶぶんを 

もつ かん字 

 

○第２学年までに配当されている漢字を読むこと

ができるとともに、文や文章の中で使うことができ

る。（知・技(1)エ） 

第２学年までに配当されている漢字を読

み、文や文章の中で使っている。 

 積極的に第２学年までに配当されている漢

字の読み書きに取り組み、学習課題に沿

って、同じ部分をもつ漢字を見つけようとし

ている。 

スイミー 

 

○場面の様子に着目して、登場人物の行動を具

体的に想像することができる。（思・判・表 C(1)エ） 

○身近なことを表す語句の量を増し、話や文章の

中で使うことで、語彙を豊かにすることができる。

（知・技(1)オ） 

〇場面の様子や登場人物の行動など、内容の大

体を捉えることができる。（思・判・表 C(1)イ） 

身近なことを表す語句の量を増し、話や文

章の中で使うことで、語彙を豊かにしてい

る。 

・「読むこと」において、場面の様子や登場

人物の行動など、内容の大体を捉えてい

る。 

・「読むこと」において、場面の様子に着目

して、登場人物の行動を具体的に想像して

いる。 

粘り強く場面の様子に着目して登場人物

の行動を想像し、学習課題に沿って自分

の好きな場面を伝え合おうとしている。 

かん字の  

ひろば① 

 

○第１学年に配当されている漢字を書き、文や文

章の中で使うことができる。（知・技(1)エ） 

〇助詞の「は」「へ」「を」の使い方、句読点の打ち

方を理解して、文や文章の中で使うことができる。

（知・技(1)ウ） 

・語と語との続き方に注意することができる。（思・

判・表 B(1)ウ） 

・助詞の「は」「へ」「を」の使い方、句読点の

打ち方を理解して、文や文章の中で使って

いる。 

・第１学年に配当されている漢字を書き、文

や文章の中で使っている。 

 

「書くこと」において、語と語との続き方に注

意している。 

進んで第１学年に配当されている漢字を使

い、これまでの学習をいかして絵を説明す

る文を書こうとしている。 

メモを とる とき 

 

○経験したことなどから書くことを見つけ、必要な

事柄を集めたり確かめたりして、伝えたいことを明

確にすることができる。（思・判・表 B(1)ア） 

〇言葉には、事物の内容を表す働きがあることに

気づくことができる。（知・技(1)ア） 

言葉には、事物の内容を表す働きがあるこ

とに気づいている。 

「書くこと」において、経験したことなどから

書くことを見つけ、必要な事柄を集めたり確

かめたりして、伝えたいことを明確にしてい

る。 

積極的に必要な事柄を集め、これまでの学

習をいかして知らせたいことをメモに取ろう

としている。 



こんな もの、 

見つけたよ 

 

○句読点の打ち方、かぎ（「 」）の使い方を理解し

て、文や文章の中で使うことができる。（知・技(1)

ウ） 

○自分の思いや考えが明確になるように、事柄の

順序に沿って簡単な構成を考えることができる。

（思・判・表 B(1)イ） 

句読点の打ち方、かぎ（「 」）の使い方を理

解して、文や文章の中で使っている。 

「書くこと」において、自分の思いや考えが

明確になるように、事柄の順序に沿って簡

単な構成を考えている。 

事柄の順序に沿った構成を粘り強く考え、

学習の見通しをもって、読み手に分かりや

すく伝える文章を書こうとしている。 

あったらいいな、

こんなもの 

 

○身近なことを表す語句の量を増し、話や文章の

中で使うことで、語彙を豊かにすることができる。

（知・技(1)オ） 

○話し手が知らせたいことや自分が聞きたいことを

落とさないように集中して聞き、話の内容を捉えて

感想をもつことができる。（思・判・表 A(1)エ） 

〇身近なことや経験したことなどから話題を決め、

伝え合うために必要な事柄を選ぶことができる。

（思・判・表 A(1)ア） 

身近なことを表す語句の量を増し、話や文

章の中で使うことで、語彙を豊かにしてい

る。 

「話すこと・聞くこと」において、身近なこと

や経験したことなどから話題を決め、伝え

合うために必要な事柄を選んでいる。 

話し手が知らせたいことを落とさないように

粘り強く聞き、学習課題に沿って質問をし

合って考えをまとめようとしている。 

夏がいっぱい 

 

○言葉には、事物の内容を表す働きがあることに

気づくことができる。（知・技(1)ア） 

〇身近なことを表す語句の量を増し、話や文章の

中で使うことで、語彙を豊かにすることができる。

（知・技(1)オ） 

○経験したことなどから書くことを見つけ、必要な

事柄を集めたり確かめたりして伝えたいことを明確

にすることができる。（思・判・表 B(1)ア） 

・言葉には、事物の内容を表す働きがある

ことに気づいている。 

・身近なことを表す語句の量を増し、話や

文章の中で使うことで、語彙を豊かにして

いる。 

 

「書くこと」において、経験したことなどから

書くことを見つけ、必要な事柄を集めたり確

かめたりして伝えたいことを明確にしてい

る。 

積極的に、言葉には事物の内容を表す働

きがあることに気づき、学習課題に沿って

見つけたものをカードに書こうとしている。 

お気に入りの本を

しょうかいしよう 

 

○読書に親しみ、いろいろな本があることを知るこ

とができる。（知・技(3)エ） 

○文章を読んで感じたことや分かったことを共有す

ることができる。（思・判・表 C(1)カ） 

読書に親しみ、いろいろな本があることを

知っている。 

「読むこと」において、文章を読んで感じた

ことや分かったことを共有している。 

進んで読書に親しみ、学習課題に沿って

お気に入りの本を紹介しようとしている。 

雨のうた 

 

〇語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて音

読することができる。（知・技(1)ク） 

○詩を読んで感じたことや分かったことを共有する

ことができる。（思・判・表 C(1)カ） 

語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけ

て音読している。 

「読むこと」において、詩を読んで感じたこ

とや分かったことを共有している。 

粘り強く語のまとまりや言葉の響きに気をつ

けて音読し、これまでの学習をいかして詩

を楽しんで読もうとしている。 



ことばで 

みちあんない 

 

○共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関

係について理解することができる。（知・技(2)ア） 

○相手に伝わるように、行動したことや経験したこ

とに基づいて、話す事柄の順序を考えることができ

る。（思・判・表 A(1)イ） 

○話し手が知らせたいことや自分が聞きたいことを

落とさないように集中して聞き、話の内容を捉える

ことができる。（思・判・表 A(1)エ） 

共通、相違、事柄の順序など情報と情報と

の関係について理解している。 

・「話すこと・聞くこと」において、相手に伝

わるように、行動したことや経験したことに

基づいて、話す事柄の順序を考えている。 

・「話すこと・聞くこと」において、話し手が知

らせたいことや自分が聞きたいことを落とさ

ないように集中して聞き、話の内容を捉え

ている。 

話す事柄の順序を粘り強く考え、学習課題

に沿って相手を目的地に導く道案内をしよ

うとしている。 

みの回りのものを

読もう 

 

○文章の中の重要な語や文を考えて選び出すこと

ができる。（思・判・表 C(1)ウ） 

〇言葉には、事物の内容を表す働きがあることに

気づくことができる。（知・技(1)ア） 

〇文章の内容と自分の体験とを結び付けて、感想

をもつことができる。（思・判・表 C(1)オ） 

言葉には、事物の内容を表す働きがあるこ

とに気づいている。 

・「読むこと」において、文章の中の重要な

語や文を考えて選び出している。 

・「読むこと」において、文章の内容と自分

の体験とを結び付けて、感想をもっている。 

 

積極的に身の回りのものから重要な情報を

読み取り、学習課題に沿って、考えを交流

しようとしている。 

書いたら、 

見直そう 

 

○文章を読み返す習慣をつけるとともに、間違い

を正したり、語と語や文と文との続き方を確かめた

りすることができる。（思・判・表 B(1)エ） 

○長音、拗音、促音、撥音などの表記、助詞の

「は」「へ」「を」の使い方、句読点の打ち方、かぎ

（「 」）の使い方を理解して文や文章の中で使うこ

とができる。（知・技(1)ウ） 

長音、拗音、促音、撥音などの表記、助詞

の「は」「へ」「を」の使い方、句読点の打ち

方、かぎ（「 」）の使い方を理解して文や文

章の中で使っている。 

 

「書くこと」において、文章を読み返す習慣

をつけるとともに、間違いを正したり、語と

語や文と文との続き方を確かめたりしてい

る。 

進んで文章を読み返し、学習課題に沿っ

て間違いなどを正そうとしている。 

かん字の 

ひろば② 

 

○第１学年に配当されている漢字を書き、文や文

章の中で使うことができる。（知・技(1)エ） 

・語と語との続き方に注意することができる。（思・

判・表 B(1)ウ） 

第１学年に配当されている漢字を書き、文

や文章の中で使っている。 

「書くこと」において、語と語との続き方に注

意している。 

進んで第１学年に配当されている漢字を使

い、これまでの学習をいかして日記を書こう

としている。 

どうぶつ園の 

じゅうい 

 

 

 

 

 

 

 

○文の中における主語と述語の関係に気づくこと

ができる。（知・技(1)カ） 

○文章の内容と自分の体験とを結び付けて、感想

をもつことができる。（思・判・表 C(1)オ） 

○共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関

係について理解することができる。（知・技(2)ア） 

・文の中における主語と述語の関係に気づ

いている。 

・共通、相違、事柄の順序など情報と情報

との関係について理解している。 

 

 

 

 

 

・「読むこと」において、時間的な順序を考

えながら、内容の大体を捉えている。 

・「読むこと」において、文章の内容と自分

の体験とを結び付けて、感想をもっている。 

 

 

 

 

 

進んで文章の内容と自分の体験とを結び

付けて感想をもち、これまでの学習をいか

して、文章を読んで考えたことを友達と話

そうとしている。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

〇時間的な順序を考えながら、内容の大体を捉え

ることができる。（思・判・表 C(1)ア） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かたかなの 

ひろば 

 

○片仮名を読み、書くとともに片仮名で書く語の種

類を知り、文や文章の中で使うことができる。（知・

技(1)ウ） 

○語と語との続き方に注意しながら、内容のまとま

りが分かるように書き表し方を工夫することができ

る。（思・判・表 B(1)ウ） 

片仮名を読み、書くとともに片仮名で書く

語の種類を知り、文や文章の中で使ってい

る。 

「書くこと」において、語と語との続き方に注

意しながら、内容のまとまりが分かるように

書き表し方を工夫している。 

進んで片仮名を使って書く語を見つけ、学

習課題に沿って文を書こうとしている。 

ことばあそびを 

しよう 

 

○長く親しまれている言葉遊びを通して、言葉の

豊かさに気づくことができる。（知・技(3)イ） 

【知・技】長く親しまれている言葉遊びを通

して、言葉の豊かさに気づいている。 

 

 進んで、言葉の豊かさに気づき、これまで

の学習をいかして言葉遊びを楽しもうとして

いる。 

なかまのことばと

かん字 

 

○身近なことを表す語句の量を増し、話や文章の

中で使うとともに、言葉には意味による語句のまと

まりがあることに気づき、語彙を豊かにすることがで

きる。（知・技(1)オ） 

〇第２学年までに配当されている漢字を読み、漸

次書くことができる。（知・技(1)エ） 

・第２学年までに配当されている漢字を読

み、漸次書いている。 

・身近なことを表す語句の量を増し、話や

文章の中で使うとともに、言葉には意味に

よる語句のまとまりがあることに気づき、語

彙を豊かにしている。 

 進んで、言葉には意味によるまとまりがある

ことに気づき、学習課題に沿って仲間の言

葉を集めようとしている。 

かん字の 

ひろば③ 

 

○第１学年に配当されている漢字を書き、文や文

章の中で使うことができる。（知・技(1)エ） 

○助詞の「は」「へ」「を」の使い方、句読点の打ち

方を理解して、文や文章の中で使うことができる。

（知・技(1)ウ） 

・語と語との続き方に注意することができる。（思・

判・表 B(1)ウ） 

・助詞の「は」「へ」「を」の使い方、句読点の

打ち方を理解して、文や文章の中で使って

いる。 

・第１学年に配当されている漢字を書き、文

や文章の中で使っている。 

 

「書くこと」において、語と語との続き方に注

意している。 

進んで第１学年に配当されている漢字を使

い、これまでの学習をいかして絵を説明す

る文章を書こうとしている。 

お手紙 

 

○身近なことを表す語句の量を増し、話や文章の

中で使うことで、語彙を豊かにすることができる。

（知・技(1)オ） 

○文章の内容と自分の体験とを結び付けて、感想

をもつことができる。（思・判・表 C(1)オ） 

○文の中における主語と述語との関係に気づくこ

とができる。（知・技(1)カ） 

・身近なことを表す語句の量を増し、話や

文章の中で使うことで、語彙を豊かにして

いる。 

・文の中における主語と述語との関係に気

づいている。 

 

・「読むこと」において、場面の様子に着目

して、登場人物の行動を具体的に想像して

いる。 

・「読むこと」において、文章の内容と自分

の体験とを結び付けて、感想をもっている。 

 

進んで文章の内容と自分の体験とを結び

付けて感想をもち、学習課題に沿って、登

場人物に手紙を書こうとしている。 



○場面の様子に着目して、登場人物の行動を具

体的に想像することができる。（思・判・表 C(1)エ） 

主語と述語に  

気をつけよう 

 

○文の中における主語と述語との関係に気づくこ

とができる。（知・技(1) カ） 

文の中における主語と述語との関係に気

づいている。 

 積極的に、主語と述語の関係に気づき、学

習課題に沿って文中から主語と述語を捉

えようとしている。 

かん字の読み方 

 

○第２学年までに配当されている漢字を読むこと

ができるとともに、文や文章の中で使うことができ

る。（知・技(1)エ） 

第２学年までに配当されている漢字を読ん

でいるとともに、文や文章の中で使ってい

る。 

 進んで第２学年までに配当されている漢字

を使い、学習課題に沿って、漢字の異なる

読み方に気をつけて読もうとしている。 

秋がいっぱい 

 

○言葉には、事物の内容を表す働きがあることに

気づくことができる。（知・技(1)ア） 

〇身近なことを表す語句の量を増し、話や文章の

中で使うことで、語彙を豊かにすることができる。

（知・技(1)オ） 

○経験したことなどから書くことを見つけ、必要な

事柄を集めたり確かめたりして、伝えたいことを明

確にすることができる。（思・判・表 B(1)ア） 

・言葉には、事物の内容を表す働きがある

ことに気づいている。 

・身近なことを表す語句の量を増し、話や

文章の中で使うことで、語彙を豊かにして

いる。 

「書くこと」において、経験したことなどから

書くことを見つけ、必要な事柄を集めたり確

かめたりして、伝えたいことを明確にしてい

る。 

積極的に、言葉には事物の内容を表す働

きがあることに気づき、学習課題に沿って

見つけたものをカードに書こうとしている。 

そうだんに 

 のってください 

 

○共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関

係について理解することができる。（知・技(2)ア） 

○互いの話に関心をもち、相手の発言を受けて話

をつなぐことができる。（思・判・表 A(1)オ） 

○身近なことや経験したことなどから話題を決め、

伝え合うために必要な事柄を選ぶことができる。

（思・判・表 A(1)ア） 

共通、相違、事柄の順序など情報と情報と

の関係について理解している。 

・「話すこと・聞くこと」において、身近なこと

や経験したことなどから話題を決め、伝え

合うために必要な事柄を選んでいる。 

・「話すこと・聞くこと」において、互いの話

に関心をもち、相手の発言を受けて話をつ

ないでいる。 

積極的に相手の発言を受けて話をつな

ぎ、学習の見通しをもって話し合おうとして

いる。 

紙コップ花火の

作り方 

 

○共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関

係について理解することができる。（知・技(2)ア） 

○語と語や文と文との続き方に注意しながら、内容

のまとまりが分かるように書き表し方を工夫すること

ができる。（思・判・表 B(1)ウ） 

○文章の中の重要な語や文を考えて選び出すこと

ができる。（思・判・表 C(1)ウ） 

・身近なことを表す語句の量を増し、話や

文章の中で使うことで、語彙を豊かにして

いる。 

・共通、相違、事柄の順序など情報と情報

との関係について理解している。 

 

・「書くこと」において、語と語や文と文との

続き方に注意しながら、内容のまとまりが分

かるように書き表し方を工夫している。 

・「読むこと」において、時間的な順序や事

柄の順序を考えながら、内容の大体を捉え

ている。 

・「読むこと」において、文章の中の重要な

語や文を考えて選び出している。 

 

進んで文章の中の語や文を選び出したり、

事柄の順序に沿って分かりやすく伝える書

き表し方を工夫したりして、学習の見通しを

もっておもちゃの作り方を説明する文章を

書こうとしている。 



○身近なことを表す語句の量を増し、話や文章の

中で使うことで、語彙を豊かにすることができる。

（知・技(1)オ） 

〇時間的な順序や事柄の順序を考えながら、内容

の大体を捉えることができる。（思・判・表 C(1)ア） 

にたいみのことば、

はんたいのいみの

ことば 

 

○身近なことを表す語句の量を増し、話や文章の

中で使うとともに、言葉には意味による語句のまと

まりがあることに気づき、語彙を豊かにすることがで

きる。（知・技(1)オ） 

身近なことを表す語句の量を増し、話や文

章の中で使うとともに、言葉には意味による

語句のまとまりがあることに気づき、語彙を

豊かにしている。 

 進んで言葉には意味によるまとまりがあるこ

とに気づき、学習課題に沿って、似た意味

の言葉や反対の意味の言葉の組を作ろう

としている。 

せかい一の話 

 

○昔話や神話・伝承などの読み聞かせを聞くなど

して、我が国の伝統的な言語文化に親しむことが

できる。（知・技(3)ア） 

○文章の内容と自分の体験とを結び付けて、感想

をもつことができる。（思・判・表 C(1)オ） 

昔話や神話・伝承などの読み聞かせを聞

き、我が国の伝統的な言語文化に親しん

でいる。 

「読むこと」において、文章の内容と自分の

体験とを結び付けて、感想をもっている。 

進んで昔話の読み聞かせを聞いて伝統的

な言語文化に親しみ、これまでの学習をい

かして、おもしろいと思うことを共有しようと

している。 

かん字の 

ひろば④ 

 

○第１学年に配当されている漢字を書き、文や文

章の中で使うことができる。（知・技(1)エ） 

・語と語との続き方に注意することができる。（思・

判・表 B(1)ウ） 

第１学年に配当されている漢字を書き、文

や文章の中で使っている。 

「書くこと」において、語と語との続き方に注

意している。 

進んで第１学年に配当されている漢字を使

い、これまでの学習をいかして文章を書こう

としている。 

みきのたからもの 

 

○場面の様子に着目して、登場人物の行動を具

体的に想像することができる。（思・判・表 C(1)エ） 

○文の中における主語と述語との関係に気づくこ

とができる。（知・技(1)カ） 

〇読書に親しみ、いろいろな本があることを知るこ

とができる。（知・技(3)エ） 

〇場面の様子や登場人物の行動など、内容の大

体を捉えることができる。（思・判・表 C(1)イ） 

・文の中における主語と述語との関係に気

づいている。 

・読書に親しみ、いろいろな本があることを

知っている。 

 

・「読むこと」において、場面の様子や登場

人物の行動など、内容の大体を捉えてい

る。 

・「読むこと」において、場面の様子に着目

して、登場人物の行動を具体的に想像して

いる。 

登場人物の様子を具体的に想像すること

に積極的に取り組み、学習の見通しをもっ

てお話を紹介する文章を書こうとしている。 

お話のさくしゃに

なろう 

 

○文の中における主語と述語との関係に気づくこ

とができる。（知・技(1)カ） 

○自分の思いや考えが明確になるように、事柄の

順序に沿って簡単な構成を考えることができる。

（思・判・表 B(1)イ） 

文の中における主語と述語との関係に気

づいている。 

「書くこと」において、自分の思いや考えが

明確になるように、事柄の順序に沿って簡

単な構成を考えている。 

事柄の順序に沿って粘り強く構成を考え、

学習課題に沿って物語を書こうとしている。 



冬がいっぱい 

 

○言葉には、事物の内容を表す働きがあることに

気づくことができる。（知・技(1)ア） 

〇身近なことを表す語句の量を増し、話や文章の

中で使うことで、語彙を豊かにすることができる。

（知・技(1)オ） 

○経験したことなどから書くことを見つけ、必要な

事柄を集めたり確かめたりして、伝えたいことを明

確にすることができる。（思・判・表 B(1)ア） 

・言葉には、事物の内容を表す働きがある

ことに気づいている。 

・身近なことを表す語句の量を増し、話や

文章の中で使うことで、語彙を豊かにして

いる。 

「書くこと」において、経験したことなどから

書くことを見つけ、必要な事柄を集めたり確

かめたりして、伝えたいことを明確にしてい

る。 

積極的に、言葉には事物の内容を表す働

きがあることに気づき、学習課題に沿って

見つけたものをカードに書こうとしている。 

ねこのこ 

おとのはなびら 

はんたいことば 

○詩を読んで、感じたことや分かったことを共有す

ることができる。（思・判・表 C(1)カ） 

〇語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけて音

読することができる。（知・技(1)ク） 

語のまとまりや言葉の響きなどに気をつけ

て音読している。 

「読むこと」において、詩を読んで、感じたこ

とや分かったことを共有している。 

詩を読んで感じたことを進んで共有し、学

習課題に沿って詩を紹介しようとしている。 

かたかなで 

書くことば 

 

○片仮名を読み、書くとともに、片仮名で書く語の

種類を知り、文の中で使うことができる。（知・技(1)

ウ） 

・語と語や文と文との続き方に注意しながら、内容

のまとまりが分かるように書き表し方を工夫すること

ができる。（思・判・表 B(1)ウ） 

片仮名を読み、書くとともに、片仮名で書く

語の種類を知り、文の中で使っている。 

「書くこと」において、語と語や文と文との続

き方に注意しながら、内容のまとまりが分か

るように書き表し方を工夫している。 

積極的に、片仮名で書く語の種類を知り、

これまでの学習をいかして、片仮名を使っ

て文を書こうとしている。 

ことばを楽しもう 

 

○長く親しまれている言葉遊びを通して、言葉の

豊かさに気づくことができる。（知・技(3)イ） 

長く親しまれている言葉遊びを通して、言

葉の豊かさに気づいている。 

 積極的に、言葉の豊かさに気づき、学習課

題に沿って言葉遊びを楽しもうとしている。 

ロボット 

 

○読書に親しみ、いろいろな本があることを知るこ

とができる。（知・技(3)エ） 

○文章を読んで感じたことや分かったことを共有す

ることができる。（思・判・表 C(1)カ） 

○文章の中の重要な語や文を考えて選び出すこと

ができる。（思・判・表 C(1)ウ） 

読書に親しみ、いろいろな本があることを

知っている 

・「読むこと」において、文章の中 

の重要な語や文を考えて選び出している。 

・「読むこと」において、文章を読んで感じ

たことや分かったことを共有している。 

文章を読んで、感じたことや分かったことを

進んで共有し、学習の見通しをもって、本

を読んで分かったことを説明しようとしてい

る。 

ようすをあらわす

ことば 

 

○身近なことを表す語句の量を増し、話や文章の

中で使うことで、語彙を豊かにすることができる。

（知・技(1)オ） 

・言葉には、事物の内容を表す働きがある

ことに気づいている。 

・身近なことを表す語句の量を増し、話や

文章の中で使うことで、語彙を豊かにして

いる。 

「書くこと」において、語と語や文と文との続

き方に注意しながら、内容のまとまりが分か

るように書き表し方を工夫している。 

進んで身近なことを表す語句の量を増やし

て語彙を豊かにし、学習課題に沿って、様

子を表す言葉を使って文を書こうとしてい

る。 



〇言葉には、事物の内容を表す働きがあることに

気づくことができる。（知・技(1)ア） 

〇語と語や文と文との続き方に注意しながら、内容

のまとまりが分かるように書き表し方を工夫すること

ができる。（思・判・表 B(1)ウ） 

見たこと、 

かんじたこと 

 

○詩に対する感想を伝え合い、自分の詩の内容

や表現のよいところを見つけることができる。（思・

判・表 B(1)オ） 

○身近なことを表す語句の量を増し、話や文章の

中で使うことで、語彙を豊かにすることができる。

（知・技(1)オ） 

身近なことを表す語句の量を増し、話や文

章の中で使うことで、語彙を豊かにしてい

る。 

「書くこと」において、詩に対する感想を伝

え合い、自分の詩の内容や表現のよいとこ

ろを見つけている。 

進んで感想を伝え合い、これまでの学習を

いかして詩を書き、読み合おうとしている。 

カンジーはかせ

の大はつめい 

○第２学年までに配当されている漢字を読み、漸

次書くことができる。（知・技(1)エ） 

第２学年までに配当されている漢字を読

み、漸次書いている。 

 積極的に第２学年までに配当されている漢

字を読んだり書いたりし、これまでの学習を

いかして漢字クイズに取り組もうとしている。 

すてきなところを

つたえよう 

 

○丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気をつけて

使うとともに、敬体で書かれた文章に慣れることが

できる。（知・技(1)キ） 

○語と語や文と文との続き方に注意しながら、内容

のまとまりが分かるように書き表し方を工夫すること

ができる。（思・判・表 B(1)ウ） 

丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気を

つけて使うとともに、敬体で書かれた文章

に慣れている。 

「書くこと」において、語と語や文と文との続

き方に注意しながら、内容のまとまりが分か

るように書き表し方を工夫している。 

積極的に語と語や文と文との続き方に注意

しながら、内容のまとまりが分かるように書

き表し方を工夫し、これまでの学習をいか

して手紙を書こうとしている。 

スーホの白い馬 

 

○文章を読んで感じたことや分かったことを共有す

ることができる。（思・判・表 C(1)カ） 

○身近なことを表す語句の量を増し、話や文章の

中で使うことで、語彙を豊かにすることができる。

（知・技(1)オ） 

〇共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関

係について理解することができる。（知・技(2)ア） 

〇場面の様子に着目して、登場人物の行動を具

体的に想像することができる。（思・判・表 C(1)エ） 

・身近なことを表す語句の量を増し、話や

文章の中で使うことで、語彙を豊かにして

いる。 

・共通、相違、事柄の順序など情報と情報

との関係について理解している。 

・「読むこと」において、場面の様子に着目

して、登場人物の行動を具体的に想像して

いる。 

・「読むこと」において、文章を読んで感じ

たことや分かったことを共有している。 

文章を読んで感じたことや分かったことを

進んで共有し、学習課題に沿って、最も心

を動かされたことを伝え合おうとしている。 

かん字の広場⑤ 

 

○第１学年に配当されている漢字を書き、文や文

章の中で使うことができる。（知・技(1)エ） 

・第１学年に配当されている漢字を書き、文

や文章の中で使っている。 

・文の中における主語と述語との関係に気

づいている。 

「書くこと」において、語と語との続き方に注

意しながら内容のまとまりが分かるように書

き表し方を工夫している。 

進んで第１学年に配当されている漢字を使

い、これまでの学習を生かして絵を説明す

る文を書こうとしている。 



○文の中における主語と述語との関係に気づくこ

とができる。（知・技(1)カ） 

・語と語との続き方に注意しながら、内容のまとまり

が分かるように書き表し方を工夫することができる。

（思・判・表 B(1)ウ） 

楽しかったよ、 

二年生 

 

○姿勢や口形、発声や発音に注意して話すことが

できる。（知・技(1)イ） 

○相手に伝わるように、行動したことや経験したこ

とに基づいて、話す事柄の順序を考えることができ

る。（思・判・表 A(1)イ） 

○丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気をつけて

使うことができる。（知・技(1)キ） 

〇伝えたい事柄や相手に応じて、声の大きさや速

さなどを工夫することができる。（思・判・表 A(1)ウ） 

・姿勢や口形、発声や発音に注意して話し

ている。 

・丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気を

つけて使っている。 

・「話すこと・聞くこと」において、相手に伝

わるように、行動したことや経験したことに

基づいて、話す事柄の順序を考えている。 

・「話すこと・聞くこと」において、伝えたい事

柄や相手に応じて、声の大きさや速さなど

を工夫している。 

行動したことや経験したことに基づいて話

す事柄の順序を粘り強く考え、これまでの

学習をいかして発表しようとしている。 

二年生を 

ふりかえって 

 

〇言葉には、事物の内容を表す働きや、経験した

ことを伝える働きがあることに気づくことができる。

（知・技(1)ア） 

○経験したことなどから書くことを見つけ、必要な

事柄を集めたり確かめたりして伝えたいことを明確

にすることができる。（思・判・表 B(1)ア） 

言葉には、事物の内容を表す働きや、経

験したことを伝える働きがあることに気づい

ている。 

「書くこと」において、経験したことなどから

書くことを見つけ、必要な事柄を集めたり確

かめたりして伝えたいことを明確にしてい

る。 

進んで、経験したことなどから書くために必

要な事柄を集めたり確かめたりし、これまで

の学習をいかして、１年間の振り返りを書こ

うとしている。 

 

 

 

 

 



令和８年度 国語科評価規準（第３学年） 

単元名 単元の到達目標（小単元のねらい） 
単元のまとまりの評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

よく聞いて、 

じこしょうかい 

○相手を見て話したり聞いたりするとともに、言葉

の抑揚や強弱、間の取り方などに注意して話すこと

ができる。（知・技(1)イ） 

○話し手が伝えたいことの中心を捉えることができ

る。（思・判・表 A(1)エ） 

相手を見て話したり聞いたりするとともに、

言葉の抑揚や強弱、間の取り方などに注

意して話している。 

・「話すこと・聞くこと」において、話し手 

・が伝えたいことの中心を捉えている。 

積極的に相手を見て話したり聞いたりし、

学習課題に沿って自己紹介をしようとして

いる。 

どきん ○文章全体の構成や内容の大体を意識しながら

音読することができる。（知・技(1)ク） 

○文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、

一人一人の感じ方などに違いがあることに気づくこ

とができる。（思・判・表 C(1)カ） 

文章全体の構成や内容の大体を意識し

ながら音読している。 

「読むこと」において、文章を読んで感じた

ことや考えたことを共有し、一人一人の感

じ方などに違いがあることに気づいてい

る。 

積極的に文章全体の構成や内容の大体

を意識し、学習課題に沿って楽しんで詩

を音読しようとしている。 

わたしの 

さいこうの一日 

○相手や目的を意識して、経験したことや想像した

ことなどから書くことを選び、伝えたいことを明確に

することができる。（思・判・表 B(1)ア） 

○自分の考えとそれを支える理由や事例との関係

を明確にして、書き表し方を工夫することができる。

（思・判・表 B(1)ウ） 

○様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を

増し、文章の中で使うことができる。（知・技(1)オ） 

様子や行動、気持ちや性格を表す語句の

量を増し、文章の中で使っている。 

・「書くこと」において、相手や目的を意識

して、経験したことや想像したことなどから

書くことを選び、伝えたいことを明確にして

いる。 

・「書くこと」において、自分の考えとそれ

を支える理由や事例との関係を明確にし

て、書き表し方を工夫している。 

経験したことや想像したことなどから書くこ

とをすすんで選び、学習課題に沿って日

記を書こうとしている。 

 

春風をたどって 

○様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を

増し、語彙を豊かにすることができる。（知・技(1)

オ）○登場人物の行動や気持ちなどについて、叙

述を基に捉えることができる。（思・判・表 C(1)イ） 

○文章全体の構成や内容の大体を意識しながら

音読することができる。（知・技(1)ク） 

・様子や行動、気持ちや性格を表す語句

の量を増し、語彙を豊かにしている。 

・文章全体の構成や内容の大体を意識し

ながら音読している。 

「読むこと」において、登場人物の行動や

気持ちなどについて、叙述を基に捉えて

いる。 

すすんで、登場人物の行動や気持ちなど

について叙述を基に捉え、学習課題に沿

って想像したことを伝え合おうとしている。 

図書館 

たんていだん 

○読書が、必要な知識や情報を得ることに役立つ

ことに気づくことができる。（知・技(3)オ） 

読書が、必要な知識や情報を得ることに

役立つことに気づいている。 

 読書が、必要な知識や情報を得ることに

役立つことを積極的に知り、学習課題に

沿って学校図書館の工夫について調べよ

うとしている。 

国語辞典を使おう ○辞書の使い方を理解し使うことができる。（知・技

(2)イ） 

辞書の使い方を理解し使っている。  すすんで辞書の使い方を理解し、学習課

題に沿って国語辞典を使おうとしている。 

漢字の広場① ○第２学年までに配当されている漢字を書き、文や

文章の中で使うことができる。（知・技(1)エ） 

○間違いを正したり、相手や目的を意識した表現

になっているかを確かめたりして、文や文章を整え

ることができる。（思・判・表 B(1)エ） 

第２学年までに配当されている漢字を書

き、文や文章の中で使っている。 

「書くこと」において、間違いを正したり、相

手や目的を意識した表現になっているか

を確かめたりして、文や文章を整えてい

る。 

積極的に第２学年までに配当されている

漢字を書き、これまでの学習をいかして漢

字を適切に使った文を作ろうとしている。 



春のくらし ○語句の量を増し、話や文章の中で使い、語彙を

豊かにすることができる。（思・判・表 B(1)ア） 

○経験したことや想像したことなどから書くことを選

び、伝えたいことを明確にすることができる。   

（思・判・表 B(1)ア） 

 

語句の量を増し、話や文章の中で使い、

語彙を豊かにしている。 

「書くこと」において、経験したことや想像

したことなどから書くことを選び、伝えたい

ことを明確にしている。 

積極的に語句の量を増し、話や文章の中

で使い、学習課題に沿ってその季節らし

さを表現した文章を書こうとしている。 

もっと知りたい、 

友だちのこと 

○相手を見て話したり聞いたりするとともに、言葉

の抑揚や強弱、間の取り方などに注意して話すこと

ができる。（知・技(1)イ） 

○必要なことを質問しながら聞き、話し手が伝えた

いことや自分が聞きたいことの中心を捉え、自分の

考えをもつことができる。（思・判・表 A(1)エ） 

○目的を意識して、日常生活の中から話題を決

め、伝え合うために必要な事柄を選ぶことができ

る。（思・判・表 A(1)ア） 

相手を見て話したり聞いたりするとともに、

言葉の抑揚や強弱、間の取り方などに注

意して話している。 

・「話すこと・聞くこと」において、目的を意

識して、日常生活の中から話題を決め、

伝え合うために必要な事柄を選んでい

る。 

・「話すこと・聞くこと」において、必要なこ

とを質問しながら聞き、話し手が伝えたい

ことや自分が聞きたいことの中心を捉え、

自分の考えをもっている。 

粘り強く話し手が伝えたいことや自分が聞

きたいことの中心を捉え、学習の見通しを

もって話したり、質問したりしようとしてい

る。 

漢字の音と訓 ○第３学年までに配当されている漢字を読むことが

できる。（知・技(1)エ） 

第３学年までに配当されている漢字を読

んでいる。 

 すすんで第３学年までに配当されている

漢字を読み、学習課題に沿ってよりよく漢

字を学ぼうとしている。 

漢字の広場② ○第２学年までに配当されている漢字を書き、文や

文章の中で使うことができる。（知・技(1)エ） 

○接続する語句の役割について理解することがで

きる。（知・技(1)カ） 

○間違いを正したり、相手や目的を意識した表現

になっているかを確かめたりして、文や文章を整え

ることができる。（思・判・表 B(1)エ） 

第２学年までに配当されている漢字を書

き、文や文章の中で使っている。○接続

する語句の役割について理解している。 

「書くこと」において、間違いを正したり、相

手や目的を意識した表現になっているか

を確かめたりして、文や文章を整えてい

る。 

積極的に第２学年までに配当されている

漢字を書き、これまでの学習をいかして漢

字を適切に使った文を作ろうとしている。 

こまを楽しむ 

 

○全体と中心など情報と情報との関係について理

解することができる。（知・技(2)ア） 

○段落相互の関係に着目しながら、考えとそれを

支える理由や事例との関係などについて、叙述を

基に捉えることができる。（思・判・表 C(1)ア） 

○段落の役割について理解することができる。

（知・技(1)カ） 

○目的を意識して、中心となる語や文を見つけるこ

とができる。（思・判・表 C(1)ウ） 

・段落の役割について理解している。 

・全体と中心など情報と情報との関係につ

いて理解している。 

 

・「読むこと」において、段落相互の関係に

着目しながら、考えとそれを支える理由や

事例との関係などについて、叙述を基に

捉えている。 

・「読むこと」において、目的を意識して、

中心となる語や文を見つけている。 

すすんで段落相互の関係に着目しながら

内容を捉え、学習課題に沿って説明する

文章を読んだ感想を伝え合おうとしてい

る。 



気持ちをこめて、

「来てください」 

○丁寧な言葉を使うとともに、敬体と常体との違い

に注意しながら書くことができる。（知・技(1)キ） 

○間違いを正したり、相手や目的を意識した表現

になっているかを確かめたりして、文や文章を整え

ることができる。（思・判・表 B(1)エ） 

○言葉には、考えたことや思ったことを表す働きが

あることに気づくことができる。（知・技(1)ア） 

・言葉には、考えたことや思ったことを表

す働きがあることに気づいている。 

・丁寧な言葉を使うとともに、敬体と常体と

の違いに注意しながら書いている。 

 

「書くこと」において、間違いを正したり、相

手や目的を意識した表現になっているか

を確かめたりして、文や文章を整えてい

る。 

粘り強く、間違いを正したり、相手や目的

を意識した表現になっているかを確かめ

たりして、文や文章を整え、学習の見通し

をもって行事を案内する手紙を書こうとし

ている。 

漢字の広場③ ○第２学年までに配当されている漢字を書き、文や

文章の中で使うことができる。（知・技(1)エ） 

○間違いを正したり、相手や目的を意識した表現

になっているかを確かめたりして、文や文章を整え

ることができる。（思・判・表 B(1)エ） 

第２学年までに配当されている漢字を書

き、文や文章の中で使っている。 

「書くこと」において、間違いを正したり、相

手や目的を意識した表現になっているか

を確かめたりして、文や文章を整えてい

る。 

積極的に第２学年までに配当されている

漢字を書き、これまでの学習をいかして、

漢字を適切に使った文を作ろうとしてい

る。 

まいごのかぎ ○登場人物の気持ちの変化や性格、情景につい

て、場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像

することができる。（思・判・表 C(1)エ） 

○様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を

増し、語彙を豊かにすることができる。（知・技(1)

オ） 

様子や行動、気持ちや性格を表す語句の

量を増し、語彙を豊かにしている。 

「読むこと」において、登場人物の気持ち

の変化や性格、情景について、場面の移

り変わりと結び付けて具体的に想像してい

る。 

登場人物の気持ちの変化について、すす

んで場面の移り変わりと結び付けて具体

的に想像し、学習課題に沿って物語の好

きな場面について話し合おうとしている。 

俳句を楽しもう ○易しい文語調の俳句を音読したり暗唱したりする

などして、言葉の響きやリズムに親しむことができ

る。（知・技(3)ア） 

易しい文語調の俳句を音読したり暗唱し

たりするなどして、言葉の響きやリズムに

親しんでいる。 

 すすんで言葉の響きやリズムに親しみ、

学習課題に沿って俳句を音読しようとして

いる。 

こそあど言葉を使

いこなそう 

○指示する語句の役割について理解することがで

きる。（知・技(1)カ） 

指示する語句の役割について理解してい

る。 

 積極的に指示する語句の役割について

理解し、学習課題に沿って使おうとしてい

る。 

引用するとき ○引用のしかたや出典の示し方を理解し使うことが

できる。（知・技(2)イ） 

○自分の考えとそれを支える理由や事例との関係

を明確にして、書き表し方を工夫することができる。 

（思・判・表 B(1)ウ） 

引用のしかたや出典の示し方を理解し使

っている。 

書くことにおいて、自分の考えとそれを支

える理由や事例との関係を明確にして、

書き表し方を工夫している。 

積極的に引用のしかたや出典の示し方を

理解し使い、学習課題に沿って本などか

ら調べたことを引用して文章を書こうとして

いる。 

仕事のくふう、見

つけたよ 

 

○相手や目的を意識して書くことを選び、伝えたい

ことを明確にすることができる。（思・判・表 B(1)ア） 

○改行のしかたを理解して文や文章の中で使うとと

もに、句読点を適切に打つことができる。（知・技(1)

ウ） 

○段落の役割について理解することができる。

（知・技(1)カ） 

○自分の考えとそれを支える理由や事例との関係

を明確にして、書き表し方を工夫することができる。

（思・判・表 B(1)ウ） 

・改行のしかたを理解して文や文章の中

で使うとともに、句読点を適切に打ってい

る。 

・段落の役割について理解している。 

・「書くこと」において、相手や目的を意識

して書くことを選び、伝えたいことを明確に

している。 

・「書くこと」において、自分の考えとそれ

を支える理由や事例との関係を明確にし

て、書き表し方を工夫している。 

 

すすんで相手や目的を意識して書くこと

を選び、伝えたいことを明確にし、学習の

見通しをもって調べたことを報告する文章

を書こうとしている。 



夏のくらし ○語句の量を増し、話や文章の中で使うとともに、

語彙を豊かにすることができる。（知・技(1)オ） 

○経験したことや想像したことなどから書くことを選

び、伝えたいことを明確にすることができる。（思・

判・表 B(1)ア） 

語句の量を増し、文章の中で使うととも

に、語彙を豊かにしている。 

「書くこと」において、経験したことや想像

したことなどから書くことを選び、伝えたい

ことを明確にしている。 

積極的に語句の量を増し、話や文章の中

で使い、学習課題に沿ってその季節らし

さを表現した文章を書こうとしている。 

 

鳥になった 

きょうりゅうの話 

○幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や情

報を得ることに役立つことに気づくことができる。

（知・技(3)オ） 

○文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、

一人一人の感じ方などに違いがあることに気づくこ

とができる。（思・判・表 C(1)カ） 

幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知

識や情報を得ることに役立つことに気づ

いている。 

「読むこと」において、文章を読んで感じた

ことや考えたことを共有し、一人一人の感

じ方などに違いがあることに気づいてい

る。 

すすんで幅広く読書に親しみ、学習課題

に沿って本で知ったことをクイズにしようと

している。 

わたしと 

小鳥とすずと 

夕日がせなかを

おしてくる 

○文章全体の構成や内容の大体を意識しながら

音読することができる。（知・技(1)ク） 

○登場人物の気持ちの変化や性格、情景につい

て、場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像

することができる。（思・判・表 C(1)エ） 

文章全体の構成や内容の大体を意識し

ながら音読している。 

「読むこと」において、登場人物の気持ち

の変化や性格、情景について、場面の移

り変わりと結び付けて具体的に想像してい

る。 

すすんで文章全体の構成や内容の大体

を意識しながら音読し、学習課題に沿っ

て詩を読んで思ったことや感じたことを話

し合おうとしている。 

こんな係が 

クラスにほしい 

○考えとそれを支える理由や事例について理解す

ることができる。（知・技(2)ア） 

○目的や進め方を確認して話し合い、互いの意見

の共通点や相違点に着目して、考えをまとめること

ができる。（思・判・表 A(1)オ） 

○目的を意識して、日常生活の中から話題を決

め、集めた材料を比較したり分類したりすることが

できる。（思・判・表 A(1)ア） 

考えとそれを支える理由や事例について

理解している。 

・「話すこと・聞くこと」において、目的を意

識して、日常生活の中から話題を決め、

集めた材料を比較したり分類したりしてい

る。 

・「話すこと・聞くこと」において、目的や進

め方を確認して話し合い、互いの意見の

共通点や相違点に着目して、考えをまと

めている。 

すすんで互いの意見の共通点や相違点

に着目して考えをまとめ、学習の見通しを

もってグループで話し合い、考えを整理し

てまとめようとしている。 

ポスターを読もう ○文章を読んで理解したことに基づいて、感想や

考えをもつことができる。（思・判・表 C(1)オ） 

○比較や分類のしかたを理解し使うことができる。

（知・技(2)イ） 

○目的を意識して、中心となる語や文を見つけるこ

とができる。（思・判・表 C(1)ウ） 

比較や分類のしかたを理解し使ってい

る。 

・「読むこと」において、目的を意識して、

中心となる語や文を見つけている。 

・「読むこと」において、文章を読んで理解

したことに基づいて、感想や考えをもって

いる。 

文章を読んで理解したことに基づいて、す

すんで感想や考えをもち、学習課題に沿

って考えたことを伝え合おうとしている。 

書くことを 

考えるときは 

○比較や分類のしかたを理解し使うことができる。

（知・技(2)イ） 

○相手や目的を意識して、経験したことや想像した

ことなどから書くことを選び、集めた材料を比較した

り分類したりして、伝えたいことを明確にすることが

できる。（思・判・表 B(1)ア） 

比較や分類のしかたを理解し使ってい

る。 

「書くこと」において、相手や目的を意識し

て、経験したことや想像したことなどから書

くことを選び、集めた材料を比較したり分

類したりして、伝えたいことを明確にしてい

る。 

粘り強く集めた材料を比較したり分類した

りして、伝えたいことを明確にし、学習課

題に沿って夏休みの思い出を書こうとして

いる。 

漢字の組み立て ○漢字が、へんやつくりなどから構成されているこ

とについて理解することができる。（知・技(3)ウ） 

漢字が、へんやつくりなどから構成されて

いることについて理解している。 

 漢字がへんやつくりなどから構成されてい

ることについて粘り強く理解し、学習課題

に沿って漢字の構成を捉えようとしてい

る。 



ローマ字 ○日常使われている簡単な単語について、ローマ

字で表記されたものを読み、ローマ字で書くことが

できる。（知・技(1)ウ） 

日常使われている簡単な単語について、

ローマ字で表記されたものを読み、ローマ

字で書いている。 

 すすんでローマ字で表記されたものを読

み、学習課題に沿ってローマ字で書いた

り入力したりしようとしている。 

ちいちゃんのかげ

おくり 

○様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を

増し、話や文章の中で使い、語彙を豊かにすること

ができる。（知・技(1)オ） 

○文章を読んで理解したことに基づいて、感想や

考えをもつことができる。（思・判・表 C(1)オ） 

○登場人物の気持ちの変化や性格、情景につい

て、場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像

することができる。（思・判・表 C(1)エ） 

様子や行動、気持ちや性格を表す語句の

量を増し、話や文章の中で使い、語彙を

豊かにしている。 

・「読むこと」において、登場人物の気持ち

の変化や性格、情景について、場面の移

り変わりと結び付けて具体的に想像してい

る。 

・「読むこと」において、文章を読んで理解

したことに基づいて、感想や考えをもって

いる。 

文章を読んで理解したことに基づいて、す

すんで感想や考えをもち、学習課題に沿

って物語を読んだ感想をまとめようとして

いる。 

修飾語を使って 

書こう 

○主語と述語との関係、修飾と被修飾との関係に

ついて理解することができる。（知・技(1)カ） 

○言葉には性質や役割による語句のまとまりがある

ことを理解することができる。（知・技(1)オ） 

・言葉には性質や役割による語句のまとま

りがあることを理解している。 

・主語と述語との関係、修飾と被修飾との

関係について理解している。 

 粘り強く修飾と被修飾との関係について

理解し、学習課題に沿って修飾語を使っ

て文を書こうとしている。 

秋のくらし ○語句の量を増し、話や文章の中で使い、語彙を

豊かにすることができる。（知・技(1)オ） 

○経験したことや想像したことなどから書くことを選

び、伝えたいことを明確にすることができる。   

（思・判・表 B(1)ア） 

語句の量を増し、話や文章の中で使い、

語彙を豊かにしている。 

「書くこと」において、経験したことや想像

したことなどから書くことを選び、伝えたい

ことを明確にしている。 

積極的に語句の量を増し、話や文章の中

で使い、学習課題に沿ってその季節らし

さを表現した文章を書こうとしている。 

おすすめの一さ

つを決めよう 

○比較や分類のしかたを理解し使うことができる。

（知・技(2)イ） 

○目的や進め方を確認し、司会などの役割を果た

しながら話し合い、互いの意見の共通点や相違点

に着目して、考えをまとめることができる。    

（思・判・表 A(1)オ） 

○目的を意識して、日常生活の中から話題を決

め、集めた材料を比較したり分類したりして、伝え

合うために必要な事柄を選ぶことができる。     

（思・判・表 A(1)ア） 

比較や分類のしかたを理解し使ってい

る。 

・「話すこと・聞くこと」において、目的を意

識して、日常生活の中から話題を決め、

集めた材料を比較したり分類したりして、

伝え合うために必要な事柄を選んでい

る。 

・「話すこと・聞くこと」において、目的や進

め方を確認し、司会などの役割を果たし

ながら話し合い、互いの意見の共通点や

相違点に着目して、考えをまとめている。 

粘り強く司会などの役割を果たしながら話

し合い、学習の見通しをもって考えをまと

めようとしている。 

すがたをかえる 

大豆 

食べ物のひみつ

を教えます 

○比較や分類のしかた、辞書の使い方を理解し使

うことができる。（知・技(2)イ） 

○書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで段

落をつくったり、段落相互の関係に注意したりし

て、文章の構成を考えることができる。      

（思・判・表 B(1)イ） 

○目的を意識して、中心となる語や文を見つけるこ

とができる。（思・判・表 C(1)ウ） 

○幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や情

報を得ることに役立つことに気づくことができる。

（知・技(3)オ 

・比較や分類のしかた、辞書の使い方を

理解し使っている。 

・幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知

識や情報を得ることに役立つことに気づ

いている。 

 

・「書くこと」において、書く内容の中心を

明確にし、内容のまとまりで段落をつくっ

たり、段落相互の関係に注意したりして、

文章の構成を考えている。 

・「読むこと」において、目的を意識して、

中心となる語や文を見つけている。 

 

目的を意識して、粘り強く中心となる語や

文を見つけたり、それらを明確にして文章

の構成を考えたりし、学習の見通しをもっ

て筆者の説明の工夫をいかした文章を書

こうとしている。 



ことわざ 

故事成語 

○長い間使われてきたことわざや慣用句、故事成

語などの意味を知り、使うことができる。     

（知・技(3)イ） 

○目的を意識して、伝えたいことを明確にすること

ができる。（思・判・表 B(1)ア） 

長い間使われてきたことわざや慣用句、

故事成語などの意味を知り、使っている。 

「書くこと」において、目的を意識して、伝

えたいことを明確にしている。 

積極的にことわざや慣用句、故事成語な

どの意味を知り、使い、学習課題に沿って

ことわざ辞典を作ろうとしている。 

漢字の意味 ○漢字と仮名を用いた表記を理解して文や文章の

中で使うことができる。（知・技(1)ウ） 

漢字と仮名を用いた表記を理解して文や

文章の中で使っている。 

 積極的に漢字と仮名を用いた表記を理解

し、これまでの学習をいかして文や文章の

中で使おうとしている。 

短歌を楽しもう ○易しい文語調の短歌を音読したり暗唱したりする

などして、言葉の響きやリズムに親しむことができ

る。（知・技(3)ア） 

易しい文語調の短歌を音読したり暗唱し

たりするなどして、言葉の響きやリズムに

親しんでいる。 

 すすんで言葉の響きやリズムに親しみ、

学習課題に沿って短歌を音読したり暗唱

したりしようとしている。 

漢字の広場④ ○第２学年までに配当されている漢字を書き、文や

文章の中で使うことができる。（知・技(1)エ） 

○間違いを正したり、相手や目的を意識した表現

になっているかを確かめたりして、文や文章を整え

ることができる。（思・判・表 B(1)エ） 

第２学年までに配当されている漢字を書

き、文や文章の中で使っている。 

「書くこと」において、間違いを正したり、相

手や目的を意識した表現になっているか

を確かめたりして、文や文章を整えてい

る。 

積極的に第２学年までに配当されている

漢字を書き、これまでの学習をいかして、

漢字を適切に使った文を作ろうとしてい

る。 

三年とうげ ○登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述を

基に捉えることができる。（思・判・表 C(1)イ） 

○引用のしかたを理解し使うことができる。   

（知・技(2)イ） 

○幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や情

報を得ることに役立つことに気づくことができる。

（知・技(3)オ） 

○文章を読んで理解したことに基づいて、感想や

考えをもつことができる。（思・判・表 C(1)オ） 

・引用のしかたを理解し使っている。 

・幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知

識や情報を得ることに役立つことに気づ

いている。 

・「読むこと」において、登場人物の行動

や気持ちなどについて、叙述を基に捉え

ている。 

・「読むこと」において、文章を読んで理解

したことに基づいて、感想や考えをもって

いる。 

 登場人物の行動や気持ちなどについて、

積極的に叙述を基に捉え、学習課題に沿

って民話や昔話を紹介しようとしている。 

わたしの町の 

よいところ 

○書こうとしたことが明確になっているかなど、文章

に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよ

いところを見つけることができる。         

（思・判・表 B(1)オ） 

○考えとそれを支える理由について理解することが

できる。（知・技(2)ア） 

考えとそれを支える理由について理解し

ている。 

「書くこと」において、書こうとしたことが明

確になっているかなど、文章に対する感

想や意見を伝え合い、自分の文章のよい

ところを見つけている。 

積極的に文章に対する感想や意見を伝

え合い、自分の文章のよいところを見つ

け、学習課題に沿って町のよさを紹介す

る文章を書こうとしている。 

冬のくらし ○語句の量を増し、話や文章の中で使うとともに、

語彙を豊かにすることができる。（知・技(1)オ） 

○経験したことや想像したことなどから書くことを選

び、伝えたいことを明確にすることができる。   

（思・判・表 B(1)ア） 

語句の量を増し、話や文章の中で使うとと

もに、語彙を豊かにしている。 

経験したことや想像したことなどから書くこ

とを選び、伝えたいことを明確にしている。 

積極的に語句の量を増し、話や文章の中

で使い、学習課題に沿ってその季節らし

さを表現した文章を書こうとしている。 

詩のくふうを 

楽しもう 

○文章全体の構成や内容の大体を意識しながら

音読することができる。（知・技(1)ク） 

○文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文

章のよいところを見つけることができる。     

（思・判・表 B(1)オ） 

○文章を読んで理解したことに基づいて、感想や

考えをもつことができる。（思・判・表 C(1)オ） 

文章全体の構成や内容の大体を意識し

ながら音読している。 

・「書くこと」において、文章に対する感想

や意見を伝え合い、自分の文章のよいと

ころを見つけている。 

・「読むこと」において、文章を読んで理解

したことに基づいて、感想や考えをもって

いる。 

すすんで文章全体の構成や内容の大体

を意識しながら音読し、学習課題に沿っ

て詩を創作しようとしている。 



四まいの絵を 

使って 

○書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで段

落をつくったり、段落相互の関係に注意したりし

て、文章の構成を考えることができる。      

（思・判・表 B(1)イ） 

○段落の役割について理解することができる。

（知・技(1)カ） 

段落の役割について理解している。 「書くこと」において、書く内容の中心を明

確にし、内容のまとまりで段落をつくった

り、段落相互の関係に注意したりして、文

章の構成を考えている。 

書く内容の中心を明確にし、文章の構成

を考えることに粘り強く取り組み、学習課

題に沿って物語の流れを書こうとしてい

る。 

カンジーはかせの

音訓かるた 

○第３学年までに配当されている漢字を読むことが

できる。また、第２学年までに配当されている漢字

を書き、文や文章の中で使うとともに、第３学年に

配当されている漢字を漸次書き、文や文章の中で

使うことができる。（知・技(1)エ） 

第３学年までに配当されている漢字を読

んでいる。また、第２学年までに配当され

ている漢字を書き、文や文章の中で使うと

ともに、第３学年に配当されている漢字を

漸次書き、文や文章の中で使っている。 

 すすんで第３学年までに配当されている

漢字を読み、学習課題に沿って漢字の音

訓を使った文を書こうとしている。 

漢字の広場⑤ ○第２学年までに配当されている漢字を書き、文や

文章の中で使うことができる。（知・技(1)エ） 

○間違いを正したり、相手や目的を意識した表現

になっているかを確かめたりして、文や文章を整え

ることができる。（思・判・表 B(1)エ） 

第２学年までに配当されている漢字を書

き、文や文章の中で使っている。 

「書くこと」において、間違いを正したり、相

手や目的を意識した表現になっているか

を確かめたりして、文や文章を整えてい

る。 

積極的に第２学年までに配当されている

漢字を書き、これまでの学習をいかして、

漢字を適切に使った文を作ろうとしてい

る。 

ありの行列 ○指示する語句と接続する語句の役（知・技(1)カ）

割、段落の役割について理解することができる。 

○文章を読んで理解したことに基づいて、感想や

考えをもつことができる。（思・判・表 C(1)オ） 

○文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、

一人一人の感じ方などに違いがあることに気づくこ

とができる。（思・判・表 C(1)カ） 

○言葉には性質や役割による語句のまとまりがある

ことを理解することができる。（知・技(1)オ） 

・言葉には性質や役割による語句のまとま

りがあることを理解している。 

・指示する語句と接続する語句の役割、

段落の役割について理解している。 

 

・「読むこと」において、文章を読んで理解

したことに基づいて、感想や考えをもって

いる。 

・「読むこと」において、文章を読んで感じ

たことや考えたことを共有し、一人一人の

感じ方などに違いがあることに気づいてい

る。 

 

すすんで文章を読んで理解したことに基

づいて感想や考えをもち、学習課題に沿

って、考えたことを伝え合おうとしている。 

つたわる言葉で 

表そう 

○言葉には、考えたことや思ったことを表す働きが

あることに気づくことができる。（知・技(1)ア） 

○様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を

増し、話や文章の中で使い、語彙を豊かにすること

ができる。（知・技(1)オ） 

○自分の考えとそれを支える理由や事例との関係

を明確にして、書き表し方を工夫することができる。

（思・判・表 B(1)ウ） 

・言葉には、考えたことや思ったことを表

す働きがあることに気づいている。 

・様子や行動、気持ちや性格を表す語句

の量を増し、話や文章の中で使うととも

に、語彙を豊かにしている。 

 

「書くこと」において、自分の考えとそれを

支える理由や事例との関係を明確にし

て、書き表し方を工夫している。 

 

言葉には考えたことや思ったことを表す働

きがあることに積極的に気づき、学習の見

通しをもって相手に伝わる文章を書こうと

している。 

たから島の 

ぼうけん 

○様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を

増し、話や文章の中で使い、語彙を豊かにすること

ができる。（知・技(1)オ） 

○書き表し方を工夫することができる。 

（思・判・表 B(1)ウ） 

様子や行動、気持ちや性格を表す語句の

量を増し、話や文章の中で使い、語彙を

豊かにしている。 

 

「書くこと」において、書き表し方を工夫し

ている。 

 

すすんで様子や行動、気持ちや性格を表

す語句の量を増し、話や文章の中で使

い、語彙を豊かにし、学習の見通しをもっ

て物語を創作しようとしている。 

お気に入りの 

場所、教えます 

○相手を見て話したり聞いたりするとともに、言葉

の抑揚や強弱、間の取り方などに注意して話すこと

ができる。（知・技(1)イ） 

○相手に伝わるように、理由や事例などを挙げな

がら、話の中心が明確になるように話の構成を考え

ることができる。（思・判・表 A(1)イ） 

・相手を見て話したり聞いたりするととも

に、言葉の抑揚や強弱、間の取り方など

に注意して話している。 

・考えとそれを支える理由や事例、全体と

中心などの情報と情報との関係について

理解している。 

・「話すこと・聞くこと」において、相手に伝

わるように、理由や事例などを挙げなが

ら、話の中心が明確になるように話の構成

を考えている。 

すすんで話の中心が明確になるように話

の構成を考え、学習課題に沿ってお気に

入りの場所を発表しようとしている。 



○考えとそれを支える理由や事例、全体と中心な

どの情報と情報との関係について理解することが

できる。（知・技(2)ア） 

○話の中心や話す場面を意識して、言葉の抑揚

や強弱、間の取り方などを工夫することができる。

（思・判・表 A(1)ウ） 

 ・「話すこと・聞くこと」において、話の中心

や話す場面を意識して、言葉の抑揚や強

弱、間の取り方などを工夫している。 

モチモチの木 ○文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、

一人一人の感じ方などに違いがあることに気づくこ

とができる。（思・判・表 C(1)カ） 

○様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を

増し、語彙を豊かにすることができる。       

（知・技(1)オ） 

○登場人物の気持ちの変化や性格、情景につい

て、場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像

することができる。（思・判・表 C(1)エ） 

様子や行動、気持ちや性格を表す語句の

量を増し、語彙を豊かにしている。 

・「読むこと」において、登場人物の気持ち

の変化や性格、情景について、場面の移

り変わりと結び付けて具体的に想像してい

る。 

・「読むこと」において、文章を読んで感じ

たことや考えたことを共有し、一人一人の

感じ方などに違いがあることに気づいてい

る。 

登場人物の気持ちの変化や性格につい

て、場面の移り変わりと結び付けて具体的

に粘り強く想像し、学習課題に沿って考え

たことをまとめ、伝え合おうとしている。 

漢字の広場⑥ ○第２学年までに配当されている漢字を書き、文や

文章の中で使うことができる。（知・技(1)エ） 

○修飾と被修飾との関係について理解することが

できる。（知・技(1)カ） 

○間違いを正したり、相手や目的を意識した表現

になっているかを確かめたりして、文や文章を整え

ることができる。（思・判・表 B(1)エ） 

・第２学年までに配当されている漢字を書

き、文や文章の中で使っている。 

・修飾と被修飾との関係について理解して

いる。 

間違いを正したり、相手や目的を意識した

表現になっているかを確かめたりして、文

や文章を整えている。 

 

積極的に第２学年までに配当されている

漢字を書き、これまでの学習をいかして、

漢字を適切に使った文を作ろうとしてい

る。 

三年生を 

ふり返って 

○言葉には、考えたことや思ったことを表す働きが

あることに気づくことができる。（知・技(1)ア） 

○経験したことや想像したことなどから書くことを選

び、伝えたいことを明確にすることができる。   

（思・判・表 B(1)ア） 

言葉には、考えたことや思ったことを表す

働きがあることに気づいている。 

「書くこと」において、経験したことや想像

したことなどから書くことを選び、伝えたい

ことを明確にしている。 

すすんで経験したことや想像したことなど

から書くことを選び、伝えたいことを明確に

し、学習課題に沿って１年間の振り返りを

書こうとしている。 

 

 

 

 

 

 



令和８年度 国語科評価規準（第４学年） 

単元名 単元の到達目標（小単元のねらい） 
単元のまとまりの評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

力を合わせて 

ばらばらに 

〇様子や行動、気持ちを表す語句の量を増し、話

や文章の中で使い、語彙を豊かにすることができ

る。（知・技(1)オ） 

○必要なことを記録しながら聞き、話し手が伝えた

いことや自分が聞きたいことの中心を捉え、自分の

考えをもつことができる。（思・判・表 A(1)エ） 

様子や行動、気持ちを表す語句の量を増

し、話や文章の中で使い、語彙を豊かに

している。 

「話すこと・聞くこと」において、必要なこと

を記録しながら聞き、話し手が伝えたいこ

とや自分が聞きたいことの中心を捉え、自

分の考えをもっている。 

積極的に、話し手が伝えたいことや自分

が聞きたいことの中心を捉え、学習の見

通しをもって、情報を集める話し合いをし

ようとしている。 

春のうた ○詩全体の構成や内容の大体を意識しながら音

読することができる。（知・技(1)ク） 

○登場人物の気持ちの変化や性格、情景につい

て、場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像

することができる。（思・判・表 C(1)エ） 

詩全体の構成や内容の大体を意識しな

がら音読している。 

 

「読むこと」において、登場人物の気持ち

の変化や性格、情景について、場面の移

り変わりと結び付けて具体的に想像してい

る。 

積極的に情景などを具体的に想像して読

み、学習課題に沿って、想像しながら詩を

音読しようとしている。 

なりきって書こう 

つづけてみよう 

○修飾と被修飾との関係について理解することが

できる。（知・技(1)カ） 

〇書こうとしたことが明確になっているかなど、文章

に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよ

いところを見つけることができる。（思・判・表 B(1)

オ） 

修飾と被修飾との関係について理解して

いる。 

 

「書くこと」において、書こうとしたことが明

確になっているかなど、文章に対する感

想や意見を伝え合い、自分の文章のよい

ところを見つけている。 

進んで感想や意見を伝え合い、学習の見

通しをもって、なりきって想像したことを書

こうとしている。 

白いぼうし 

 

○様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を

増し、話や文章の中で使い、語彙を豊かにすること

ができる。（知・技(1)オ） 

○登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述を

基に捉えることができる。（思・判・表 C(1)イ） 

○文章全体の構成や内容の大体を意識しながら

音読することができる。（知・技(1)ク） 

・様子や行動、気持ちや性格を表す語句

の量を増し、話や文章の中で使い、語彙

を豊かにしている。 

・文章全体の構成や内容の大体を意識し

ながら音読している。 

「読むこと」において、登場人物の行動や

気持ちなどについて、叙述を基に捉えて

いる。 

進んで登場人物の行動や気持ちなどに

ついて叙述を基に捉え、学習課題に沿っ

て、不思議なところについて考えたことを

伝え合おうとしている。 

図書館の 

達人になろう 

○幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や情

報を得ることに役立つことに気づくことができる。

（知・技(3)オ） 

幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知

識や情報を得ることに役立つことに気づ

いている。 

進んで読書が必要な知識や情報を得るこ

とに役立つことに気づき、これまでの学習

をいかして、本の探し方を考えながら学校

図書館で本を探そうとしている。 

 

漢字辞典を使おう ○漢字辞典の使い方を理解し使うことができる。

（知・技(2)イ） 

漢字辞典の使い方を理解し使っている。 進んで漢字辞典の使い方を理解し、学習

課題に沿って、漢字辞典を使って調べよ

うとしている。 

 



春の楽しみ ○様子や行動を表す語句の量を増し、文章の中で

使い、語彙を豊かにすることができる。（知・技(1)

オ） 

○相手や目的を意識して、経験したことや想像した

ことなどから書くことを選び、集めた材料を比較した

り分類したりして、伝えたいことを明確にすることが

できる。（思・判・表 B(1)ア） 

様子や行動を表す語句の量を増し、文章

の中で使い、語彙を豊かにしている。 

「書くこと」において、相手や目的を意識し

て、経験したことや想像したことなどから書

くことを選び、集めた材料を比較したり分

類したりして、伝えたいことを明確にしてい

る。 

積極的に春の行事やその様子などを表す

語句の量を増し、学習の見通しをもって、

春の行事の様子を伝える手紙を書こうとし

ている。 

聞き取りメモの 

くふう 

○必要な語句などの書き留め方を理解し使うことが

できる。（知・技(2)イ） 

○必要なことを記録したり質問したりしながら聞き、

話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことの中心

を捉え、自分の考えをもつことができる。（思・判・表

A(1)エ） 

○相手を見て話したり聞いたりすることができる。

（知・技(1)イ） 

・相手を見て話したり聞いたりしている。 

・必要な語句などの書き留め方を理解し

使っている。 

 

「話すこと・聞くこと」において、必要なこと

を記録したり質問したりしながら聞き、話し

手が伝えたいことや自分が聞きたいことの

中心を捉え、自分の考えをもっている。 

粘り強く必要なことを記録したり質問したり

しながら聞き、話の中心を捉え、学習の見

通しをもって、聞いたことを伝えるためにメ

モを取ろうとしている。 

カンジーはかせの

都道府県の旅１ 

○第４学年までに配当されている漢字を読むととも

に、漸次書き、文や文章の中で使うことができる。

（知・技(1)エ） 

第４学年までに配当されている漢字を読

むとともに、漸次書き、文や文章の中で使

っている。 

 進んで第４学年までに配当されている漢

字を読むとともに、漸次書き、学習課題に

沿って、都道府県名を使った文を作ろうと

している。 

漢字の広場① ○第３学年までに配当されている漢字を書き、文や

文章の中で使うことができる。（知・技(1)エ） 

・間違いを正したり、相手や目的を意識した表現に

なっているかを確かめたりして、文や文章を整える

ことができる。（思・判・表 B(1)エ） 

第３学年までに配当されている漢字を書

き、文や文章の中で使っている。 

 

「書くこと」において、間違いを正したり、相

手や目的を意識した表現になっているか

を確かめたりして、文や文章を整えてい

る。 

進んで第３学年までに配当されている漢

字を書き、これまでの学習をいかして、文

を書こうとしている。 

アップとルーズで

伝える 

○考えとそれを支える理由や事例、全体と中心な

ど情報と情報との関係について理解することができ

る。（知・技(2)ア） 

○段落相互の関係に着目しながら、考えとそれを

支える理由や事例との関係などについて、叙述を

基に捉えることができる。（思・判・表 C(1)ア） 

○接続する語句の役割、段落の役割について理

解することができる。（知・技(1)カ） 

〇文章を読んで理解したことに基づいて、感想や

考えをもつことができる。（思・判・表 C(1)オ） 

・接続する語句の役割、段落の役割につ

いて理解している。 

・考えとそれを支える理由や事例、全体と

中心など情報と情報との関係について理

解している。 

 

・「読むこと」において、段落相互の関係に

着目しながら、考えとそれを支える理由や

事例との関係などについて、叙述を基に

捉えている。 

・「読むこと」において、文章を読んで理解

したことに基づいて、感想や考えをもって

いる。 

粘り強く、考えとそれを支える理由や事例

との関係などについて、叙述を基に捉え、

学習の見通しをもって、自分の考えを伝え

合おうとしている。 

お礼の気持ちを

伝えよう 

○相手や目的を意識して、経験したことなどから書

くことを選び、集めた材料を比較したり分類したりし

て、伝えたいことを明確にすることができる。（思・

判・表 B(1)ア） 

○言葉には、考えたことや思ったことを表す働きが

あることに気づくことができる。（知・技(1)ア） 

〇丁寧な言葉を使うとともに、敬体と常体との違い

に注意しながら書くことができる。（知・技(1)キ） 

・言葉には、考えたことや思ったことを表

す働きがあることに気づいている。 

・丁寧な言葉を使うとともに、敬体と常体と

の違いに注意しながら書いている。 

 

「書くこと」において、相手や目的を意識し

て、経験したことなどから書くことを選び、

集めた材料を比較したり分類したりして、

伝えたいことを明確にしている。 

進んで相手や目的を意識して伝えたいこ

とを明確にし、学習の見通しをもって、お

礼の手紙を書こうとしている。 



漢字の広場② ○第３学年までに配当されている漢字を書き、文や

文章の中で使うことができる。（知・技(1)エ） 

・間違いを正したり、相手や目的を意識した表現に

なっているかを確かめたりして、文や文章を整える

ことができる。（思・判・表 B(1)エ） 

第３学年までに配当されている漢字を書

き、文や文章の中で使っている。 

 

「書くこと」において、間違いを正したり、相

手や目的を意識した表現になっているか

を確かめたりして、文や文章を整えてい

る。 

進んで第３学年までに配当されている漢

字を書き、これまでの学習をいかして、文

を書こうとしている。 

一つの花 ○登場人物の気持ちの変化や性格、情景につい

て、場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像

することができる。（思・判・表 C(1)エ） 

○様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を

増し、話や文章の中で使い、語彙を豊かにすること

ができる。（知・技(1)オ） 

様子や行動、気持ちや性格を表す語句の

量を増し、話や文章の中で使い、語彙を

豊かにしている。 

 

「読むこと」において、登場人物の気持ち

の変化や性格、情景について、場面の移

り変わりと結び付けて具体的に想像してい

る。 

粘り強く、登場人物の気持ちの変化や性

格、情景について、場面の移り変わりと結

び付けて具体的に想像し、学習の見通し

をもって、心に残ったところを伝え合おうと

している。 

つなぎ言葉の 

はたらきを知ろう 

○接続する語句の役割について理解することがで

きる。（知・技(1)カ） 

接続する語句の役割について理解してい

る。 

 積極的に接続する語句の役割を理解し、

これまでの学習をいかして、つなぎ言葉を

使って文を書こうとしている。 

短歌・俳句に 

親しもう（一） 

○易しい文語調の短歌や俳句を音読したり暗唱し

たりするなどして、言葉の響きやリズムに親しむこと

ができる。（知・技(3)ア） 

易しい文語調の短歌や俳句を音読したり

暗唱したりするなどして、言葉の響きやリ

ズムに親しんでいる。 

 進んで言葉の響きやリズムに親しみ、学

習課題に沿って、短歌や俳句を音読した

り暗唱したりしようとしている。 

要約するとき ○目的を意識して、中心となる語や文を見つけて

要約することができる。（思・判・表 C(1)ウ） 

○考えとそれを支える理由や事例、全体と中心な

ど情報と情報との関係について理解することができ

る。（知・技(2)ア） 

考えとそれを支える理由や事例、全体と

中心など情報と情報との関係について理

解している。 

 

「読むこと」において、目的を意識して、中

心となる語や文を見つけて要約している。 

粘り強く目的を意識して中心となる語や文

を見つけ、学習課題に沿って、文章を要

約しようとしている。 

新聞を作ろう 

 

○書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで段

落を作ったり、段落相互の関係に注意したりして、

文章の構成を考えることができる。（思・判・表 B(1)

イ） 

○比較や分類のしかた、必要な語句などの書き留

め方、引用のしかたや出典の示し方を理解し使うこ

とができる。（知・技(2)イ） 

〇相手や目的を意識して、経験したことや想像した

ことなどから書くことを選び、集めた材料を比較した

り分類したりして、伝えたいことを明確にすることが

できる。（思・判・表 B(1)ア） 

比較や分類のしかた、必要な語句などの

書き留め方、引用のしかたや出典の示し

方を理解し使っている。 

・「書くこと」において、相手や目的を意識

して、経験したことや想像したことなどから

書くことを選び、集めた材料を比較したり

分類したりして、伝えたいことを明確にして

いる。 

・「書くこと」において、書く内容の中心を

明確にし、内容のまとまりで段落を作った

り、段落相互の関係に注意したりして、文

章の構成を考えている。 

進んで書く内容の中心を明確にして構成

を考え、学習の見通しをもって、新聞を作

ろうとしている。 

カンジーはかせの

都道府県の旅２ 

○第４学年までに配当されている漢字を読むととも

に、漸次書き、文や文章の中で使うことができる。

（知・技(1)エ） 

第４学年までに配当されている漢字を読

むとともに、漸次書き、文や文章の中で使

っている。 

 進んで第４学年までに配当されている漢

字を読むとともに、漸次書き、学習課題に

沿って、都道府県名を使った文を作ろうと

している。 

夏の楽しみ ○様子や行動を表す語句の量を増し、文章の中で

使い、語彙を豊かにすることができる。（知・技(1)

オ） 

○相手や目的を意識して、経験したことや想像した

ことなどから書くことを選び、集めた材料を比較した

様子や行動を表す語句の量を増し、文章

の中で使い、語彙を豊かにしている。 

「書くこと」において、相手や目的を意識し

て、経験したことや想像したことなどから書

くことを選び、集めた材料を比較したり分

類したりして、伝えたいことを明確にしてい

る。 

積極的に夏の行事やその様子などを表す

語句の量を増し、学習の見通しをもって、

夏の行事の様子を俳句で表現しようとして

いる。 



り分類したりして、伝えたいことを明確にすることが

できる。（思・判・表 B(1)ア） 

本は友達 

本のポップや帯を

作ろう 

神様の階段 

○幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や情

報を得ることに役立つことに気づくことができる。

（知・技(3)オ） 

○文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、

一人一人の感じ方などに違いがあることに気づくこ

とができる。（思・判・表 C(1)カ） 

幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知

識や情報を得ることに役立つことに気づ

いている。 

 

「読むこと」において、文章を読んで感じた

ことや考えたことを共有し、一人一人の感

じ方などに違いがあることに気づいてい

る。 

積極的に読書に親しみ、学習の見通しを

もって、本をポップや帯で紹介しようとして

いる。 

忘れもの 

ぼくは川 

○詩全体の構成や内容の大体を意識しながら音

読することができる。 （知・技(1)ク） 

○詩を読んで理解したことに基づいて、感想や考

えをもつことができる。（思・判・表 C(1)オ） 

詩全体の構成や内容の大体を意識しな

がら音読している。 

「読むこと」において、詩を読んで理解した

ことに基づいて、感想や考えをもってい

る。 

進んで二つの詩を読んで理解したことに

基づいて感想をもち、学習課題に沿っ

て、詩から受けた印象を伝え合おうとして

いる。 

あなたなら、 

どう言う 

○考えとそれを支える理由との関係について理解

することができる。（知・技(2)ア） 

○目的を確認して話し合い、互いの意見の共通点

や相違点に着目して、考えをまとめることができる。

（思・判・表 A(1)オ） 

○言葉には、考えたことや思ったことを表す働きが

あることに気づくことができる。（知・技(1)ア） 

・言葉には、考えたことや思ったことを表

す働きがあることに気づいている。 

・考えとそれを支える理由との関係につい

て理解している。 

「話すこと・聞くこと」において、目的を確

認して話し合い、互いの意見の共通点や

相違点に着目して、考えをまとめている。 

積極的に、互いの意見の共通点や相違

点に着目して考えをまとめ、学習課題に

沿って、異なる立場に立って話し合いをし

ようとしている。 

パンフレットを 

読もう 

○目的を意識して、中心となる語や文を見つけるこ

とができる。（思・判・表 C(1)ウ） 

○読書が、必要な知識や情報を得ることに役立つ

ことに気づくことができる。（知・技(3)オ） 

〇文章を読んで理解したことに基づいて、感想や

考えをもつことができる。（思・判・表 C(1)オ） 

読書が、必要な知識や情報を得ることに

役立つことに気づいている。 

 

・「読むこと」において、目的を意識して、

中心となる語や文を見つけている。 

・「読むこと」において、文章を読んで理解

したことに基づいて、感想や考えをもって

いる。 

積極的に目的を意識して中心となる語や

文を見つけ、学習課題に沿って、パンフレ

ットの工夫について話し合おうとしている。 

どう直したら 

いいかな 

○間違いを正したり、相手や目的を意識した表現

になっているかを確かめたりして、文や文章を整え

ることができる。（思・判・表 B(1)エ） 

○主語と述語との関係、修飾と被修飾との関係、指

示する語句と接続する語句の役割、段落の役割に

ついて理解することができる。（知・技(1)カ） 

○丁寧な言葉を使うとともに、敬体と常体との違い

に注意しながら書くことができる。（知・技(1)キ） 

・主語と述語との関係、修飾と被修飾との

関係、指示する語句と接続する語句の役

割、段落の役割について理解している。 

・丁寧な言葉を使うとともに、敬体と常体と

の違いに注意しながら書いている。 

「書くこと」において、間違いを正したり、相

手や目的を意識した表現になっているか

を確かめたりして、文や文章を整えてい

る。 

進んで文章の間違いを正したり、相手や

目的を意識した表現になっているかを確

かめたりして、学習の見通しをもって、文

章を推敲しようとしている。 

いろいろな意味を

もつ言葉 

○様子や行動を表す語句の量を増し、語彙を豊か

にすることができる。（知・技(1)オ） 

○国語辞典の使い方を理解し使うことができる。

（知・技(2)イ） 

・様子や行動を表す語句の量を増し、語

彙を豊かにしている。 

・国語辞典の使い方を理解し使っている。 

 進んで様子や行動を表す語句の量を増

し、学習の見通しをもって、言葉遊びの詩

を作ろうとしている。 

ローマ字を 

使いこなそう 

○日常使われている簡単な単語について、ローマ

字で書くことができる。（知・技(1)ウ） 

日常使われている簡単な単語について、

ローマ字で書いている。 

 積極的にローマ字の表記を考え、これま

での学習をいかして、ローマ字を書こうと

している。 



漢字の広場③ ○第３学年までに配当されている漢字を書き、文や

文章の中で使うことができる。（知・技(1)エ） 

○接続する語句の役割について理解することがで

きる。（知・技(1)カ） 

・間違いを正したり、相手や目的を意識した表現に

なっているかを確かめたりして、文や文章を整える

ことができる。（思・判・表 B(1)エ） 

・第３学年までに配当されている漢字を書

き、文や文章の中で使っている。 

・接続する語句の役割について理解して

いる。 

「書くこと」において、間違いを正したり、相

手や目的を意識した表現になっているか

を確かめたりして、文や文章を整えてい

る。 

進んで第３学年までに配当されている漢

字を書き、これまでの学習をいかして、文

を書こうとしている。 

ごんぎつね 

 

○言葉には性質による語句のまとまりがあることを

理解し、語彙を豊かにすることができる。（知・技(1)

オ） 

○文章を読んで理解したことに基づいて、感想や

考えをもつことができる。（思・判・表 C(1)オ） 

○登場人物の気持ちの変化や性格、情景につい

て、場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像

することができる。（思・判・表 C(1)エ） 

言葉には性質による語句のまとまりがある

ことを理解し、語彙を豊かにしている。 

 

 

・「読むこと」において、登場人物の気持ち

の変化や性格、情景について、場面の移

り変わりと結び付けて具体的に想像してい

る。 

・「読むこと」において、文章を読んで理解

したことに基づいて、感想や考えをもって

いる。 

進んで文章を読んで理解したことに基づ

いて感想をもち、学習の見通しをもって、

物語の結末についての感想を書こうとして

いる。 

漢字を正しく 

使おう 

○漢字と仮名を用いた表記、送り仮名の付け方を

理解して文や文章の中で使うことができる。（知・技

(1)ウ） 

○第４学年までに配当されている漢字を読み、第３

学年までに配当されている漢字を書き、文や文章

の中で使うとともに、第４学年に配当されている漢

字を漸次書くことができる。（知・技(1)エ） 

・漢字と仮名を用いた表記、送り仮名の付

け方を理解して文や文章の中で使ってい

る。 

・第４学年までに配当されている漢字を読

み、第３学年までに配当されている漢字を

書き、文や文章の中で使うとともに、第４学

年に配当されている漢字を漸次書いてい

る。 

 進んで同音異義語や送り仮名の付け方な

どについて理解し、学習課題に沿って、

漢字を文や文章の中で使おうとしている。 

秋の楽しみ ○様子や行動を表す語句の量を増し、文章の中で

使い、語彙を豊かにすることができる。（知・技(1)

オ） 

○相手や目的を意識して、経験したことや想像した

ことなどから書くことを選び、集めた材料を比較した

り分類したりして伝えたいことを明確にすることがで

きる。（思・判・表 B(1)ア） 

様子や行動を表す語句の量を増し、文章

の中で使い、語彙を豊かにしている。 

 

「書くこと」において、相手や目的を意識し

て、経験したことや想像したことなどから書

くことを選び、集めた材料を比較したり分

類したりして伝えたいことを明確にしてい

る。 

積極的に秋の行事やその様子などを表す

語句の量を増し、学習の見通しをもって、

秋の行事の様子を伝える手紙を書こうとし

ている。 

クラスみんなで 

決めるには 

○比較や分類のしかた、必要な語句などの書き留

め方を理解し使うことができる。（知・技(2)イ） 

○目的や進め方を確認し、司会などの役割を果た

しながら話し合い、互いの意見の共通点や相違点

に着目して、考えをまとめることができる。（思・判・

表 A(1)オ） 

○目的を意識して、日常生活の中から話題を決

め、集めた材料を比較したり分類したりして、伝え

合うために必要な事柄を選ぶことができる。（思・

判・表 A(1)ア） 

比較や分類のしかた、必要な語句などの

書き留め方を理解し使っている。 

 

 

・「話すこと・聞くこと」において、目的を意

識して、日常生活の中から話題を決め、

集めた材料を比較したり分類したりして、

伝え合うために必要な事柄を選んでい

る。 

・「話すこと・聞くこと」において、目的や進

め方を確認し、司会などの役割を果たし

ながら話し合い、互いの意見の共通点や

相違点に着目して、考えをまとめている。 

積極的に役割を果たしながら話し合い、

学習課題に沿って、考えをまとめようとし

ている。 



未来につなぐ 

工芸品 

 

○事典の使い方を理解し使うことができる。（知・技

(2)イ） 

○自分の考えとそれを支える理由や事例との関係

を明確にして、書き表し方を工夫することができる。

（思・判・表 B(1)ウ） 

○目的を意識して、中心となる語や文を見つけて

要約することができる。（思・判・表 C(1)ウ） 

○幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や情

報を得ることに役立つことに気づくことができる。

（知・技(3)オ） 

・事典の使い方を理解し使っている。 

・幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知

識や情報を得ることに役立つことに気づ

いている。 

・「書くこと」において、自分の考えとそれ

を支える理由や事例との関係を明確にし

て、書き表し方を工夫している。 

・「読むこと」において、目的を意識して、

中心となる語や文を見つけて要約してい

る。 

積極的に、中心となる語や文を見つけて

要約したり、自分の考えとそれを支える理

由や事例との関係を明確にして、書き表し

方を工夫したりして、学習の見通しをもっ

て、調べて分かったことをまとめて書こうと

している。 

慣用句 ○長い間使われてきた慣用句の意味を知り、使うこ

とができる。（知・技(3)イ） 

・相手や目的を意識して、経験したことや想像した

ことなどから書くことを選び、伝えたいことを明確に

することができる。（思・判・表 B(1)ア） 

長い間使われてきた慣用句の意味を知

り、使っている。 

「書くこと」において、相手や目的を意識し

て、経験したことや想像したことなどから書

くことを選び、伝えたいことを明確にしてい

る。 

進んで慣用句の意味を知り、学習の見通

しをもって、慣用句を使った文を書こうとし

ている。 

短歌・俳句に 

親しもう（二） 

○易しい文語調の短歌や俳句を音読したり暗唱し

たりするなどして、言葉の響きやリズムに親しむこと

ができる。（知・技(3)ア） 

易しい文語調の短歌や俳句を音読したり

暗唱したりするなどして、言葉の響きやリ

ズムに親しんでいる。 

 

 進んで言葉の響きやリズムに親しみ、学

習課題に沿って、短歌や俳句を音読した

り暗唱したりしようとしている。 

漢字の広場④ ○第３学年までに配当されている漢字を書き、文や

文章の中で使うことができる。（知・技(1)エ） 

・間違いを正したり、相手や目的を意識した表現に

なっているかを確かめたりして、文や文章を整える

ことができる。（思・判・表 B(1)エ） 

第３学年までに配当されている漢字を書

き、文や文章の中で使っている。 

 

「書くこと」において、間違いを正したり、相

手や目的を意識した表現になっているか

を確かめたりして、文や文章を整えてい

る。 

進んで第３学年までに配当されている漢

字を書き、これまでの学習をいかして、文

を書こうとしている。 

友情のかべ新聞 ○登場人物の気持ちの変化や性格、情景につい

て、場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像

することができる。（思・判・表 C(1)エ） 

○幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や情

報を得ることに役立つことに気づくことができる。

（知・技(3)オ） 

幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知

識や情報を得ることに役立つことに気づ

いている。 

 

「読むこと」において、登場人物の気持ち

の変化や性格、情景について、場面の移

り変わりと結び付けて具体的に想像してい

る。 

積極的に登場人物の気持ちの変化や性

格について、場面の移り変わりと結び付け

ながら想像して読み、学習の見通しをもっ

て、おもしろいと思ったところを伝え合おう

としている。 

もしものときに 

そなえよう 

○考えとそれを支える理由や事例、全体と中心な

ど情報と情報との関係について理解することができ

る。（知・技(2)ア） 

○自分の考えとそれを支える理由や事例との関係

を明確にして、書き表し方を工夫することができる。

（思・判・表 B(1)ウ） 

考えとそれを支える理由や事例、全体と

中心など情報と情報との関係について理

解している 

 

「書くこと」において、自分の考えとそれを

支える理由や事例との関係を明確にし

て、書き表し方を工夫している。 

積極的に自分の考えとそれを支える理由

や事例を明確にし、学習の見通しをもっ

て、調べて考えたことを文章に書こうとして

いる。 

冬の楽しみ ○様子や行動を表す語句の量を増し、文章の中で

使い、語彙を豊かにすることができる。（知・技(1)

オ） 

○相手や目的を意識して、経験したことや想像した

ことなどから書くことを選び、集めた材料を比較した

り分類したりして、伝えたいことを明確にすることが

できる。（思・判・表 B(1)ア） 

様子や行動を表す語句の量を増し、文章

の中で使い、語彙を豊かにしている。 

「書くこと」において、相手や目的を意識し

て、経験したことや想像したことなどから書

くことを選び、集めた材料を比較したり分

類したりして、伝えたいことを明確にしてい

る。 

積極的に冬の行事やその様子などを表す

語句の量を増し、学習の見通しをもって、

冬の行事の楽しさを知らせるかるたを作ろ

うとしている。 



自分だけの 

詩集を作ろう 

○幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や情

報を得ることに役立つことに気づくことができる。

（知・技(3)オ） 

○相手や目的を意識して、経験したことや想像した

ことなどから書くことを選び、集めた材料を比較した

り分類したりして、伝えたいことを明確にすることが

できる。（思・判・表 B(1)ア） 

○詩を読んで感じたことや考えたことを共有し、一

人一人の感じ方などに違いがあることに気づくこと

ができる。（思・判・表 C(1)カ） 

幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知

識や情報を得ることに役立つことに気づ

いている。 

 

・「書くこと」において、相手や目的を意識

して、経験したことや想像したことなどから

書くことを選び、集めた材料を比較したり

分類したりして、伝えたいことを明確にして

いる。 

・「読むこと」において、詩を読んで感じた

ことや考えたことを共有し、一人一人の感

じ方などに違いがあることに気づいてい

る。 

進んで目的を意識して詩を選び、学習の

見通しをもって、自分だけの詩集を作ろう

としている。 

言葉から 

連想を広げて 

○自分の考えとそれを支える理由や事例との関係

を明確にして、書き表し方を工夫することができる。

（思・判・表 B(1)ウ） 

○必要な語句などの書き留め方を理解し使うことが

できる。（知・技(2)イ） 

必要な語句などの書き留め方を理解し使

っている。 

 

「書くこと」において、自分の考えとそれを

支える理由や事例との関係を明確にし

て、書き表し方を工夫している。 

進んで連想を広げ、書き表し方を工夫し、

学習の見通しをもって、ひと言で詩を書こ

うとしている。 

熟語の意味 ○第４学年までに配当されている漢字を読むことが

できる。（知・技(1)エ） 

第４学年までに配当されている漢字を読

んでいる。 

 

 進んで第４学年までに配当されている漢

字を読み、これまでの学習をいかして、漢

字や熟語を正しく読んだり書いたりしようと

している。 

漢字の広場⑤ ○第３学年までに配当されている漢字を書き、文や

文章の中で使うことができる。（知・技(1)エ） 

・間違いを正したり、相手や目的を意識した表現に

なっているかを確かめたりして、文や文章を整える

ことができる。（思・判・表 B(1)エ） 

第３学年までに配当されている漢字を書

き、文や文章の中で使っている。 

 

「書くこと」において、間違いを正したり、相

手や目的を意識した表現になっているか

を確かめたりして、文や文章を整えてい

る。 

進んで第３学年までに配当されている漢

字を書き、これまでの学習をいかして、文

を書こうとしている。 

風船でうちゅうへ ○考えとそれを支える理由や事例、全体と中心な

ど情報と情報との関係について理解することができ

る。（知・技(2)ア） 

○文章を読んで理解したことに基づいて、感想や

考えをもつことができる。（思・判・表 C(1)オ） 

○文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、

一人一人の感じ方などに違いがあることに気づくこ

とができる。（思・判・表 C(1)カ） 

○様子や行動を表す語句の量を増し、話や文章の

中で使い、語彙を豊かにすることができる。（知・技

(1)オ） 

・様子や行動を表す語句の量を増し、話

や文章の中で使い、語彙を豊かにしてい

る。 

・考えとそれを支える理由や事例、全体と

中心など情報と情報との関係について理

解している。 

 

・「読むこと」において、文章を読んで理解

したことに基づいて、感想や考えをもって

いる。・「読むこと」において、文章を読ん

で感じたことや考えたことを共有し、一人

一人の感じ方などに違いがあることに気

づいている。 

進んで、文章を読んで理解したことに基

づいて感想や考えをもち、学習課題に沿

って、要約して紹介する文章を書こうとし

ている。 

つながりに 

気をつけよう 

○主語と述語との関係、修飾と被修飾との関係、指

示する語句と接続する語句の役割について理解す

ることができる。（知・技(1)カ） 

○間違いを正したり、相手や目的を意識した表現

になっているかを確かめたりして、文や文章を整え

ることができる。（思・判・表 B(1)エ） 

主語と述語との関係、修飾と被修飾との

関係、指示する語句と接続する語句の役

割について理解している。 

 

「書くこと」において、間違いを正したり、相

手や目的を意識した表現になっているか

を確かめたりして、文や文章を整えてい

る。 

進んで、主語と述語との関係、修飾と被修

飾との関係、指示する語句と接続する語

句の役割について理解し、これまでの学

習をいかして、つながりに気をつけて文章

を書こうとしている。 



心が動いたことを

言葉に 

○書こうとしたことが明確になっているかなど、詩に

対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよい

ところを見つけることができる。（思・判・表 B(1)オ） 

○様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を

増し、話や詩の中で使い、語彙を豊かにすることが

できる。（知・技(1)オ） 

○主語と述語との関係、修飾と被修飾との関係、指

示する語句と接続する語句の役割、連の役割につ

いて理解することができる。（知・技(1)カ） 

・様子や行動、気持ちや性格を表す語句

の量を増し、話や詩の中で使い、語彙を

豊かにしている。 

・主語と述語との関係、修飾と被修飾との

関係、指示する語句と接続する語句の役

割、連の役割について理解している。 

「書くこと」において、書こうとしたことが明

確になっているかなど、詩に対する感想

や意見を伝え合い、自分の文章のよいと

ころを見つけている。 

進んで感想を伝え合い、これまでの学習

をいかして、心が動いたことを言葉にして

書いた詩を読み合っている。 

調べて話そう、 

生活調査隊 

○相手を見て話したり聞いたりするとともに、言葉

の抑揚や強弱、間の取り方などに注意して話すこと

ができる。（知・技(1)イ） 

○目的を意識して、日常生活の中から話題を決

め、集めた材料を比較したり分類したりして、伝え

合うために必要な事柄を選ぶことができる。（思・

判・表 A(1)ア） 

○話の中心や話す場面を意識して、言葉の抑揚

や強弱、間の取り方などを工夫することができる。

（思・判・表 A(1)ウ） 

○考えとそれを支える理由や事例、全体と中心な

ど情報と情報との関係について理解することができ

る。（知・技(2)ア） 

○相手に伝わるように、理由や事例などを挙げな

がら、話の中心が明確になるよう話の構成を考える

ことができる。（思・判・表 A(1)イ） 

・相手を見て話したり聞いたりするととも

に、言葉の抑揚や強弱、間の取り方など

に注意して話している。 

・考えとそれを支える理由や事例、全体と

中心など情報と情報との関係について理

解している。 

 

 

・「話すこと・聞くこと」において、目的を意

識して、日常生活の中から話題を決め、

集めた材料を比較したり分類したりして、

伝え合うために必要な事柄を選んでい

る。 

・「話すこと・聞くこと」において、相手に伝

わるように、理由や事例などを挙げなが

ら、話の中心が明確になるよう話の構成を

考えている。 

・「話すこと・聞くこと」において、話の中心

や話す場面を意識して、言葉の抑揚や強

弱、間の取り方などを工夫している。 

進んで、話の中心や話す場面を意識し

て、言葉の抑揚や強弱、間の取り方などを

工夫し、これまでの学習をいかして、調査

の報告をしようとしている。 

スワンレイクの 

ほとりで 

○文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、

一人一人の感じ方などに違いがあることに気づくこ

とができる。（思・判・表 C(1)カ） 

○様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を

増し、話や文章の中で使い、語彙を豊かにすること

ができる。（知・技(1)オ） 

○登場人物の気持ちの変化や性格、情景につい

て、場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像

することができる。（思・判・表 C(1)エ） 

様子や行動、気持ちや性格を表す語句の

量を増し、話や文章の中で使い、語彙を

豊かにしている。 

・「読むこと」において、登場人物の気持ち

の変化や性格、情景について、場面の移

り変わりと結び付けて具体的に想像してい

る。 

・「読むこと」において、文章を読んで感じ

たことや考えたことを共有し、一人一人の

感じ方などに違いがあることに気づいてい

る。 

進んで一人一人の感じ方に違いがあるこ

とに気づき、学習の見通しをもって、物語

を読んで考えたことを伝え合おうとしてい

る。 

漢字の広場⑥ ○第３学年までに配当されている漢字を書き、文や

文章の中で使うことができる。（知・技(1)エ） 

・間違いを正したり、相手や目的を意識した表現に

なっているかを確かめたりして、文や文章を整える

ことができる。（思・判・表 B(1)エ） 

第３学年までに配当されている漢字を書

き、文や文章の中で使っている。 

 

「書くこと」において、間違いを正したり、相

手や目的を意識した表現になっているか

を確かめたりして、文や文章を整えてい

る。 

進んで第３学年までに配当されている漢

字を書き、これまでの学習をいかして、文

を書こうとしている。 

四年生を 

ふり返って 

○言葉には、考えたことや思ったことを表す働きが

あることに気づくことができる。（知・技(1)ア） 

○相手や目的を意識して、経験したことや想像した

ことなどから書くことを選び、集めた材料を比較した

言葉には、考えたことや思ったことを表す

働きがあることに気づいている。 

 

「書くこと」において、相手や目的を意識し

て、経験したことや想像したことなどから書

くことを選び、集めた材料を比較したり分

類したりして、伝えたいことを明確にしてい

る。 

進んで経験したことなどから書くことを選

び、学習課題に沿って１年間の振り返りを

書こうとしている。 



り分類したりして、伝えたいことを明確にすることが

できる。（思・判・表 B(1)ア） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和８年度 国語科評価規準（第５学年） 

単元名 単元の到達目標（小単元のねらい） 
単元のまとまりの評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

ひみつの言葉を

引き出そう 

 

○言葉には、相手とのつながりをつくる働きがある

ことに気づくことができる。（知○技(1)ア） 

○目的や意図に応じて、日常生活の中から話題を

決め、伝え合う内容を検討することができる。（思○

判○表 A(1)ア） 

○話し手の目的や自分が聞こうとする意図に応じ

て、話の内容を捉えることができる。（思○判○表

A(1)エ） 

言葉には、相手とのつながりをつくる働き

があることに気づいている。 

 

・「話すこと・聞くこと」において、目的や意

図に応じて、日常生活の中から話題を決

め、伝え合う内容を検討している。 

・「話すこと・聞くこと」において、話し手の

目的や自分が聞こうとする意図に応じて、

話の内容を捉えている。 

・すすんで自分が聞こうとする意図に応じ

て話の内容を捉え、学習の見通しをもって

友達から「ひみつの言葉」を引き出せるよ

うに話そうとしている。 

すすんで自分が聞こうとする意図に応じて

話の内容を捉え、学習の見通しをもって

友達から「ひみつの言葉」を引き出せるよ

うに話そうとしている。 

かんがえるのって 

おもしろい 

○詩を音読することができる。（知○技(1)ケ） 

○詩を読んでまとめた感想を共有し、自分の考え

を広げることができる。（思○判○表 C(1)カ） 

詩を音読している。 「読むこと」において、詩を読んでまとめた

感想を共有し、自分の考えを広げている。 

すすんで詩を音読し、学習課題に沿って

想像したことを伝え合おうとしている。 

名前を使って、 

自己しょうかい 

続けてみよう 

○言葉には、相手とのつながりをつくる働きがある

ことに気づくことができる。（知○技(1)ア） 

○文と文との接続の関係、話や文章の構成や展開

について理解することができる。（知○技(1)カ） 

○目的や意図に応じて、感じたことや考えたことな

どから書くことを選ぶことができる。（思○判○表

B(1)ア） 

○文章全体の構成や展開が明確になっているか

など、文章に対する感想を伝え合い、自分の文章

のよいところを見つけることができる。（思○判○表

B(1)カ） 

・言葉には、相手とのつながりをつくる働き

があることに気づいている。（(1)ア） 

・文と文との接続の関係、話や文章の構

成や展開について理解している。 

・「書くこと」において、目的や意図に応じ

て、感じたことや考えたことなどから書くこ

とを選んでいる。 

・「書くこと」において、文章全体の構成や

展開が明確になっているかなど、文章に

対する感想を伝え合い、自分の文章のよ

いところを見つけている。 

積極的に文章の構成や展開について理

解し、これまでの学習をいかして自分を紹

介する文章を書こうとしている。 

人物の心情や 

人物どうしの関わ

りをとらえ、印象に

残ったことを 

伝え合おう 

銀色の裏地 

５時間（読⑤） 

○比喩や反復などの表現の工夫に気づくことがで

きる。（知○技(1)ク） 

○登場人物の相互関係や心情などについて、描

写を基に捉えることができる。（思○判○表 C(1)イ） 

○情報と情報との関係づけのしかた、図などによる

語句と語句との関係の表し方を理解し使うことがで

きる。（知○技(2)イ） 

 

・比喩や反復などの表現の工夫に気づい

ている。（(1)ク） 

・情報と情報との関係づけのしかた、図な

どによる語句と語句との関係の表し方を理

解し使っている。 

「読むこと」において、登場人物の相互関

係や心情などについて、描写を基に捉え

ている。 

粘り強く登場人物の相互関係や心情を捉

え、学習の見通しをもって印象に残ったこ

とを伝え合おうとしている。 



図書館を使いこな

そう 

○日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考えを

広げることに役立つことに気づくことができる。（知

○技(3)オ） 

日常的に読書に親しみ、読書が、自分の

考えを広げることに役立つことに気づいて

いる。 

 すすんで読書が自分の考えを広げること

に役立つことに気づき、これまでの学習を

いかして本を探して、記録カードを書こうと

している。 

漢字の成り立ち ○漢字の由来、特質などについて理解することが

できる。（知○技(3)ウ） 

 

漢字の由来、特質などについて理解して

いる。 

 すすんで漢字の由来、特質などに関心を

もち、学習課題に沿ってそれらを理解しよ

うとしている。 

春の空 ○親しみやすい古文を音読するなどして、言葉の

響きやリズムに親しむことができる。（知○技(3)ア） 

○語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して、

語や語句を使うことができる。（知○技(1)オ） 

○目的や意図に応じて、感じたことや考えたことな

どから書くことを選ぶことができる。（思○判○表

B(1)ア） 

・語感や言葉の使い方に対する感覚を意

識して、語や語句を使っている。 

・親しみやすい古文を音読するなどして、

言葉の響きやリズムに親しんでいる。 

 

「書くこと」において、目的や意図に応じ

て、感じたことや考えたことなどから書くこ

とを選んでいる。 

 

積極的に言葉の響きやリズムに親しみ、

学習課題に沿って春らしいものや様子を

文章に書こうとしている。 

きいて、きいて、 

きいてみよう 

６時間（話○聞⑥） 

○情報と情報との関係づけのしかた、図などによる

語句と語句との関係の表し方を理解し使うことがで

きる。（知○技(2)イ） 

○話し手の目的や自分が聞こうとする意図に応じ

て、話の内容を捉え、話し手の考えと比較しなが

ら、自分の考えをまとめることができる。（思○判○

表 A(1)エ） 

○話し言葉と書き言葉との違いに気づくことができ

る。（知○技(1)イ） 

○目的や意図に応じて、日常生活の中から話題を

決め、集めた材料を分類したり関係づけたりして、

伝え合う内容を検討することができる。（思○判○

表 A(1)ア） 

・話し言葉と書き言葉との違いに気づいて

いる。 

・情報と情報との関係づけのしかた、図な

どによる語句と語句との関係の表し方を理

解し使っている。 

・「話すこと・聞くこと」において、目的や意

図に応じて、日常生活の中から話題を決

め、集めた材料を分類したり関係づけたり

して、伝え合う内容を検討している。 

・「話すこと・聞くこと」において、話し手の

目的や自分が聞こうとする意図に応じて、

話の内容を捉え、話し手の考えと比較し

ながら、自分の考えをまとめている。 

粘り強く話し手の目的や自分が聞こうとす

る意図に応じて話の内容を捉え、学習の

見通しをもってインタビューをしたり、報告

したりしようとしている。 

 

見立てる 

言葉の意味が分

かること 

【情報】原因と結

果 

７時間（知○技①、読⑥） 

○原因と結果など情報と情報との関係について理

解することができる。（知○技(2)ア） 

○事実と感想、意見などとの関係を叙述を基に押

さえ、文章全体の構成を捉えて要旨を把握すること

ができる。（思○判○表 C(1)ア） 

○文の中での語句の係り方や語順、文と文との接

続の関係、話や文章の構成や展開、話や文章の

種類とその特徴について理解することができる。

（知○技(1)カ） 

○文章を読んで理解したことに基づいて、自分の

考えをまとめることができる。（思○判○表 C(1)オ） 

 

文の中での語句の係り方や語順、文と文

との接続の関係、話や文章の構成や展

開、話や文章の種類とその特徴について

理解している。 

・「読むこと」において、事実と感想、意見

などとの関係を叙述を基に押さえ、文章

全体の構成を捉えて要旨を把握してい

る。 

・「読むこと」において、文章を読んで理解

したことに基づいて、自分の考えをまとめ

ている。 

粘り強く文章全体の構成を捉えて要旨を

把握し、学習課題に沿って考えたことを伝

え合おうとしている。 



敬語 ○日常よく使われる敬語を理解し使い慣れることが

できる。（知○技(1)キ） 

○言葉には、相手とのつながりをつくる働きがある

ことに気づくことができる。（知○技(1)ア） 

・言葉には、相手とのつながりをつくる働き

があることに気づいている。 

○日常よく使われる敬語を理解し使い慣

れている。 

 すすんで日常よく使われる敬語について

理解し、学習課題に沿って使い慣れようと

している。 

日常を十七音で ○比喩や反復などの表現の工夫に気づくことがで

きる。（知○技(1)ク） 

○俳句の構成や書き表し方などに着目して、俳句

を整えることができる。（思○判○表 B(1)オ） 

○俳句の中で漢字と仮名を適切に使い分けること

ができる。（知○技(1)ウ） 

○目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書い

たりするなど、自分の考えが伝わるように書き表し

方を工夫することができる。（思○判○表 B(1)ウ） 

・俳句の中で漢字と仮名を適切に使い分

けている。 

・比喩や反復などの表現の工夫に気づい

ている。 

・「書くこと」において、目的や意図に応じ

て簡単に書いたり詳しく書いたりするな

ど、自分の考えが伝わるように書き表し方

を工夫している。 

・「書くこと」において、俳句の構成や書き

表し方などに着目して、俳句を整えてい

る。 

粘り強く構成や書き表し方などに着目して

文言を整え、学習の見通しをもって俳句を

作ろうとしている。 

漢字の広場① ○第４学年までに配当されている漢字を書き、文や

文章の中で使うことができる。（知○技(1)エ） 

○文章全体の構成や書き表し方などに着目して、

文や文章を整えることができる。（思○判○表 B(1)

オ） 

・第４学年までに配当されている漢字を書

き、文や文章の中で使っている。 

・「書くこと」において、文章全体の構成や

書き表し方などに着目して、文や文章を

整えている。 

「書くこと」において、文章全体の構成や

書き表し方などに着目して、文や文章を

整えている。 

すすんで第４学年までに配当されている

漢字を書き、これまでの学習をいかして文

を書こうとしている。 

古典の世界（一） ○親しみやすい古文を音読するなどして、言葉の

響きやリズムに親しむことができる。（知○技(3)ア） 

○古典について解説した文章を読んだり作品の内

容の大体を知ったりすることを通して、昔の人のも

のの見方や感じ方を知ることができる。（知○技(3)

イ） 

・親しみやすい古文を音読するなどして、

言葉の響きやリズムに親しんでいる。 

・古典について解説した文章を読んだり

作品の内容の大体を知ったりすることを通

して、昔の人のものの見方や感じ方を知

っている。 

 すすんで言葉の響きやリズムに親しみ、

学習課題に沿って古文を音読しようとして

いる。 

目的に応じて 

引用するとき 

○引用して、自分の考えが伝わるように書き表し方

を工夫することができる。（思○判○表 B(1)エ） 

○情報と情報との関係づけのしかたを理解し使うこ

とができる。（知○技(2)イ） 

情報と情報との関係づけのしかたを理解

し使っている。 

「書くこと」において、引用して、自分の考

えが伝わるように書き表し方を工夫してい

る。 

すすんで目的に応じた引用のしかたを理

解し、学習課題に沿って引用カードを書こ

うとしている。 

みんなが 

使いやすい 

デザイン 

○目的や意図に応じて、感じたことや考えたことな

どから書くことを選び、集めた材料を分類したり関

係づけたりして、伝えたいことを明確にすることがで

きる。(思○判○表 B(1)ア） 

○情報と情報との関係づけのしかたを理解し使うこ

とができる。（知○技(2)イ） 

・情報と情報との関係づけのしかたを理解

し使っている。 

・「書くこと」において、目的や意図に応じ

て、感じたことや考えたことなどから書くこ

とを選び、集めた材料を分類したり関係づ

けたりして、伝えたいことを明確にしてい

る。 

 粘り強く目的や意図に応じて集めた材料

を分類したり関係づけたりし、学習の見通

しをもって報告する文章を書こうとしてい

る。 

同じ読み方の 

漢字 

○第５学年までに配当されている漢字を読むととも

に、漸次書き、文や文章の中で使うことができる。

（知○技(1)エ） 

第５学年までに配当されている漢字を読

むとともに、漸次書き、文や文章の中で使

っている。 

 すすんで同じ読み方の漢字の使い分け

に関心をもち、これまでの学習をいかして

それらを理解しようとしている。 



夏の夜 ○親しみやすい古文を音読するなどして、言葉の

響きやリズムに親しむことができる。（知○技(3)ア） 

○語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して、

語や語句を使うことができる。（知○技(1)オ） 

○目的や意図に応じて、感じたことや考えたことな

どから書くことを選ぶことができる。（思○判○表

B(1)ア） 

・語感や言葉の使い方に対する感覚を意

識して、語や語句を使っている。 

・親しみやすい古文を音読するなどして、

言葉の響きやリズムに親しんでいる。 

「書くこと」において、目的や意図に応じ

て、感じたことや考えたことなどから書くこ

とを選んでいる。 

積極的に言葉の響きやリズムに親しみ、

学習課題に沿って夏らしいものや様子を

文章に書こうとしている。 

作家で広げる 

わたしたちの読書 

モモ 

○日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考えを

広げることに役立つことに気づくことができる。（知

○技(3)オ） 

○文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、自

分の考えを広げることができる。（思○判○表 C(1)

カ） 

日常的に読書に親しみ、読書が、自分の

考えを広げることに役立つことに気づいて

いる。 

「読むこと」において、文章を読んでまとめ

た意見や感想を共有し、自分の考えを広

げている。 

積極的に読書に親しみ、学習の見通しを

もって本の魅力を伝え合おうとしている。 

かぼちゃのつるが 

われは草なり 

２時間（読②） 

○比喩や反復などの表現の工夫に気づくことがで

きる。（知○技(1)ク） 

○詩の全体像を具体的に想像したり、表現の効果

を考えたりすることができる。（思○判○表 C(1)エ） 

比喩や反復などの表現の工夫に気づい

ている。 

 

「読むこと」において、詩の全体像を具体

的に想像したり、表現の効果を考えたりし

ている。 

 

すすんで比喩や反復などの表現の工夫

に気づき、学習課題に沿って考えたことを

伝え合おうとしている。 

どちらを 

選びますか 

○思考に関わる語句の量を増し、話や文章の中で

使うことができる。（知○技(1)オ） 

○互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話

し合い、考えを広げたりまとめたりすることができ

る。（思○判○表 A(1)オ） 

思考に関わる語句の量を増し、話や文章

の中で使っている。 

 

「話すこと・聞くこと」において、互いの立

場や意図を明確にしながら計画的に話し

合い、考えを広げたりまとめたりしている 

積極的に互いの立場を明確にして、これ

までの学習をいかして立場に分かれて話

し合おうとしている。 

新聞を読もう ○目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなど

して必要な情報を見つけたり、論の進め方につい

て考えたりすることができる。（思○判○表 C(1)ウ） 

○文章の構成や、文章の種類とその特徴について

理解することができる。（知○技(1)カ） 

○事実と感想、意見などとの関係を叙述を基に押

さえ、文章全体の構成を捉えて要旨を把握すること

ができる。（思○判○表 C(1)ア） 

文章の構成や、文章の種類とその特徴に

ついて理解している。 

・「読むこと」において、事実と感想、意見

などとの関係を叙述を基に押さえ、文章

全体の構成を捉えて要旨を把握してい

る。 

・「読むこと」において、目的に応じて、文

章と図表などを結び付けるなどして必要な

情報を見つけたり、論の進め方について

考えたりしている。 

すすんで必要な情報を見つけたり、論の

進め方について考えたりし、学習課題に

沿って新聞記事を読もうとしている。 

文章に説得力を 

もたせるには 

○筋道の通った文章となるように、文章全体の構

成や展開を考えることができる。（思○判○表 B(1)

イ） 

○文の中での語句の係り方や語順、文と文との接

続の関係、話や文章の構成や展開、話や文章の

種類とその特徴について理解することができる。

（知○技(1)カ） 

文の中での語句の係り方や語順、文と文

との接続の関係、話や文章の構成や展

開、話や文章の種類とその特徴について

理解している。 

「書くこと」において、筋道の通った文章と

なるように、文章全体の構成や展開を考

えている。 

積極的に筋道の通った文章となるように

文章全体の構成や展開を考え、学習の見

通しをもって考えたことを伝え合おうとして

いる。 

漢字の広場② ○第４学年までに配当されている漢字を書き、文や

文章の中で使うことができる。（知○技(1)エ） 

○文章全体の構成や書き表し方などに着目して、

文や文章を整えることができる。（思○判○表 B(1)

オ） 

第４学年までに配当されている漢字を書

き、文や文章の中で使っている。 

「書くこと」において、文章全体の構成や

書き表し方などに着目して、文や文章を

整えている。 

すすんで第４学年までに配当されている

漢字を書き、これまでの学習をいかして文

を書こうとしている。 



たずねびと ６時間（読⑥） 

○人物像や物語などの全体像を具体的に想像し

たり、表現の効果を考えたりすることができる。（思

○判○表 C(1)エ） 

○比喩や反復などの表現の工夫に気づくことがで

きる。（知○技(1)ク） 

比喩や反復などの表現の工夫に気づい

ている。 

「読むこと」において、人物像や物語など

の全体像を具体的に想像したり、表現の

効果を考えたりしている。 

粘り強く物語の全体像を具体的に想像

し、学習の見通しをもって考えたことを伝

え合おうとしている。 

漢字の広場③ ○第４学年までに配当されている漢字を書き、文や

文章の中で使うことができる。（知○技(1)エ） 

○文章全体の構成や書き表し方などに着目して、

文や文章を整えることができる。（思○判○表 B(1)

オ） 

第４学年までに配当されている漢字を書

き、文や文章の中で使っている。 

「書くこと」において、文章全体の構成や

書き表し方などに着目して、文や文章を

整えている。 

すすんで第４学年までに配当されている

漢字を書き、これまでの学習をいかして文

を書こうとしている。 

方言と共通語 ○共通語と方言との違いを理解することができる。

（知○技(3)ウ） 

共通語と方言との違いを理解している。  すすんで方言と共通語の違いに関心をも

ち、学習課題に沿ってそれらを理解しよう

としている。 

秋の夕 ○親しみやすい古文を音読するなどして、言葉の

響きやリズムに親しむことができる。（知○技(3)ア） 

○語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して、

語や語句を使うことができる。（知○技(1)オ） 

○目的や意図に応じて、感じたことや考えたことな

どから書くことを選ぶことができる。（思○判○表

B(1)ア）  

・語感や言葉の使い方に対する感覚を意

識して、語や語句を使っている。 

・親しみやすい古文を音読するなどして、

言葉の響きやリズムに親しんでいる。 

 

「書くこと」において、目的や意図に応じ

て、感じたことや考えたことなどから書くこ

とを選んでいる。 

積極的に言葉の響きやリズムに親しみ、

学習課題に沿って秋らしいものや様子を

文章に書こうとしている。 

よりよい 

学校生活のために 

 

○情報と情報との関係づけのしかた、図などによる

語句と語句との関係の表し方を理解し使うことがで

きる。（知○技(2)イ） 

○目的や意図に応じて、日常生活の中から話題を

決め、集めた材料を分類したり関係づけたりして、

伝え合う内容を検討することができる。（思○判○

表 A(1)ア） 

○互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話

し合い、考えを広げたりまとめたりすることができ

る。（思○判○表 A(1)オ） 

○思考に関わる語句の量を増し、話や文章の中で

使うことができる。（知○技(1)オ） 

・思考に関わる語句の量を増し、話や文

章の中で使っている。 

・情報と情報との関係づけのしかた、図な

どによる語句と語句との関係の表し方を理

解し使っている。 

・「話すこと・聞くこと」において、目的や意

図に応じて、日常生活の中から話題を決

め、集めた材料を分類したり関係づけたり

して、伝え合う内容を検討している。 

・「話すこと・聞くこと」において、互いの立

場や意図を明確にしながら計画的に話し

合い、考えを広げたりまとめたりしている。 

粘り強く互いの立場や意図を明確にしな

がら、学習の見通しをもって身の回りの問

題を解決するために話し合おうとしてい

る。 

浦島太郎――「御

伽草子」より 

○古典について解説した文章を読んだり作品の内

容の大体を知ったりすることを通して、昔の人のも

のの見方や感じ方を知ることができる。（知○技(3)

イ） 

○親しみやすい古文の文章を音読するなどして、

言葉の響きやリズムに親しむことができる。（知○技

(3)ア） 

○時間の経過による言葉の変化に気づくことがで

きる。（知○技(3)ウ） 

・親しみやすい古文の文章を音読するな

どして、言葉の響きやリズムに親しんでい

る。 

・古典について解説した文章を読んだり

作品の内容の大体を知ったりすることを通

して、昔の人のものの見方や感じ方を知

っている。 

・時間の経過による言葉の変化に気づい

ている。 

 すすんで昔の人のものの見方や感じ方を

知り、学習課題に沿って古典の文章につ

いて思ったことを話そうとしている。 



和語 

漢語 

外来語 

○語句の由来などに関心をもつとともに、世代によ

る言葉の違いに気づくことができる。（知○技(3)ウ） 

○語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して、

語や語句を使うことができる。（知○技(1)オ） 

・語感や言葉の使い方に対する感覚を意

識して、語や語句を使っている。 

・語句の由来などに関心をもつとともに、

世代による言葉の違いに気づいている。 

 すすんで和語○漢語○外来語などの由

来に関心をもち、学習課題に沿ってそれ

らを理解しようとしている。 

固有種が 

教えてくれること 

自然環境を 

守るために 

 

○原因と結果など情報と情報との関係について理

解することができる。（知○技(2)ア） 

○引用したり、図表やグラフを用いたりして、自分

の考えが伝わるように書き表し方を工夫することが

できる。（思○判○表 B(1)エ） 

○目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなど

して必要な情報を見つけたり、論の進め方につい

て考えたりすることができる。（思○判○表 C(1)ウ） 

○日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考えを

広げることに役立つことに気づくことができる。（知

○技(3)オ） 

○事実と感想、意見などとの関係を叙述を基に押

さえ、文章全体の構成を捉えて要旨を把握すること

ができる。（思○判○表 C(1)ア） 

・原因と結果など情報と情報との関係につ

いて理解している。 

・日常的に読書に親しみ、読書が、自分

の考えを広げることに役立つことに気づい

ている。 

・「書くこと」において、引用したり、図表や

グラフを用いたりして、自分の考えが伝わ

るように書き表し方を工夫している。 

・「読むこと」において、事実と感想、意見

などとの関係を叙述を基に押さえ、文章

全体の構成を捉えて要旨を把握してい

る。 

・「読むこと」において、目的に応じて、文

章と図表などを結び付けるなどして必要な

情報を見つけたり、論の進め方について

考えたりしている。 

粘り強く文章と図表などを結び付けて読

み、学習の見通しをもって、読み取った筆

者の工夫をいかして統計資料を用いた意

見文を書こうとしている。 

カンジー博士の 

暗号解読 

２時間（知○技②） 

○第５学年までに配当されている漢字を読むととも

に、漸次書き、文や文章の中で使うことができる。

（知○技(1)エ） 

・親しみやすい漢文を音読するなどして、

言葉の響きやリズムに親しんでいる。 

・作品の内容の大体を知ることを通して、

昔の人のものの見方や感じ方を知ってい

る。 

 ・すすんで言葉の響きやリズムに親しみ、

学習課題に沿って漢文を音読しようとして

いる。" 

 

 

古典の世界（二） ○親しみやすい漢文を音読するなどして、言葉の

響きやリズムに親しむことができる。（知○技(3)ア） 

○作品の内容の大体を知ることを通して、昔の人

のものの見方や感じ方を知ることができる。（知○

技(3)イ） 

・親しみやすい漢文を音読するなどして、

言葉の響きやリズムに親しんでいる。 

・作品の内容の大体を知ることを通して、

昔の人のものの見方や感じ方を知ってい

る。 

 ・すすんで言葉の響きやリズムに親しみ、

学習課題に沿って漢文を音読しようとして

いる。 

漢字の広場④ ○第４学年までに配当されている漢字を書き、文や

文章の中で使うことができる。（知○技(1)エ） 

○文章全体の構成や書き表し方などに着目して、

文や文章を整えることができる。（思○判○表 B(1)

オ） 

第４学年までに配当されている漢字を書

き、文や文章の中で使っている。 

「書くこと」において、文章全体の構成や

書き表し方などに着目して、文や文章を

整えている。 

すすんで第４学年までに配当されている

漢字を書き、これまでの学習をいかして文

を書こうとしている。 

伝記を読み、 

自分の生き方に

ついて考えよう 

○日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考えを

広げることに役立つことに気づくことができる。（知

○技(3)オ） 

○文章を読んで理解したことに基づいて、自分

の考えをまとめることができる。（思○判○表 C(1)

オ） 

○登場人物の相互関係や心情などについて、

描写を基に捉えることができる。（思○判○表 C(1)

イ） 

日常的に読書に親しみ、読書が、自分の

考えを広げることに役立つことに気づいて

いる。 

・「読むこと」において、登場人物の相互

関係や心情などについて、描写を基に捉

えている。 

・「読むこと」において、文章を読んで理解

したことに基づいて、自分の考えをまとめ

ている。 

積極的に文章を読んで理解したことに基

づいて自分の考えをまとめ、学習課題に

沿って考えたことを交流しようとしている。 



あなたは、 

どう考える 

  

○語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して、

語や語句を使うことができる。（知○技(1)オ） 

○文章全体の構成や展開が明確になっているか

など、文章に対する感想や意見を伝え合い、自分

の文章のよいところを見つけることができる。（思○

判○表 B(1)カ） 

○文章の構成や展開、文章の種類とその特徴に

ついて理解することができる。（知○技(1)カ） 

○目的や意図に応じて、事実と感想、意見とを区

別して書くことで、自分の考えが伝わるように書き

表し方を工夫することができる。（思○判○表 B(1)

ウ） 

・語感や言葉の使い方に対する感覚を意

識して、語や語句を使っている。 

・文章の構成や展開、文章の種類とその

特徴について理解している。 

・「書くこと」において、目的や意図に応じ

て、事実と感想、意見とを区別して書くこと

で、自分の考えが伝わるように書き表し方

を工夫している。 

・「書くこと」において、文章全体の構成や

展開が明確になっているかなど、文章に

対する感想や意見を伝え合い、自分の文

章のよいところを見つけている。 

積極的に文章に対する感想や意見を伝

え合い、学習の見通しをもって意見文を

書こうとしている。 

冬の朝 ○親しみやすい古文を音読するなどして、言葉の

響きやリズムに親しむことができる。（知○技(3)ア） 

○語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して、

語や語句を使うことができる。（知○技(1)オ） 

○目的や意図に応じて、感じたことや考えたことな

どから書くことを選ぶことができる。（思○判○表

B(1)ア） 

・語感や言葉の使い方に対する感覚を意

識して、語や語句を使っている。 

・親しみやすい古文を音読するなどして、

言葉の響きやリズムに親しんでいる。 

「書くこと」において、目的や意図に応じ

て、感じたことや考えたことなどから書くこ

とを選んでいる。 

積極的に言葉の響きやリズムに親しみ、

学習の課題に沿って冬らしいものや様子

を文章に書こうとしている。 

好きな詩のよさを

伝えよう 

○比喩や反復などの表現の工夫に気づくことがで

きる。（知○技(1)ク） 

○目的や意図に応じて、感じたことや考えたことな

どから書くことを選ぶことができる。（思○判○表

B(1)ア） 

○文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、自

分の考えを広げることができる。（思○判○表 C(1)

カ） 

比喩や反復などの表現の工夫に気づい

ている。 

・「書くこと」において、目的や意図に応じ

て、感じたことや考えたことなどから書くこ

とを選んでいる。 

・「読むこと」において、文章を読んでまと

めた意見や感想を共有し、自分の考えを

広げている。 

積極的に詩を読んでまとめた感想を共有

し、学習課題に沿って詩を紹介しようとし

ている。 

言葉でスケッチ ○目的や意図に応じて事実と感想とを区別して書

くなど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工

夫することができる。（思○判○表 B(1)ウ） 

○比喩や反復などの表現の工夫に気づくことがで

きる。（知○技(1)ク） 

比喩や反復などの表現の工夫に気づい

ている。 

「書くこと」において、目的や意図に応じて

事実と感想とを区別して書くなど、自分の

考えが伝わるように書き表し方を工夫して

いる。 

粘り強く自分の考えが伝わるように書き表

し方を工夫し、学習課題に沿って情景が

伝わるように書こうとしている。 

熟語の読み方 ○第５学年までに配当されている漢字を読むことが

できる。（知○技(1)エ） 

第５学年までに配当されている漢字を読

んでいる。 

 すすんで熟語の読み方に関心をもち、学

習課題に沿ってそれらを理解しようとして

いる。 

漢字の広場⑤ ○第４学年までに配当されている漢字を書き、文や

文章の中で使うことができる。（知○技(1)エ） 

○文章全体の構成や書き表し方などに着目して、

文や文章を整えることができる。（思○判○表 B(1)

オ） 

第４学年までに配当されている漢字を書

き、文や文章の中で使っている。 

「書くこと」において、文章全体の構成や

書き表し方などに着目して、文や文章を

整えている。 

すすんで第４学年までに配当されている

漢字を書き、これまでの学習をいかして文

を書こうとしている。 



想像力のスイッチ

を入れよう 

○文章を読んで理解したことに基づいて、自分の

考えをまとめることができる。（思○判○表 C(1)オ） 

○文章の構成や展開、文章の種類とその特徴に

ついて理解することができる。（知○技(1)カ） 

○文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、自

分の考えを広げることができる。（思○判○表 C(1)

カ） 

文章の構成や展開、文章の種類とその特

徴について理解している。 

 

・「読むこと」において、文章を読んで理解

したことに基づいて、自分の考えをまとめ

ている。 

・「読むこと」において、文章を読んでまと

めた意見や感想を共有し、自分の考えを

広げている。 

 

積極的に文章を読んで理解したことに基

づいて自分の考えをまとめ、学習の見通

しをもってメディアとの関わり方について

話し合おうとしている。 

複合語 

 

○語句の構成や変化について理解し、語彙を豊か

にすることができる。（知○技(1)オ） 

語句の構成や変化について理解し、語彙

を豊かにしている。 

 すすんで複合語の構成や変化について

関心をもち、学習課題に沿ってそれらを

理解しようとしている。 

言葉について 

考えよう 

○言葉には、相手とのつながりをつくる働きがある

ことに気づくことができる。（知○技(1)ア） 

○語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して、

語や語句を使うことができる。（知○技(1)オ） 

○目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書い

たりするなど、自分の考えが伝わるように書き表し

方を工夫することができる。（思○判○表 B(1)ウ） 

・言葉には、相手とのつながりをつくる働き

があることに気づいている。 

・語感や言葉の使い方に対する感覚を意

識して、語や語句を使っている。 

「書くこと」において、目的や意図に応じて

簡単に書いたり詳しく書いたりするなど、

自分の考えが伝わるように書き表し方を工

夫している。 

積極的に語感や言葉の使い方に対する

感覚を意識し、学習課題に沿って手紙を

書こうとしている。 

もう一つの物語 

 

○話や文章の構成や展開、話や文章の種類とそ

の特徴について理解することができる。（知○技(1)

カ） 

○筋道の通った文章となるように、文章全体の構

成や展開を考えることができる。（思○判○表 B(1)

イ） 

話や文章の構成や展開、話や文章の種

類とその特徴について理解している。 

「書くこと」において、筋道の通った文章と

なるように、文章全体の構成や展開を考

えている。 

粘り強く文章全体の構成や展開を考え、

学習の見通しをもって物語を書こうとして

いる。 

「子ども未来科」で

何をする 

 

） 

 

○話し言葉と書き言葉との違いに気づくことができ

る。（知○技(1)イ） 

○話の内容が明確になるように、事実と感想、意見

とを区別するなど、話の構成を考えることができる。

（思○判○表 A(1)イ） 

○文の中での語句の係り方や語順、文と文との接

続の関係、話や文章の構成や展開、話や文章の

種類とその特徴について理解することができる。

（知○技(1)カ） 

○資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるよ

うに表現を工夫することができる。（思○判○表

A(1)ウ） 

・話し言葉と書き言葉との違いに気づいて

いる。 

・文の中での語句の係り方や語順、文と文

との接続の関係、話や文章の構成や展

開、話や文章の種類とその特徴について

理解している。 

・「話すこと・聞くこと」において、話の内容

が明確になるように、事実と感想、意見と

を区別するなど、話の構成を考えている。 

・「話すこと・聞くこと」において、資料を活

用するなどして、自分の考えが伝わるよう

に表現を工夫している。 

粘り強く話の構成を考え、学習の見通しを

もって提案するスピーチをしようとしてい

る。 

大造じいさんと 

ガン 

○文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、自

分の考えを広げることができる。（思○判○表 C(1)

カ） 

○比喩や反復などの表現の工夫に気づくことがで

きる。（知○技(1)ク） 

○文章を音読したり朗読したりすることができる。

（知○技(1)ケ） 

・比喩や反復などの表現の工夫に気づい

ている。 

・文章を音読したり朗読したりしている。 

・「読むこと」において、人物像や物語など

の全体像を具体的に想像したり、表現の

効果を考えたりしている。 

・「読むこと」において、文章を読んでまと

めた意見や感想を共有し、自分の考えを

広げている。 

 

積極的に意見や感想を共有し、学習の見

通しをもって物語の魅力を伝え合おうとし

ている。 



○人物像や物語などの全体像を具体的に想像し

たり、表現の効果を考えたりすることができる。（思

○判○表 C(1)エ） 

 

漢字の広場⑥ ○第４学年までに配当されている漢字を書き、文や

文章の中で使うことができる。（知○技(1)エ） 

○文章全体の構成や書き表し方などに着目して、

文や文章を整えることができる。（思○判○表 B(1)

オ） 

第４学年までに配当されている漢字を書

き、文や文章の中で使っている。 

「書くこと」において、文章全体の構成や

書き表し方などに着目して、文や文章を

整えている。 

すすんで第４学年までに配当されている

漢字を書き、これまでの学習をいかして文

を書こうとしている。 

五年生を 

ふり返って 

○言葉には、相手とのつながりをつくる働きがある

ことに気づくことができる。（知○技(1)ア） 

○目的や意図に応じて、感じたことや考えたことな

どから書くことを選ぶことができる。（思○判○表

B(1)ア） 

言葉には、相手とのつながりをつくる働き

があることに気づいている。 

「書くこと」において、目的や意図に応じ

て、感じたことや考えたことなどから書くこ

とを選んでいる。 

すすんで考えたことなどから書くことを選

び、学習課題に沿って１年間の振り返りを

書こうとしている。 
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つないで、 

つないで、 

一つのお話 

 

○自分が聞こうとする意図に応じて、話の内容を捉

え、自分の考えをまとめることができる。（思・判・

表 A(1)エ） 

○言葉には、相手とのつながりをつくる働きがある

ことに気づくことができる。（知・技(1)ア） 

言葉には、相手とのつながりをつくる働き

があることに気づいている。 

 

「話すこと・聞くこと」において、自分が聞

こうとする意図に応じて、話の内容を

捉え、自分の考えをまとめている。 

 

すすんで話の内容を捉えながら相手の話

を聞き、これまでの学習をいかしてお話作

りに取り組もうとしている。 

準備 

 

○詩を音読することができる。（知・技(1)ケ） 

○比喩や反復などの表現の工夫に気づくことがで

きる。（知・技(1)ク） 

○詩の全体像を具体的に想像したり、表現の効果

を考えたりすることができる。（思・判・表 C(1)エ） 

・比喩や反復などの表現の工夫に気づ

いている。 

・詩を音読している。 

「読むこと」において、詩の全体像を具体

的に想像したり、表現の効果を考えたりし

ている。 

すすんで詩を音読し、学習課題に沿って

感じたことを伝え合おうとしている。 

伝わるかな、 

好きな食べ物 

続けてみよう 

 

○比喩や反復などの表現の工夫に気づくことがで

きる。（知・技(1)ク） 

○文章全体の構成や展開が明確になっているか

など、文章に対する感想や意見を伝え合い、自

分の文章のよいところを見つけることができる。

（思・判・表 B(1)カ） 

比喩や反復などの表現の工夫に気づい

ている。 

「書くこと」において、文章全体の構成や

展開が明確になっているかなど、文章に

対する感想や意見を伝え合い、自分の文

章のよいところを見つけている。 

積極的に表現を工夫し、これまでの学習

をいかして互いの文章を読み合おうとして

いる。 

帰り道 

 

 

○文章の構成や展開、文章の種類とその特徴に

ついて理解することができる。（知・技(1)カ） 

○登場人物の相互関係や心情などについて、描

写を基に捉えることができる。（思・判・表Ｃ(1)イ） 

○比喩や反復などの表現の工夫に気づくことがで

きる。（知・技(1)ク） 

・文章の構成や展開、文章の種類とその

特徴について理解している。 

・比喩や反復などの表現の工夫に気づ

いている。 

「読むこと」において、登場人物の相互関

係や心情などについて、描写を基に捉え

ている。 

すすんで登場人物の相互関係や心情な

どについて描写を基に捉え、学習の見通

しをもって印象に残ったことについて考え

を伝え合おうとしている。 

公共図書館を 

活用しよう 

 

○日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考えを

広げることに役立つことに気づくことができる。

（知・技(3)オ） 

 

日常的に読書に親しみ、読書が、自分の

考えを広げることに役立つことに気づいて

いる。 

 すすんで公共図書館の役割や特徴につ

いて知り、学習課題に沿って利用してみ

たいものや本の記録のしかたについて考

えようとしている。 

漢字の形と 

音・意味 

 

○漢字の由来、特質などについて理解することが

できる。（知・技(3)ウ） 

○第６学年までに配当されている漢字を読むととも

に、漸次書き、文や文章の中で使うことができ

る。（知・技(1)エ） 

・第６学年までに配当されている漢字を

読むとともに、漸次書き、文や文章の

中で使っている。 

・漢字の由来、特質などについて理解し

ている。 

 すすんで漢字の由来、特質などについて

理解し、これまでの学習をいかして漢字を

文や文章の中で使おうとしている。 

春のいぶき 

 

○語句と語句との関係について理解し、語彙を豊

かにするとともに、語感や言葉の使い方に対す

る感覚を意識して、語や語句を使うことができる。

（知・技(1)オ） 

語句と語句との関係について理解し、語

彙を豊かにするとともに、語感や言葉の使

い方に対する感覚を意識して、語や語句

を使っている。 

「書くこと」において、目的や意図に応じ

て、感じたことや考えたことなどから書くこ

とを選び、伝えたいことを明確にしている。 

積極的に季節を表す語彙を豊かにし、こ

れまでの学習をいかして俳句や短歌を作

ろうとしている。 



○目的や意図に応じて、感じたことや考えたことな

どから書くことを選び、伝えたいことを明確にする

ことができる。（思・判・表 B(1)ア） 

聞いて、 

考えを深めよう 

 

○語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して、

語や語句を使うことができる。（知・技(1)オ） 

○話し手の目的や自分が聞こうとする意図に応じ

て、話の内容を捉え、話し手の考えと比較しなが

ら、自分の考えをまとめることができる。（思・判・

表 A(1)エ） 

○日常よく使われる敬語を理解し使い慣れることが

できる。（知・技(1)キ） 

・語感や言葉の使い方に対する感覚を

意識して、語や語句を使っている。 

・日常よく使われる敬語を理解し使い慣

れている。 

「話すこと・聞くこと」において、話し手の目

的や自分が聞こうとする意図に応じて、話

の内容を捉え、話し手の考えと比較しなが

ら、自分の考えをまとめている。 

すすんで話し手の目的や自分が聞こうと

する意図に応じて話の内容を捉え、学習

課題に沿ってインタビューをしようとしてい

る。 

漢字の広場① 

 

 

○第５学年までに配当されている漢字を書き、文や

文章の中で使うことができる。（知・技(1)エ） 

・書き表し方などに着目して、文や文章を整えるこ

とができる。（思・判・表 B(1)オ） 

第５学年までに配当されている漢字を書

き、文や文章の中で使っている。 

「書くこと」において、書き表し方などに着

目して、文や文章を整えている。 

積極的に第５学年までに配当されている

漢字を使い、これまでの学習をいかして記

事を書こうとしている。 

笑うから楽しい 

時計の時間と 

心の時間 

 

 

○原因と結果など情報と情報との関係について理

解することができる。（知・技(2)ア） 

○事実と感想、意見などとの関係を叙述を基に押

さえ、文章全体の構成を捉えて要旨を把握する

ことができる。（思・判・表 C(1)ア） 

○文章の構成や展開、文章の種類とその特徴に

ついて理解することができる。（知・技(1)カ） 

〇文章を読んで理解したことに基づいて、自分の

考えをまとめることができる。（思・判・表 C(1)オ） 

・文章の構成や展開、文章の種類とその

特徴について理解している。 

・原因と結果など情報と情報との関係につ

いて理解している。 

・「読むこと」において、事実と感想、意見

などとの関係を叙述を基に押さえ、文章

全体の構成を捉えて要旨を把握してい

る。 

・「読むこと」において、文章を読んで理解

したことに基づいて、自分の考えをまと

めている。 

すすんで事実と感想、意見などとの関係

を叙述を基に押さえ、学習課題に沿って

自分の考えを伝え合おうとしている。 

文の組み立て 

 

○文の中での語句の係り方や語順について理解

することができる。（知・技(1)カ） 

文の中での語句の係り方や語順について

理解している。 

 すすんで文の中での語句の係り方や語順

について理解し、これまでの学習をいかし

て設問に取り組もうとしている。 

たのしみは 

 

○短歌に対する感想や意見を伝え合い、自分の作

品のよいところを見つけることができる。（思・判・

表 B(1)カ） 

○語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して、

語や語句を使うことができる。（知・技(1)オ） 

〇語句の係り方や語順、話や文章の種類とその特

徴について理解することができる。（知・技(1)カ） 

〇自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫す

ることができる。（思・判・表 B(1)ウ） 

・語感や言葉の使い方に対する感覚を意

識して、語や語句を使っている。 

・語句の係り方や語順、話や文章の種類

とその特徴について理解している。 

・「書くこと」において、自分の考えが伝わ

るように書き表し方を工夫している。 

・「書くこと」において、短歌に対する感想

や意見を伝え合い、自分の作品のよ

いところを見つけている。 

学習の見通しをもって短歌を作り、積極的

に短歌に対する感想や意見を伝え合おう

としている。 

天地の文 

 

○近代以降の文語調の文章を音読するなどして、

言葉の響きやリズムに親しむことができる。（知・

技(3)ア） 

○古典について解説した文章を読んだり作品の内

・近代以降の文語調の文章を音読するな

どして、言葉の響きやリズムに親しんで

いる。 

・古典について解説した文章を読んだり

 すすんで言葉の響きやリズムに親しみ、こ

れまでの学習をいかして音読しようとして

いる。 



容の大体を知ったりすることを通して、昔の人の

ものの見方や感じ方を知ることができる。（知・技

(3)イ） 

作品の内容の大体を知ったりすることを

通して、昔の人のものの見方や感じ方

を知っている。 

情報と情報を 

つなげて伝えるとき 

 

○情報と情報との関係づけのしかた、図などによる

語句と語句との関係の表し方を理解し使うことが

できる。（知・技(2)イ） 

○目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり

関係づけたりして、伝えたいことを明確にするこ

とができる。（思・判・表 B(1)ア） 

情報と情報との関係づけのしかた、図など

による語句と語句との関係の表し方を理

解し使っている。 

「書くこと」において、目的や意図に応じ

て、集めた材料を分類したり関係づけたり

して、伝えたいことを明確にしている。 

すすんで情報と情報との関係づけのしか

たについて理解を深め、学習課題に沿っ

て報告書を書き直そうとしている。 

デジタル機器と 

私たち 

 

 

○原因と結果など情報と情報との関係について理

解することができる。（知・技(2)ア） 

○筋道の通った文章となるように、文章全体の構

成や展開を考えることができる。（思・判・表 B(1)

イ） 

○文と文との接続の関係、文章の構成や展開、文

章の種類とその特徴について理解することがで

きる。（知・技(1)カ） 

・文と文との接続の関係、文章の構成や展

開、文章の種類とその特徴について理解

している。 

・原因と結果など情報と情報との関係に

ついて理解している。 

「書くこと」において、筋道の通った文章と

なるように、文章全体の構成や展開を考

えている。 

積極的に文章全体の構成や展開を考え、

学習の見通しをもって提案する文章を書

こうとしている。 

夏のさかり 

 

○語句と語句との関係について理解し、語彙を豊

かにするとともに、語感や言葉の使い方に対す

る感覚を意識して、語や語句を使うことができる。

（知・技(1)オ） 

○目的や意図に応じて、感じたことや考えたことな

どから書くことを選び、伝えたいことを明確にする

ことができる。（思・判・表 B(1)ア） 

語句と語句との関係について理解し、語

彙を豊かにするとともに、語感や言葉の使

い方に対する感覚を意識して、語や語句

を使っている。 

「書くこと」において、目的や意図に応じ

て、感じたことや考えたことなどから書くこ

とを選び、伝えたいことを明確にしている。 

積極的に季節を表す語彙を豊かにし、こ

れまでの学習をいかして手紙を書こうとし

ている。 

私と本 

 

○日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考えを

広げることに役立つことに気づくことができる。

（知・技(3)オ） 

○文章を読んで理解したことに基づいて、自分の

考えをまとめることができる。（思・判・表 C(1)オ） 

〇文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、自

分の考えを広げることができる。（思・判・表 C(1)

カ） 

日常的に読書に親しみ、読書が、自分の

考えを広げることに役立つことに気づいて

いる。 

・「読むこと」において、文章を読んで理解

したことに基づいて、自分の考えをまと

めている。 

・「読むこと」において、文章を読んでまと

めた意見や感想を共有し、自分の考え

を広げている。 

すすんで読書が自分の考えを広げること

に役立つことに気づき、これまでの学習を

いかしてブックトークをしようとしている。 

せんねん  

まんねん 

名づけられた葉 

 

○比喩や反復などの表現の工夫に気づくことがで

きる。（知・技(1)ク） 

○詩を読んで理解したことに基づいて、自分の考

えをまとめることができる。（思・判・表 C(1)オ） 

比喩や反復などの表現の工夫に気づい

ている。 

「読むこと」において、詩を読んで理解した

ことに基づいて、自分の考えをまとめてい

る。 

積極的に表現の工夫に気づき、これまで

の学習をいかして考えたことを伝え合おう

としている。 

いちばん 

大事なものは 

 

○原因と結果など情報と情報との関係について理

解することができる。（知・技(2)ア） 

○互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話

し合い、考えを広げたりまとめたりすることができ

原因と結果など情報と情報との関係につ

いて理解している。 

「話すこと・聞くこと」において、互いの立

場や意図を明確にしながら計画的に話し

合い、考えを広げたりまとめたりしている。 

積極的に考えを広げ、学習課題に沿って

考えを尋ね合おうとしている。 



る。（思・判・表 A(1)オ） 

インターネットで 

ニュースを読もう 

 

○目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなど

して必要な情報を見つけることができる。（思・

判・表 C(1)ウ） 

○文章の構成や展開、文章の種類とその特徴に

ついて理解することができる。（知・技(1)カ） 

○文章を読んで理解したことに基づいて、自分の

考えをまとめることができる。（思・判・表 C(1)オ） 

文章の構成や展開、文章の種類とその特

徴について理解している。 

・「読むこと」において、目的に応じて、文

章と図表などを結び付けるなどして必

要な情報を見つけている。 

・「読むこと」において、文章を読んで理

解したことに基づいて、自分の考えを

まとめている。 

すすんでニュースサイトの特徴を理解し、

これまでの学習をいかしてニュースサイト

と新聞を比較して読もうとしている。 

文章を推敲しよう 

 

○文章全体の構成や書き表し方などに着目して、

文や文章を整えることができる。（思・判・表 B(1)

オ） 

○文の中での語句の係り方や語順、文と文との接

続の関係、話や文章の構成や展開について理

解することができる。（知・技(1)カ） 

文の中での語句の係り方や語順、文と文

との接続の関係、話や文章の構成や展開

について理解している。 

「書くこと」において、文章全体の構成や

書き表し方などに着目して、文や文章を

整えている。 

すすんで文章全体の構成や書き表し方な

どに着目し、学習課題に沿って文章を推

敲しようとしている。 

漢字の広場② 

 

○第５学年までに配当されている漢字を書き、文や

文章の中で使うことができる。（知・技(1)エ） 

・書き表し方などに着目して、文や文章を整えるこ

とができる。（思・判・表 B(1)オ） 

第５学年までに配当されている漢字を書

き、文や文章の中で使っている。 

「書くこと」において、書き表し方などに着

目して、文や文章を整えている。 

積極的に第５学年までに配当されている

漢字を使い、これまでの学習をいかして文

章を書こうとしている。 

やまなし 

イーハトーヴの夢 

 

○比喩や反復などの表現の工夫に気づくことがで

きる。（知・技(1)ク） 

○物語の全体像を具体的に想像したり、表現の効

果を考えたりすることができる。（思・判・表 C(1)

エ） 

○文章の構成や展開、文章の種類とその特徴に

ついて理解することができる。（知・技(1)カ） 

・文章の構成や展開、文章の種類とその

特徴について理解している。 

・比喩や反復などの表現の工夫に気づ

いている。 

「読むこと」において、物語の全体像を具

体的に想像したり、表現の効果を考えたり

している。 

粘り強く物語の全体像を具体的に想像し

たり、表現の効果を考えたりし、学習の見

通しをもって作品世界について考えたこと

を書き、伝え合おうとしている。 

漢字の広場③ 

 

○第５学年までに配当されている漢字を書き、文や

文章の中で使うことができる。（知・技(1)エ） 

・書き表し方などに着目して、文や文章を整えるこ

とができる。（思・判・表 B(1)オ） 

第５学年までに配当されている漢字を書

き、文や文章の中で使っている。 

「書くこと」において、書き表し方などに着

目して、文や文章を整えている。 

積極的に第５学年までに配当されている

漢字を使い、これまでの学習をいかして物

語を書こうとしている。 

熟語の成り立ち 

 

○語句の構成や変化について理解することができ

る。（知・技(1)オ） 

○第６学年までに配当されている漢字を読むととも

に、漸次書き、文や文章の中で使うことができる。

（知・技(1)エ） 

・第６学年までに配当されている漢字を読

むとともに、漸次書き、文や文章の中で

使っている。 

・語句の構成や変化について理解してい

る。 

 すすんで熟語の構成についての理解を

深め、学習課題に沿って熟語を探したり

組み合わせを考えたりしようとしている。 

秋の深まり 

 

○語句と語句との関係について理解し、語彙を豊

かにするとともに、語感や言葉の使い方に対す

る感覚を意識して、語や語句を使うことができる。

（知・技(1)オ） 

○目的や意図に応じて、感じたことや考えたことな

語句と語句との関係について理解し、語

彙を豊かにするとともに、語感や言葉の使

い方に対する感覚を意識して、語や語句

を使っている。 

「書くこと」において、目的や意図に応じ

て、感じたことや考えたことなどから書くこ

とを選び、伝えたいことを明確にしている。 

積極的に季節を表す語彙を豊かにし、こ

れまでの学習をいかして俳句や短歌を作

ろうとしている。 



どから書くことを選び、伝えたいことを明確にする

ことができる。（思・判・表 B(1)ア） 

みんなで楽しく過

ごすために 

 

 

○思考に関わる語句の量を増し、話の中で使うこと

ができる。（知・技(1)オ） 

○互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話

し合い、考えを広げたりまとめたりすることができ

る。（思・判・表 A(1)オ） 

〇言葉には、相手とのつながりをつくる働きがある

ことに気づくことができる。（知・技(1)ア） 

○目的や意図に応じて、日常生活の中から話題を

決め、集めた材料を分類したり関係づけたりし

て、伝え合う内容を検討することができる。（思・

判・表 A(1)ア） 

 

・言葉には、相手とのつながりをつくる働

きがあることに気づいている。 

・思考に関わる語句の量を増し、話の中

で使っている。 

・「話すこと・聞くこと」において、目的や意

図に応じて、日常生活の中から話題を

決め、集めた材料を分類したり関係づ

けたりして、伝え合う内容を検討してい

る。 

・「話すこと・聞くこと」において、互いの立

場や意図を明確にしながら計画的に話

し合い、考えを広げたりまとめたりしてい

る。 

粘り強く考えを広げたりまとめたりし、学習

の見通しをもって話し合おうとしている。 

話し言葉と 

書き言葉 

○話し言葉と書き言葉との違いに気づくことができ

る。（知・技(1)イ） 

話し言葉と書き言葉との違いに気づいて

いる。 

 すすんで話し言葉と書き言葉との違いに

気づき、これまでの学習をいかして設問に

取り組もうとしている。 

古典芸能の世界 

狂言「柿山伏」 

を楽しもう 

 

○古典について解説した文章を読んだり作品の内

容の大体を知ったりすることを通して、昔の人の

ものの見方や感じ方を知ることができる。（知・技

(3)イ） 

○親しみやすい古典芸能の文章を音読するなどし

て、言葉の響きやリズムに親しむことができる。

（知・技(3)ア） 

・親しみやすい古典芸能の文章を音読す

るなどして、言葉の響きやリズムに親し

んでいる。 

・古典について解説した文章を読んだり

作品の内容の大体を知ったりすることを

通して、昔の人のものの見方や感じ方

を知っている。 

 すすんで昔の人のものの見方や感じ方を

知り、これまでの学習をいかして「柿山伏」

を音読したり演じたりしようとしている。 

『鳥獣戯画』を読む 

発見、 

日本文化のみりょ

く 

 

○比喩や反復などの表現の工夫に気づくことがで

きる。（知・技(1)ク） 

○目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書い

たりするとともに、事実と感想、意見とを区別して

書いたりするなど、自分の考えが伝わるように書

き表し方を工夫することができる。（思・判・表

B(1)ウ） 

○目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなど

して必要な情報を見つけたり、論の進め方につ

いて考えたりすることができる。（思・判・表 C(1)

ウ） 

○日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考えを

広げることに役立つことに気づくことができる。

（知・技(3)オ） 

〇事実と感想、意見などとの関係を叙述を基に押

さえ、文章全体の構成を捉えて要旨を把握する

・比喩や反復などの表現の工夫に気づ

いている。 

・日常的に読書に親しみ、読書が、自分

の考えを広げることに役立つことに気

づいている。 

・「書くこと」において、目的や意図に応じ

て簡単に書いたり詳しく書いたりすると

ともに、事実と感想、意見とを区別して

書いたりするなど、自分の考えが伝わ

るように書き表し方を工夫している。 

・「読むこと」において、事実と感想、意見

などとの関係を叙述を基に押さえ、文

章全体の構成を捉えて要旨を把握し

ている。 

・「読むこと」において、目的に応じて、文

章と図表などを結び付けるなどして必

要な情報を見つけたり、論の進め方に

ついて考えたりしている。 

粘り強く論の進め方について考えたり、書

き表し方を工夫したりし、学習の見通しを

もって日本文化のよさを伝える文章を書こ

うとしている。 



ことができる。（思・判・表 C(1)ア） 

カンジー博士の 

漢字学習の秘伝 

 

○文や文章の中で漢字と仮名を適切に使い分ける

とともに、送り仮名や仮名遣いに注意して正しく

書くことができる。（知・技(1)ウ） 

○第６学年までに配当されている漢字を読むととも

に、漸次書き、文や文章の中で使うことができる。

（知・技(1)エ） 

・文や文章の中で漢字と仮名を適切に使

い分けるとともに、送り仮名や仮名遣い

に注意して正しく書いている。 

・第６学年までに配当されている漢字を読

むとともに、漸次書き、文や文章の中で

使っている。 

 工夫して漢字学習を行うことにすすんで

取り組み、これまでの学習をいかして漢字

を正しく書こうとしている。 

漢字の広場④ 

 

○第５学年までに配当されている漢字を書き、文や

文章の中で使うことができる。（知・技(1)エ） 

・書き表し方などに着目して、文や文章を整えるこ

とができる。（思・判・表 B(1)オ） 

第５学年までに配当されている漢字を書

き、文や文章の中で使っている。（(1)エ） 

「書くこと」において、書き表し方などに着

目して、文や文章を整えている。 

積極的に第５学年までに配当されている

漢字を使い、これまでの学習をいかして文

章を書こうとしている。 

ぼくの 

ブック・ウーマン 

 

○文章を読んで理解したことに基づいて、自分の

考えをまとめることができる。（思・判・表 C(1)オ） 

〇日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考えを

広げることに役立つことに気づくことができる。

（知・技(3)オ） 

○人物像や物語などの全体像を具体的に想像す

ることができる。（思・判・表 C(1)エ） 

日常的に読書に親しみ、読書が、自分の

考えを広げることに役立つことに気づいて

いる。 

・「読むこと」において、人物像や物語など

の全体像を具体的に想像している。 

・「読むこと」において、文章を読んで理解

したことに基づいて、自分の考えをまと

めている。 

すすんで文章を読んで理解したことに基

づいて自分の考えをまとめ、学習課題に

沿って考えたことを伝え合おうとしている。 

おすすめ 

パンフレットを作ろう 

 

○引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、自

分の考えが伝わるように書き表し方を工夫するこ

とができる。（思・判・表 B(1)エ） 

○言葉には、相手とのつながりをつくる働きがある

ことに気づくことができる。（知・技(1)ア） 

〇文章の構成や展開、文章の種類とその特徴に

ついて理解することができる。（知・技(1)カ） 

・言葉には、相手とのつながりをつくる働き

があることに気づいている。 

・文章の構成や展開、文章の種類とその

特徴について理解している。 

「書くこと」において、引用したり、図表や

グラフなどを用いたりして、自分の考えが

伝わるように書き表し方を工夫している。 

すすんで引用したり、図表やグラフなどを

用いたりして、自分の考えが伝わるように

書き表し方を工夫し、学習の見通しをもっ

て推薦したいものをパンフレットにまとめよ

うとしている。 

冬のおとずれ 

 

冬のおとずれ 

１時間（書①） 

○語句と語句との関係について理解し、語彙を豊

かにするとともに、語感や言葉の使い方に対す

る感覚を意識して、語や語句を使うことができる。

（知・技(1)オ） 

○目的や意図に応じて、感じたことや考えたことな

どから書くことを選び、伝えたいことを明確にする

ことができる。（思・判・表 B(1)ア） 

語句と語句との関係について理解し、語

彙を豊かにするとともに、語感や言葉の使

い方に対する感覚を意識して、語や語句

を使っている。 

「書くこと」において、目的や意図に応じ

て、感じたことや考えたことなどから書くこ

とを選び、伝えたいことを明確にしている。 

積極的に季節を表す語彙を豊かにし、こ

れまでの学習をいかして手紙を書こうとし

ている。 

詩を朗読して 

しょうかいしよう 

 

○詩を朗読することができる。（知・技(1)ケ） 

○日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考えを

広げることに役立つことに気づくことができる。

（知・技(3)オ） 

・詩を朗読している。 

・日常的に読書に親しみ、読書が、自分

の考えを広げることに役立つことに気づ

いている。 

「読むこと」において、詩を読んでまとめた

意見や感想を共有し、自分の考えを広げ

ている。 

すすんで詩を朗読し、これまでの学習を

いかしてお気に入りの詩を紹介しようとし

ている。 



〇詩を読んでまとめた意見や感想を共有し、自分

の考えを広げることができる。（思・判・表 C(1)カ） 

知ってほしい、 

この名言 

 

○情報と情報との関係づけのしかた、図などによる

語句と語句との関係の表し方を理解し使うことが

できる。（知・技(2)イ） 

○目的や意図に応じて、感じたことや考えたことな

どから書くことを選び、集めた材料を分類したり

関係づけたりして、伝えたいことを明確にするこ

とができる。（思・判・表 B(1)ア） 

情報と情報との関係づけのしかた、図など

による語句と語句との関係の表し方を理

解し使っている。 

「書くこと」において、目的や意図に応じ

て、感じたことや考えたことなどから書くこ

とを選び、集めた材料を分類したり関係づ

けたりして、伝えたいことを明確にしてい

る。 

すすんで集めた材料を分類したり関係づ

けたりし、学習課題に沿って名言を紹介し

ようとしている。 

日本の文字文化 

 

 

○文や文章の中で漢字と仮名を適切に使い分ける

とともに、送り仮名や仮名遣いに注意して正しく

書くことができる。（知・技(1)ウ） 

○語句の由来などに関心をもち、仮名及び漢字の

由来、特質などについて理解することができる。

（知・技(3)ウ） 

・文や文章の中で漢字と仮名を適切に使

い分けるとともに、送り仮名や仮名遣い

に注意して正しく書いている。 

・語句の由来などに関心をもち、仮名及び

漢字の由来、特質などについて理解し

ている。 

 すすんで仮名及び漢字の由来、特質など

について理解し、これまでの学習をいかし

て適切な表記を考えようとしている。 

漢字の広場⑤ 

 

○第５学年までに配当されている漢字を書き、文や

文章の中で使うことができる。（知・技(1)エ） 

・書き表し方などに着目して、文や文章を整えるこ

とができる。（思・判・表 B(1)オ） 

第５学年までに配当されている漢字を書

き、文や文章の中で使っている。 

「書くこと」において、書き表し方などに着

目して、文や文章を整えている。 

積極的に第５学年までに配当されている

漢字を使い、これまでの学習をいかして文

章を書こうとしている。 

「考える」とは 

 

○文章の構成や展開、文章の種類とその特徴に

ついて理解することができる。（知・技(1)カ） 

○文章を読んで理解したことに基づいて、自分の

考えをまとめることができる。（思・判・表 C(1)オ） 

○文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、自

分の考えを広げることができる。（思・判・表 C(1)

カ） 

○思考に関わる語句の量を増し、話や文章の中で

使うことができる。（知・技(1)オ） 

・思考に関わる語句の量を増し、話や文

章の中で使っている。 

・文章の構成や展開、文章の種類とその

特徴について理解している。 

・「読むこと」において、文章を読んで理解

したことに基づいて、自分の考えをまと

めている。 

・「読むこと」において、文章を読んでまと

めた意見や感想を共有し、自分の考え

を広げている。 

粘り強く文章を読んで理解したことに基づ

いて自分の考えをまとめ、学習課題に沿

って考えたことを伝え合おうとしている。 

使える言葉に 

するために 

 

○第６学年までに配当されている漢字を読み、漸

次書き、文や文章の中で使うことができる。（知・

技(1)エ） 

第６学年までに配当されている漢字を読

み、漸次書き、文や文章の中で使ってい

る。 

 すすんで第６学年までに配当されている

漢字を読み、これまでの学習をいかして、

読み方や意味が分からない言葉を辞書で

調べようとしている。 

大切にしたい言葉 

 

○語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して、

語や語句を使うことができる。（知・技(1)オ） 

○目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書い

たりするとともに、事実と感想、意見とを区別して

書いたりするなど、自分の考えが伝わるように書

き表し方を工夫することができる。（思・判・表

語感や言葉の使い方に対する感覚を意

識して、語や語句を使っている。 

「書くこと」において、目的や意図に応じて

簡単に書いたり詳しく書いたりするととも

に、事実と感想、意見とを区別して書いた

りするなど、自分の考えが伝わるように書

き表し方を工夫している。 

積極的に自分の考えが伝わるように書き

表し方を工夫し、学習の見通しをもって大

切にしたい言葉に対する思いを書こうとし

ている。 



B(1)ウ） 

今、私は、ぼくは 

 

○話し言葉と書き言葉との違いに気づくことができ

る。（知・技(1)イ） 

○資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるよ

うに表現を工夫することができる。（思・判・表

A(1)ウ） 

○日常よく使われる敬語を理解し使い慣れることが

できる。（知・技(1)キ） 

〇話の内容が明確になるように、事実と感想、意見

とを区別するなど、話の構成を考えることができ

る。（思・判・表 A(1)イ） 

・話し言葉と書き言葉との違いに気づいて

いる。 

・日常よく使われる敬語を理解し使い慣れ

ている。 

・「話すこと・聞くこと」において、話の内

容が明確になるように、事実と感想、

意見とを区別するなど、話の構成を考

えている。 

・「話すこと・聞くこと」において、資料を活

用するなどして、自分の考えが伝わる

ように表現を工夫している。 

積極的に資料を活用するなどして自分の

考えが伝わるように表現を工夫し、学習の

見通しをもって自分の思いや考えを伝え

るスピーチをしようとしている。 

海の命 

 

○文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、自

分の考えを広げることができる。（思・判・表 C(1)

カ） 

〇比喩や反復などの表現の工夫に気づくことがで

きる。（知・技(1)ク） 

〇人物像や物語などの全体像を具体的に想像し

たり、表現の効果を考えたりすることができる。

（思・判・表 C(1)エ） 

比喩や反復などの表現の工夫に気づい

ている。 

・「読むこと」において、人物像や物語など

の全体像を具体的に想像したり、表現

の効果を考えたりしている。 

・「読むこと」において、文章を読んでまと

めた意見や感想を共有し、自分の考え

を広げている。 

積極的に文章を読んでまとめた意見や感

想を共有し、学習の見通しをもってそれぞ

れの人物の生き方に対する考えを話し合

おうとしている。 

漢字の広場⑥ 

 

○第５学年までに配当されている漢字を書き、文や

文章の中で使うことができる。（知・技(1)エ） 

・書き表し方などに着目して、文や文章を整えるこ

とができる。（思・判・表 B(1)オ） 

第５学年までに配当されている漢字を書

き、文や文章の中で使っている。 

「書くこと」において、書き表し方などに着

目して、文や文章を整えている。 

積極的に第５学年までに配当されている

漢字を使い、これまでの学習をいかして文

章を書こうとしている。 

中学校へ 

つなげよう 

生きる 

人間は他の生物と

何がちがうのか 

 

○比喩や反復などの表現の工夫に気づくことがで

きる。（知・技(1)ク） 

〇詩を朗読することができる。（知・技(1)ケ） 

〇目的や意図に応じて、感じたことや考えたことな

どから書くことを選び、伝えたいことを明確にする

ことができる。（思・判・表 B(1)ア） 

〇文章を読んで理解したことに基づいて、自分の

考えをまとめることができる。（思・判・表 C(1)オ） 

〇詩を読んでまとめた意見や感想を共有し、自分

の考えを広げることができる。（思・判・表 C(1)カ） 

・比喩や反復などの表現の工夫に気づい

ている。 

・詩を朗読している。 

・「書くこと」において、目的や意図に応じ

て、感じたことや考えたことなどから書く

ことを選び、伝えたいことを明確にして

いる。 

・「読むこと」において、文章を読んで理解

したことに基づいて、自分の考えをまと

めている。 

・「読むこと」において、詩を読んでまとめ

た意見や感想を共有し、自分の考えを

広げている。 

積極的に６年間の国語学習を振り返り、こ

れまでの学習をいかして、詩を読んで感じ

たことを伝え合ったり、文章に対する自分

の考えをまとめたりしようとしている。 

 


